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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ねえねえカイくん、ここってどこなのかなあ」

　見知らぬ円形状の広場を眺めていると、隣のリオが不安そうにたずねてくる。

　可愛かわいいクラスメイトにいいところを見せるチャンスだったけど、残念ながら今の俺は冴さえた答えを持ちあわせていなかった。

「……もしかすると、夢を見ているのかもしれないな」

　リオに返事をしたというより、独り言のように呟つぶやく。

　今いる場所を現実にたとえるなら、ローマの闘技場だろうか。

　しかし空は奇妙な薄紫で、同じ色に染まる雲はイチゴ味の綿菓子みたいに見える。

　あまりにも幻想的フアンタジーな空間で、どうにも現実味が薄い光景だ。

「だからお前は本物のリオじゃなくて、俺の夢に出てきた妄想の産物なんだよ」

「ええー、そんなわけないよお……」

　リオはポニーテールを揺らしながら、困惑したように首を振る。

　俺も彼女も紺の制服姿だから、ついさきほどまで学校にいたと考えるのが自然だ。

　ところが前後の記憶が曖昧で、なんでこんな場所に立っているのか、まったく思い出すことができないのだ。

　やがてリオが何かに気づいたようで、

「あそこにいるのってルウちゃんかな。……おーいっ！」

　彼女が指さすほうに目を向けると、大勢の人影が近づいてくるのが見えた。

　集団を抜け出して、花柄のワンピースを着た小さな子がパタパタとかけよってくる。

「やっぱりお姉ちゃんだ。ここがどこなのか、知ってたりしない？」

「ううん。だからわたしも困ってるの」

　そういえば小学生の妹がいると、リオから聞いたことがある。やや釣り目で生意気そうな印象を受けるものの、かけよってきた少女の顔立ちはリオによく似ている。

　ルウは俺をじろじろと見つめると、小学生らしく無遠慮に言った。

「こいつがお姉ちゃんの彼氏？　話に聞いてたのとイメージが違うんだけど」

「俺たちはそういう関係じゃないぞ。仲がいいのは確かだけどな」

「噓うそっ!?　映画とか行ったのに!?」

　隣で聞いていたリオが、何な故ぜかショックを受けている。

　……あれ？　もしかして俺の認識が間違っていたのか？

「甘酸っぱい空気にならないから、てっきりデートじゃないのかと」

「わたしはなってました！　アピ─ルだってしてました！」

「で、結局どっちなの……？」

　ルウにジト目で問われるものの、突然の告白だったものでどう答えればいいのやら。

　そうこうしているうちに、後続の集団がぞろぞろとやってくる。

　間近で見ると集団には可愛かわいい女の子しかいなかった。

　気がつけば俺は、リオとルウを含めた十二人の美少女たちに囲まれていた。

「……さすがに都合がよすぎるような。まるでハーレムじゃないか」

「でもでも、わたしはカイくんの妄想じゃないからね？　夢に見ちゃうくらい意識してるって言うんなら、嬉うれしくないわけじゃないけどさあ」

「うん、まあ……その辺の話はあとにして、今はこの状況をなんとかしないと」

　ひとまず俺は周囲の子たちに「ここは夢の世界」という自分の考えを説明した。

　すると短髪の女の子が正面にやってくる。

　タンクトップにホットパンツ姿で、ほどよく焼けた肌はいかにも活発そうだ。

　彼女は俺の肩になれなれしく手をかけると、

「だったらボクが試してあげるよ。ほらこうやって──」

　いきなりフロントチョークをかましてきやがった。強引に頭を抱えこまれたので横乳の感触がするものの、首がぎゅうぎゅう絞まってそれどころじゃない。

「ちょ……っ！　ギブギブギブ……っ！」

「ほら痛いじゃん。だからここはあんたの夢じゃないってこと」

　ベタな方法で俺の考えを否定した少女は、得意げに八重歯を見せる。

　こいつの顔はニュースで見た覚えがある。

　やたら鋭いパンチを放つ動画で話題になった、ボクシング少女のユウカだ。

「夢じゃないなら、何だってんだよ……」

　俺の問いかけを皮きりに、周りの少女たちが口々に騒ぎだす。

「宇宙人にさらわれたんとちがう？」

「みんな死んでて霊界にいるとか……やだ、自分で言ってて怖くなってきちゃった」

「夢で痛みを感じないというのは俗説ですけどね。脳内の記憶を整理する生理現象なわけですから、過去に経験した苦痛が夢の中で再現されるケースだって存在しますよ」

　女子フィギュアの新星ナナミが妙な関西弁でオカルトな推測を述べれば、朝ドラ主演に抜ばつ擢てきされたアイドルのカヅキちゃんがさらに不穏な推測を返している。

　夢のうんちくを語った金髪の子はアメリカ生まれの天才発明少女で、たぶんアリサかアリスという名前だったはずだ。

　お嬢さま高校の制服からフリルのついたステージ衣装、ストリート系ブランドの大ぶりなパーカーまで──様々な服装に身を包んで語らう、小鳥のような美少女の群れ。

　名前を思い出せない子も多いけど、顔だけならみんなテレビや雑誌で見たことがある。

　彼女たちはただ可愛かわいいだけではなく、何らかの特技で名の知れた才女ばかりだ。

　クラスメイトのリオもテニスの全国大会で優勝しているし、妹のルウは絵画コンクールで何度も入賞していると、前に彼女から聞いた覚えがある。

　取り柄がないのは俺くらいだろうか。唯一の男という意味でも、集団の中で例外だ。

　……これが夢でないのなら、目の前のファンタジー空間はいったい何なのだろう？

　ふと頭をよぎったのは、ファンタジーというよりはクレイジーな発想だった。

「──わかったぞ！　異世界に召喚されたんだっ！」

　いきなり大声をあげた俺に、発明少女のアリなんとかちゃんが問いかける。

「つまり何らかの手段で、現実とは異なる空間に飛ばされたということですか？」

「あからさまにファンタジーな空間に集められた、稀け有うな才能を持つ美少女と平凡な少年。……異世界召喚系の小説によくある展開じゃないか」

　たぶん俺はこれからぶっちぎりで最強の能力か、最弱だと思われていたけど使い方によっては最強になるチート級の能力を手にいれる。

　他の女の子たちもすごい能力を手にいれるけど俺ほどじゃなくて、誰も勝てないラスボスをワンパンで倒す俺の強さに感動して、みんな服を脱いでキャッキャウフフと──。

「さっきの夢の話もそうですけど、どうしてそこまで自分本位になれるですか……」

　最年少のルウが的確なツッコミを入れてくれる。

　俺は無意識のうちに、言う必要のない妄想まで口に出していたらしい。

「わたしもすごい力が使えるようになって、カイくんと冒険できるのかなあ」

　冷めた妹と違って、頭がお花畑なリオは全力で話に乗ってくる。

　他の子たちも真面目に考えることに飽きたのか、

「だったらボクは拳で戦いたいよ。モンスターぶん殴ったらどんな感触なんだろ」

「わたしは炎が出せるようになりたいな。気にいらないやつ燃やしたら楽しいでしょ」

「みなさんストレス溜たまっとりますなあ。現実逃避したくなるのも無理あらへんけど」

　最後にナナミちゃんがはんなりと、全員の思いを代弁してくれた。

　実際のところ俺の推測は穴だらけである。

　もし本当に異世界に召喚されたのだとしたら、俺たちをこの場に呼び寄せたやつがいるはずだ。しかし今のところ、そのような人物は姿を見せていない。

　いや、もしかしたら──。

「……そろそろ出てきたらどうだ。俺はすでに気づいているぞ」

　誰もいないところに声をかけてみる。

　召喚したやつが隠れて様子をうかがっているのではないか──そう考えてハッタリをかましたわけだ。

　しかし返ってきたのは虚むなしい沈黙だけだった。

　女の子たちの「何言ってんのこいつ」という視線が痛い。

　俺は思わず目を背ける。

　すると隣にゴスロリの幼女がいた。

「──どわっ！　なんだお前っ！」

「自分で言っておいて何を驚いておる。出てこいと言われたから出てきたのじゃぞ」












　腰を抜かした俺に向けて、ゴスロリ幼女は不服そうな表情で腕を組む。

　幼女は何もない空間から、いきなり湧いて出てきたみたいだった。

　その姿は威厳たっぷりで、三千歳のロリババアですと言われても信じてしまいそうだ。

「えーと、じゃあ俺たちをここに召喚したのは」

「左様。我らこそが汝なんじらを彼方かなたの次元から呼び寄せた、秘術の使い手なり」

　……どうやらマジらしい。

　重度の中二病患者みたいに喋しやべる幼女は、不思議と噓うそをついているように見えない。

　おかげで俺の中で芽生えていた異世界ハーレムの妄想が、より現実味を帯びた期待へとふくらんでいく。

「さて本題に入るとしよう。汝らをこの世界に召喚した目的は、争いによって失われてしまった我らの力を取り戻すためじゃ」

　自分のことを【我ら】と呼ぶゴスロリ幼女はそう言って、ひょいと上を指さす。

　薄紫色の空を背景に。

　神々しい姿をした何かがいる。




　──燃えたぎる炎をまとった巨人。

　──漆黒のマントをたなびかせる悪魔の公爵。

　──まばゆく光る甲かつ冑ちゆうをまとった銀の騎士。

　──極彩色の羽を広げた巨大な蛾が。

　──ひたすらうねりつづける闇の渦。

　──稲光を走らせながら躍る一角の白馬。




　他にも、他にも……。

　異形と呼ぶべき存在が、俺たちを歓迎するようにくるくると空を舞っている。

「歓喜するがよい。類い稀まれなる資質を持つ汝らは、我らに選ばれたのだ。十二界を総すべる超常者──魔皇アスラが求める、秘宝を生みだす姫君として」

　空を仰ぎながら、その場にいる女の子たちの誰もが息を吞のんでいる。

　一方の俺は、期待どおりの展開にガッツポーズを決めた。

　間違いない。ガチの異世界召喚ハーレムだ。

　十二人の美少女は、空を舞う召喚獣みたいなやつらと契約して悪い魔物と戦う。

　俺だけ蚊帳の外にされてるけど、これから最強系の能力を授かって無双するのだ。

　興奮した俺は幼女の頭をポンポンと叩たたく。

「要するに俺がこの世界を救うんだろ。おら、さっさと最強の力をよこせや」

　しかし幼女は俺の手を乱暴に払うと、ゾッとするような目で睨にらんでくる。

「ずっと気になっておったが、どうしてこの場にお前のような男がおるのじゃ？」

　……は？

　意味がわからず、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　直後、凄すさまじい地響きとともに空を舞っていた異形者たちが降りてくる。

『どうやら召喚の儀に手違いがあったようだな』

『アグニよ、この少年は排除するべきだろう』

『我らに必要なのは、秘宝を生みだす少女のみ』

　彼らのいる方向から不穏な声が響いてくる。

　なんとなく、場の空気がきな臭くなってきたような。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。話がおかしな方向に進んでないか？」

「確かにその通りじゃな。お前のような異分子が召喚されるとは」

　狼ろう狽ばいする俺に、アグニと呼ばれたゴスロリ幼女は冷徹な言葉を返す。

　周囲の女の子たちは、恐怖に凍りついた顔でこちらをじっと見つめている。

『礼節をわきまえぬ者に、慈悲などかける必要はないか』

　可愛かわいらしい幼女の口から、おどろおどろしい声が響く。

　華きや奢しやな身体からだはみるみるうちに巨大化し、燃え盛る炎をまとった魔神へと変身する。

　いや……この姿こそ彼女の正体なのだ。

　異形なる超常者──魔皇アスラとしての。

　変わり果てたアグニが黒光りする岩のごとき腕を伸ばし、ボクシング少女のフロントチョークとは比べようもない容赦のなさで、俺の首をギリギリと締めあげる。

　女の子たちの恐怖に染まった叫び声が聞こえてきて、自分がどれだけヤバい状況にあるのか否いや応おうもなく理解してしまう。

『不要物として処分されることになったわけじゃが、最後に言いたいことは？』

「ちょっ……俺の異世界ドスケベハーレムは……」

『バカを言え。お前のような低俗な輩やからに、そんなものが与えられるはずはなかろう』

　魔皇と呼ぶにふさわしい鬼面を歪ゆがませ、アグニが嗤わらう。




　そして俺の喉元から。

　硬いものが砕ける音が響いた。










　俺は薄暗い部屋で目を覚ました。

　身体からだがやけに重くて、関節のあちこちが軋きしむような音を立てる。

　幼女のバケモノにぶっ殺された気がしたけど、今もこうして生きている。

　硬い床に横たわった姿勢のまま、深々とため息をつく。

　……やっぱり夢だったんじゃねえか。

　どうりでベタな展開だと思った。

　ただちょっと不安なのは、またしても今いる場所がどこかわからないってことだ。

　蛍光色の液体が入った小瓶。今にもバラバラになりそうな古びた本。

　鈍い光を放つメスのような刃物。真しん鍮ちゆうのパイプで繫つながれた用途不明の器具。

　悪い魔女の部屋か、マッドサイエンティストの研究室みたいだ。

「ほんとになんなんだよ、もう……」

　俺はふてくされて、鋭いかぎづめで頭をポリポリとかく。

　鎧よろ戸いどの隙間から差しこむわずかな光を浴びて、ほこりがチラチラと舞っている。

　部屋はあまり掃除されていないのか息苦しく、様々な匂いが混じった悪臭に満ちていた。

　……ひとまず窓を開けて換気して、ついでに外の様子をうかがってみよう。

　俺は気合いを入れるように尻尾でベッドを叩たたいてから、ゆっくりと起きあがる。

　天井が低いので、うっかり額に生えた角をぶつけそうになった。

　危ない危ない。

　中腰の姿勢をとりながら、窓のほうに歩きだす。

「……ちょっと待てや。角と尻尾ってなんだ」

　思わず自分にツッコミを入れてしまった。

　視線を下に向けると、両腕に鋭いかぎづめと赤褐色の鱗うろこが生えている。

　慌てて乱雑に置かれた品々の中から金属製のトレイをつかみとると、光沢のある銀の表面にゲームに登場するようなドラゴンの姿が映しだされた。

　翼を生やしたワイバーン系ではなく、特撮映画の怪獣みたいな竜人タイプだ。

　蛮族みたいに腰布を巻いた半裸の状態で、全長はざっと二メートル半くらい。

　たぶん肉弾戦が強くてブレスとか吐く。

　ていうか驚いたときにちょっとだけ口から火が出た。

「まるでドラゴンになったみたいじゃないか」

　バカげた考えを笑い飛ばすと、トレイの中のドラゴンもいっしょに笑う。

　ハハハ。ハハハ。

　ハハ……いや、笑えねえって。

　天井が低く感じられたのは、身体からだが巨大化しているからだ。

　どうやら不条理は周囲の空間だけでなく、俺自身にまで及んでしまったらしい。

　頼む！

　誰かこの状況について説明してくれっ！

「ようやく目を覚ましたようね。ドラゴンさん」

　タイミングよく響いた声にぎょっとして振りかえる。

　いつの間にか、背の低い女の子が後ろに立っていた。

　ふわっとした黒いチュニックをまとい、年季の入った分厚い本を抱えている。

　さらさらとした金髪と淡い藍色の瞳は、くすんだ部屋の中で沼地に咲く花のようにきわだって見え、ピンと尖とがった長い耳は、彼女がファンタジーな存在だと主張している。

　その姿はどう見てもエルフの魔女っ娘こだ。

「わたしはミーナ。あなたに危害を加えるつもりはないから身構えないで。……それとも美の女神がいきなり現れたから、ついつい見み惚ほれてしまったのかしら」

　ミーナと名乗る少女はそう言うと、上目づかいで見つめてくる。

　中腰の姿勢が地味にきつかったので、俺は無言のままベッドに腰を下ろした。

「返事くらいしなさいよっ！　わたしがバカみたいじゃないの！」

「ああ、ごめん。どう反応したらいいかわからんかった」

　……こいつ、自分で言っておいて照れていやがる。

　とはいえ相手がバカ丸だしだったおかげで、さほど緊張せずに話すことができた。

「何がどうなってるのかわからなくて、とにかく困ってるところなんだ」

「ここはどこ？　わたしはだあれ？　ってわけね」

「記憶喪失じゃないから『だあれ？』を『どうなってんの？』に言いかえれば、より正解に近いかな。……ちなみに俺の名前はカイだよ」

　投げやりな調子で身体をくるりと回して、赤褐色の鱗うろこと尻尾を見せてやる。

　ミーナは俺の姿をじっくり眺めたあと、抱えていた古書をテーブルにぽんと投げる。

　そして乱雑に置かれていた小瓶を押しのけて、卓上の空いたスペースに腰を下ろした。

「あなたが混乱しないように、順序だてて説明してあげる」

　彼女はそう言って指を振るう。

　すると周囲にぽわっと、様々な色の光を放つ無数の球体が浮きあがった。

「うわっ！　なんだこれ！」

「驚くようなことは何もしてないけど？」

「んなわけねえだろ。いきなり光の玉が出てきたんだぞ」

「……あ、そっか。あなたがいた〈秩序に満ちた世界地球〉に魔術は存在しないんだっけ。そんなところでどうやったらモンスターに食い殺されないで暮らせるのかしら」

　そりゃモンスターも存在しねえからだよ。

　エルフだからといって、魔術が使えるのをさも当然のように語られては困る。

　しかしミーナは戸惑う俺をスルーして、

「色の違う玉が全部で十二個あるでしょ？　それぞれが一つの異なる世界だと思ってね。わたしたちは十二界って呼んでるけど──」

　彼女は宙に浮かぶカラフルな玉をたぐりよせると、はしっこが重なるようにひとまとめにする。そして十二個の玉が重なったポイントをとんとんとつつく。

「ここがわたしたちのいるところ」

　しかしミーナが何を言わんとしているのか、俺はいまいち理解できなかった。

　彼女もそれを察したようで、急に立ち上がると部屋の隅にある窓の鎧よろ戸いどを背伸びして開ける。

　外の様子を確認しろということだろう。俺は窓をのぞきこむ。

「へえ……。ここって塔の中だったんだな」

　しかもずいぶん高いところにあるらしく、窓から外の景色を一望できた。

　まず視界に飛びこんできたのは──鮮やかな緑の草原と、背後にそびえる荘厳な山々だ。

　北欧の大地と表現すると近いかもしれない。

　しかし空は青ではなく奇妙な薄紫色で、背後の山々は象牙のような乳白色だ。

　視線をさらに遠くへ向けると、色味のおかしい北欧っぽい景色がいきなり途絶え、その先に南国のリゾート地のような、華やかな町並みが広がっている。

　まるで別々の場所を強引につなぎあわせたかのように。

　大地は一つの境界線を区切りにして、まったく雰囲気の異なる景色に切り替わっている。

「十二界が重なりあう〈交差空間〉に存在し、あらゆる奇跡を実現するパワースポット。それがわたしたちのいるところ──竜骸都市マハーカーラよ」

　ミーナが下からにゅっと顔を出して、呆ぼう然ぜんとする俺に語りかける。

「この世界の大地は竜の死骸の上に築かれているの。今いるところは尻尾の部分ね」

「ちょっ……ちょっと待ってくれ。竜の死骸ってどういうこと？」

「ほら、山みたいなのが遠くに見えるでしょ。あの辺りは骨が露出してるところだから」

　牧草地の背後に連なる、乳白色の山々に目を向ける。

　確かに骨のようにも見えるが、まさかアレが竜の一部だと言うのだろうか……？

　だとすれば、やはりここは異世界なのだ。

　しかも十二の世界が交じりあう空間に存在する竜の骸に築かれた──とんでもなくカオスなところ。

　あまりの不条理さに、俺の口から自然と乾いた笑いが漏れてしまう。

「都市といっても小さな国くらいの規模があるんだけど、うまくイメージできないかもね。わたしだって竜の上に住んでる自覚なんてないし」

　ミーナは『地球が丸いなんて信じられないよね』と語る女子高生のように、さもおかしそうに語る。

　……そうだ。竜の身体からだといえば、変わり果てた俺の姿もドラゴンのようだ。

　もしかするとそれは、今いるこの世界と関係があるのだろうか。

「俺の身体からだの変化についても教えてくれないかな。その感じだと知ってるんだろ？」

「ショックを受けると思うし、あんまり言いたくないんだけどなあ」

　ミーナはいかにも気が重そうにそう言うと、ふよふよと浮いたまま放置されていた光の玉のところに向かう。

　それぞれが竜骸都市マハーカーラと重なりあう十二の世界を表しているというが──彼女が触れると、カラフルな玉はまったく別のシルエットに変化する。

　炎の巨人。悪魔の公爵。銀の騎士。

　巨大な蛾が。闇の渦。一角の白馬。

　うまく形容できない姿も多いが、炎をまとう魔神のシルエットはとくに見覚えがある。

「魔皇アスラ……」

「そうね。十二界のそれぞれを総すべる超常者。強大な力を持つ不滅の存在」

　うめくように呟つぶやいた俺を見つめながら、ミーナは淡々と説明を続ける。

　じわじわと、不穏な空気が広がっていくようだった。

「彼らは竜骸都市の所有権をめぐってずっと争っていたわ。数百年とも数千年とも言われるけど、当人たちですら覚えてないらしいから、正確な数字は誰も知らないかな」

　彼女の言葉に反応して、十二の魔皇を模したミニチュアが空中で戦闘をはじめる。

　ところがしばらくすると、ミニチュアの姿はどんどん小さくなっていく。

「だけど争いの結果、魔皇たちの力は衰えてしまったの。事態を重く見た彼らが休戦協定を結んだことで、竜骸都市にようやく平穏が訪れたわけね」

　ミーナが両手を広げると、ミニチュアが収束して別のかたちに変わっていく。

　次に現れたのは、複雑に捻ねじ曲まがった細長い棒だ。

「魔皇たちが求めているのは〈竜の錫杖ウロボロス〉と呼ばれる秘宝よ。もし作りだすことができれば、彼らは失われた力を蘇よみがえらせることができる」

「……秘宝って呼ばれているからには、ものすごく貴重だったりするのか？」

「貴重なんてレベルじゃなくて、いわば伝説級の代物よね。作りだすには特別な資質が必要なんだけど、十二界にはその力を持つものが存在しないんだから」

　ミーナの説明と召喚されたときの記憶が、俺の中でピッタリと重なりあう。

　彼らは確かこう言っていた。

　秘宝を生みだす少女を──求めていると。

「だから特別な資質を持つ女の子を、地球から呼び寄せたのか」

「まあそんな感じかな。彼女たちは錫姫シヤクテイと呼ばれて、今はそれぞれの魔皇のところで丁重に扱われているわ」

　ミーナはそこで俺から視線をそらす。異世界に召喚されて囚とらわれの身になったとはいえ、十二人の少女は直接的な危害を加えられることはないという。

　──だけど、俺は。

　まったくの手違いで召喚された、魔皇アスラが求める力を持たなかった俺は。

　無意識のうちに忘れようとした悪夢の記憶が、より鮮明に蘇よみがえっていく。

「俺はやっぱり、あのとき殺されたんだな……」

　不思議なもので認めてしまうと、意外とすんなり諦めがついた。

　心配そうに様子をうかがうミーナに、俺は苦笑いを浮かべてみせる。

「今もこうして生きていることと、この角や尻尾は関係があるんだろ？」

「わたしはドラゴンを復活させる方法を研究していたの。あなたは実験の副産物ね」

　ミーナの返答によって、俺の想像は確信に変わる。

　額に生えた角。鋭いかぎづめ。

　爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろこや尻尾。

　目が覚めたとき、変わり果てていた己の姿。

　俺は生きかえったのだ。

　ただし人間ではなく──ドラゴンとして。

「命の恩人にお礼を言うべきなのかな」

「気にしなくていいってば。かわいそうだし助けてあげたいなとは思ったけどさ」

　ミーナはそう言ったあと、俺を復活させた方法について説明してくれた。

「あなたは手違いで召喚されたけど、少女たちとは異なる稀け有うな資質を持っていたのよ。秘宝を生みだすことはできないにしても、ドラゴンを復活させる実験には有用な存在だったわけね。だから竜骸の一部をあなたに移植して──」

　ミーナがこちらを指さしたので、俺は笑う。

　諦めや絶望を通りこして逆に愉快だった。

　ただ、一つだけ言えることがある。

「死んだままでいるよりはマシだな」

「ドラゴンの姿も悪くないと思うよ。だって今のあなた、けっこうかっこいいもん」

　あまり他ひ人とのことは言えないが、ミーナもわりと軽いノリで返してくる。

　バカみたいに単純だけど、可愛かわいい女の子にかっこいいと言ってもらえるのなら、ドラゴンになってよかったかもしれない。

　だって俺は、異世界ハーレムに憧れていたような男なのだ。

「ひとまず喉が渇いたから休憩しましょ。下に降りるからついてきてくれる？」

「わかった。あと俺のことはカイでいいよ」

「じゃあわたしのことも名前で呼んで。ミーナってね」

　彼女はそう言いながら、出口のほうに向かう。

　小さくて可愛らしいエルフの背中を、角と尻尾を生やしたドラゴンが追っていく。







　高い塔の中だけあって、らせん階段は長かった。












　ギリギリ通れるほどの幅こそあったものの、やはり人間用に作られた階段なので足場は狭く感じられる。しかし早くも俺は今の身体からだに順応したのか、階段を下りるときに角や尻尾をぶつけることはなかった。

　自分でも不思議なほど違和感がない。

　まるで昔からドラゴンとして生きてきたような感覚だ。

　慣れた足取りで先に降りているミーナのつむじに、その辺りの疑問を投げかける。

「ドラゴンになって心が変化したのかも」

　……さらっと怖いことを言われてしまった。

　つまり俺の精神構造は、人間のものではなくなってしまったということか？

　ちょっと寒さむ気けがしたので、深く考えないようにしよう。

　らせん階段を降りきった先は広々としたリビングだった。大勢の人間を招くことを想定しているのか教室ほどの面積があるものの、今は人ひと気けがなくがらんとしている。

　椅子に腰を下ろすとギシギシ音がしたので、なるべく体重をかけないようにする。ドラゴンに生まれ変わったことで、身体がかなり重くなっているようだ。

　奥にキッチンがあるのか、やがてミーナが緑色のスープを持ってきてくれる。

　異世界の野菜料理なのだろう。

　彼女は親切で可愛かわいいし、見ていると幸せになれそうだ。

「この塔はお爺じいちゃんが建てた研究施設なの。今はわたしだけで暮らしているけどね」

「ふうん。こんなに広いと掃除をするのも大変そうだな」

　家族構成についてはあえて聞かなかった。

　ミーナの笑顔は孤独の匂いがする。

　……俺がいっしょに暮らして支えてやらなければ。

　だいぶ先走ったことを考えながら、彼女が用意してくれたスープをすする。

　クソまずくて吐きそうになった。

「もしかして口に合わなかった？　だったらごめんね」

「……んん？　知らない味で驚いただけだよ」

　実際はそんなレベルじゃなかったけど、平静をよそおってスープを飲み干す。

　マジかよ。メシマズ嫁かよ。

　だったら料理は俺が作ったほうがいいかもな。

　早くも結婚する前提でプランを立てていると、ミーナが少し言いにくそうに、

「でね、今後のことについてなんだけど」

　うん。こどもは何人くらい欲しいんだい？

　エルフとドラゴンで作れるのか知らんけど、たぶんなんとかなるよ。

「カイを売って借金を返そうと思うの」

「なるほど」

　想定外すぎて素直にうなずいてしまった。

　いや、なるほどじゃなくて。

「……借金？　どういうこと？」

「ドラゴンって高く売れるの」

　そういうことを聞いてるんじゃねえから。

　ミーナはウインクしながら、ごめんねと手を合わせる。

「ちゃんと説明してください」

　思わず敬語で言った。うやむやにされちゃ困る。

　ミーナもつられたのか敬語になって、事情を説明してくれる。

「祖父がこの塔を建てたときに借金をしたのです。たぶんあと二百歳くらい生きるつもりでいたみたいなんですけど、残念ながら二年前にお亡くなりになりまして」

「はあ。それはご愁傷さまで」

「元々はドラゴンの研究は祖父がしていたもので、わたしはあとを引き継いだだけでして。借金のほうも、孫のわたしのところにがっつり引き継がれたわけですけど」

「はあ。それは災難でしたね」

「借金はわたしが払える額ではありませんでした。ところがさる高貴なお方がドラゴンを復活させる実験の成功と引き換えに、莫ばく大だいな報酬を約束してくださったのです」

「なるほど」

　だからなるほどじゃなくて。

　ミーナは開き直ったのか、さらに強烈な爆弾を投げてくる。

「さる高貴なお方は魔皇アスラの誰かみたい。仲介を挟んでいるから特定できないけど」

「……頭をマルカジリしてもいいかな？」

　ドラゴンらしい脅し文句が自然と口から出てしまう。

　さすがにぎょっとしたのか、ミーナは慌てて弁解をはじめる。

「わたしだって悪いと思ってるわよ！　だけど借金が返せなかったら、わたしが売られちゃうかもしれないじゃない！　可愛かわいい女の子がそんなひどいめにあっていいと思う？」

「んなこと言われてもなあ」

　俺は冷静になって、声を荒げるミーナを眺める。

　自分で可愛いアピールするあたりが残念だけど、端正な顔と小柄な背丈はまさに妖精のように可か憐れんで、ふわっとしたチュニックに包まれた胸元は驚くほど豊満だ。

「ミーナなら高く売れると思うよ」

「そういう話してるんじゃないってば！　奈落の海に落とすわよっ！」

　冗談を言ったらマジギレされた。

　彼女が必死なのはわかる。しかしだからといって俺だって売られたくはない。

「ほんとにごめんね。でも雑草スープで飢えをしのぐ生活から抜けだしたくて……」

「おいちょっと待て。俺がさっき飲んだのって雑草なのか？」

「あれクソまずいでしょ。笑っちゃうよね」

　いや笑えねえから。

　つか料理が苦手なんじゃなくてわかってて飲ませたのか。

　ならばせめて味の保証はしないと伝えておいてほしかった。

　俺がにらみつけると、ミーナはまたもや手を合わせてごめんねをする。

「とにかく……俺は売られるなんて絶対にごめんだ。今すぐここを出てって地球に帰る方法を探しにいくよ。雑草のスープ飲まされる異世界なんぞくそくらえだっ！」

　俺が吐き捨てるように告げると、ミーナはお手上げといったようにため息をつく。

　やけに潔く説得をあきらめたので、逆に不穏なものを感じてしまう。

「悪いけどカイに選択権はないの。わたしの命令に逆らえないんだから」

「素直に従うと思ってるのか？　俺をドラゴンにしたのはお前なんだぞ」

　雑草スープが入っていた陶器のカップに手のひらを置くと、ビスケットみたいにたやすく砕けた。やはり人間だったころよりも腕力が格段に向上している。

「……力ずくでどうにかするつもり？　わたしだって対策くらいしてるんだけど」

　ミーナは冷静に言うと、どういうつもりなのか俺の首を指さす。

　はっとして、喉元に手を当てる。

　角や尻尾に気を取られて気づかなかったけど、首に妙な輪っかが嵌はめられている。

「それは〈隷属の首輪〉と呼ばれる希少なマジックアイテムでね、他者を隷属させる力が込められているの。つまり今のカイはわたしの言いなりってわけ」

「──な、なんだって？」

「観念しなさい。カイの犠牲は無駄にしないから」

「お前の言いなりになんて……くやしい……っ！　でも……っ！」

　ミーナの身体からだに手を伸ばそうとすると、針で刺されたような痛みを覚える。

　反抗すると苦痛が与えられて、結局は服従してしまう仕組みなのだろう。

　俺はさらなる激痛に襲われるのを覚悟で、必死に抵抗を試みる。

　すると──。

「あ、わりと我慢できるな、これ」

「……え？」

　ミーナがきょとんとする。

　俺は彼女の細い肩を、両手でがっしりとつかむ。

「ドラゴンの力を甘く見ていたらしいな？」

「……お、落ちついて話しあいましょ！」

　調子こいていたミーナを軽くこらしめてやろうと、俺は牙をむきだして笑う。

　彼女はピンと尖とがっていた耳を情けなく垂らして、小動物みたいに震えだした。

「お願いだから食べないでえっ！　わたしそんなに美お味いしくないからっ！」

「めっちゃ美味しそうに見えるけどな」

「ひいっ！」

　涙目になった彼女の姿はやたらとエロくて、俺は生唾を吞のみこんでしまう。

　ドラゴンになった影響だろうか。理性のタガが外れやすくなっているらしい。

　しかし──いくらなんでも無理やりはマズイ気がする。

　さて、どうしたものか。

　完全に捕食者の視点になって考えていると、ふいに背後から声が響く。

「──いったいどういう状況なのだ？」

　驚いた俺は素早く後ろに回って、腕で抱えこむようにしてミーナの自由を奪う。

　彼女はジタバタと抵抗しながら、いきなり現れた男に救いを求める。

「た、たすけて！　ドラゴンの変質者に襲われてるの！」

「ひでえ言い草だな！　あながち間違ってないかもしれないが！」

　俺たちのやりとりを、謎の男は無言で眺めている。

　背は高いが瘦せぎすで、青白い顔はいかにも不健康そうだ。身体にしだれかかるような黒いマントをまとい、床に広がった裾口は自身の影と同化しているかのように見える。

　耳は尖っていないから、少なくともミーナの血縁者ではないはずだ。

「ドラゴンの引き渡しに手間取らぬよう、我が主あるじから授かった〈隷属の首輪〉を渡しておいたであろうに」

「首輪が通用しなかったんですっ！　わたしが悪いわけじゃないですから！」

　どうやら目の前の男は、ドラゴン復活の研究をミーナに依頼した魔皇アスラの使いらしい。

　この男の立場からすれば、俺は檻おりから出てしまったパンダみたいなものだろう。

「……わざわざ来たのに残念だったな。俺は借金のカタに売られるつもりはないぞ」

「隷属の力を打ち破ったというのは事実らしいな。よもやとは思ったが、ドラゴンにそれほどの力があるとは」

　何がおかしいのか、使いの男はクククと含み笑いをこぼす。

　……なんとなく嫌な感じがする。

　使いの男は身構える俺を興味深そうに見つめると、指揮者のように手をかざした。

　直後。

　視界が真っ赤に染まる。

「──きゃああっ！」

　ミーナの悲鳴が響く。

　一瞬、理解が追いつかなかった。

　炎だ。

　炎を放ったのだ。

　使いの男が、魔術で。

「ミーナ……？」

　最悪の結果を恐れながら呟つぶやく。

　しかし彼女は鱗うろこの生えた俺の腕に抱えられて、華きや奢しやな肩を震わせていた。

　考えるよりも先に身体からだが動いていたらしい。俺はほっと胸をなでおろす。

　ミーナをかばって炎を浴びた両腕は、何事もなかったかのように脈動している。

「どのみち口封じする予定だったのだ。小娘を殺してからドラゴンを回収するとしよう」

　使いの男は悪びれもせず言った。

　……炎の魔術を放つ際に迷いがなかったことからして、日頃から多くの人間を殺している外道な輩やからに違いない。すがるように抱きついてくるミーナをひとまず背後に避難させると、俺の中でふつふつと怒りが湧いてくる。

　目の前で女の子が殺されそうになったのだ。

　これほど気分の悪いことはないだろう。

「お前……少し目障りだな」

　俺の言葉に不穏な気配を察したのか──使いの男が素早く動いた。

　またしても魔術を使うつもりらしい。前進しようと強く踏みこむ。

　足のかぎづめが床に突き刺さり、陸上競技のスパイクめいた強いグリップ力を発揮する。そのまま両脚のバネを限界まで引き絞ると、空中を駆けるように跳ねる。

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる使いの男めがけて、俺は大きく腕を振りかぶった。

　筋肉がねじれ、力が充じゆう塡てんされていく。

　衝撃の解放とともに轟ごう音おんが響き、石造りの床が粉砕される。

　しかし──手ごたえはない。

　力の使い方に慣れていないからか、動く的をとらえきれなかったのだ。

「逃げんなよ。俺を回収するんじゃなかったのか？」

「……無論、そのつもりだ」

　吐き捨てられた言葉とともに、使いの男から余裕が消えうせる。

　背中にまとう黒いマントがクラゲのようにうねりだすと、男の姿が徐々に変容していく。

　今や俺と対たい峙じしているのは──コウモリ人間めいた妖魔だった。

「それが正体ってわけか。さっきの姿より健康そうに見えるぜ」

「このような些さ事じに本気を出さねばならぬか……まったく面倒なことだッ！」

　影から浮きでたような黒い妖魔は宙をおどり、再び魔術を放ってくる。

　孤を描いて放たれた炎は青く輝き、さきほど浴びたものよりはるかに威力が高そうだ。

　……だけどまあ、大丈夫だろう。

　どう対処すればいいかは、身体ドラゴンのほうが知っている。

　俺は腰を大きくひねり、尻尾の一撃で青い炎の渦を薙なぎはらう。

　ところがそのまま歩を進めると、周囲に半透明の障壁が立ちはだかった。

「バカめ！　こうもたやすく罠わなにかかるとは！」

「う、噓うそでしょ！　あんな強固な結界を作りだすなんて……」

　妖魔は最初から、バリアーのような魔術で封じこめる算段だったらしい。

　物陰から様子をうかがっているミーナの反応からすると、今の俺はかなり絶望的な状況にあるのかもしれない。

　しかし恐怖はあまり感じなかった。

　何な故ぜなら俺は内に溢あふれる力を──まだ微み塵じんも発揮していないのだから。

「火焰獣サラマンドすら無力化する結界だ。無駄な抵抗はやめて観念するがよい」

「へえ。その火焰獣とやらは俺よりすごいのか？」

「ふん、全長だけでも貴様の倍は──」

　途中まで言いかけた妖魔は、全ての力を解放した俺を見て絶句する。

　内にこもった熱が発散されるとともに、全身がさらに巨大化していく。

　俺はゆっくりと四肢を広げ、卵の殻を割るように半透明の障壁を破壊する。

「今の俺はどんなふうに見えるかな。前よりドラゴンらしくなったと思うんだけど」

「ヒ……ヒイッ！」

　部屋いっぱいに広がった俺にウインクされて、妖魔は小鳥のような悲鳴をあげる。

　さっきまで自信満々でいたくせに、ずいぶんと情けない声を出すじゃないか。

　大樹のごとく太くなった腕を伸ばし、玩具おもちやで遊ぶように妖魔をつまみあげる。

　こいつに殺されかけたミーナと、魔皇アスラに殺されたかつての自分が重なって。

　俺の中に残されていた穏やかさが、優しさが──人としての心が燃えていく。

「なあ、平和な日本に返してくれ。でなけりゃもっと優しい世界に召喚してくれよ」

「き、貴様は何を言っているのだ……？」

　期待していた返答ではなかったので、目障りなものは焼いてしまおう。

　俺は窮屈な部屋の中でみじろぎし、大きく息を吸いこむ。

　そして内に溜ためこんでいた怒りを全て吐きだした。

　魔術で放たれたものとは比べようもないほど勢いよく劫ごう火かが燃えあがり──視界に映っていた全てのものを一瞬にして真紅に染めていく。




　炎が過ぎさったあと。

　妖魔の身体からだは焼きつくされ、もはや影もかたちもなくなっていた。

　命を奪ったことに対する罪悪感や嫌悪感はなかった。

　たぶん心の中に残されていた人としての感情も、妖魔といっしょに焼きつくしてしまったのだろう。

　だから俺はドラゴンなのだ。

　とても愉快だった。










　妖魔を倒して落ちついたあと、俺は賢者モードに陥っていた。

　徹夜でマラソンしたみたいな猛烈な疲れとともに、巨大化していた身体が収縮していく。

　体力の消耗が半端ないし、ドラゴンの力は無む暗やみに解放しないほうがよさそうだ。

　物陰に避難していたミーナは、さきほどの俺の姿を見てマジでビビったらしい。

「なんでもするから食べないでください……」

「何もしねえからさっさと出てこい」

　以前のサイズに戻った俺は、両手を広げて敵意がないことを示した。すると彼女も警戒心を解いたようで、おっかなびっくり顔を出し、野良猫みたいに近よってくる。

「ちょいとマズイことになりそうだな」

「お金くれる人を焼いちゃったし、どうやって借金を返せばいいのやら……」

「そうじゃねえ。借金の心配はあとにしろよ」

　俺は口元に指を当て、周囲の物音に耳をすますようにうながす。

　ところがミーナは小首をかしげて「はあ？」という表情を向けてくる。

　彼女の耳は大きくて長いが、見ためのわりに聴力は高くないのだろうか。

　もしくはドラゴンになった俺の聴力が尋常でなく研ぎ澄まされているか、だ。

「外にさっきの男の仲間がいる。物音の感じからすると五、六……いや、もっと多いか」

「じゃあ早くぶちのめしちゃってよ」

　迷わず物騒なことを言うミーナ。

　やっぱりいい性格してるな、こいつ。

「自分の身は守るけどさ。お前はどうすんの？」

「カイが守ってくれるんでしょ　さっきも助けてくれたわけだし」

　さも当然みたいに言うミーナと、しばし無言で見つめあう。

　外から誰かが近づいてくる物音が聞こえてきて、彼女の肩がびくっと震えた。

「助けてくださいお願いします死にたくないです」

　こいつ……。エルフのくせに土下座を決めてきやがった……。

　しかも迷いがないというか、プライドみたいなものがまったく感じられない。

　俺は深いため息をつきながら、彼女のお願いを了承する。

「乱戦になったら守りきれる自信がない。だから先に奇襲をかけて逃げるぞ」

「でもまた戻ってくるのよね？」

「たぶん無理じゃねえかな。取引してた相手は魔皇アスラの誰かだろ？　この塔に住んでいるかぎり、お前を口封じするために刺客が送られてくると思ったほうがいい」

「ああ……どうしてわたしってばこんなに不幸なんだろ……」

　ミーナは小さい身体からだをさらに小さくして、しゅんとうなだれる。

　まあ自分の家を捨てて逃げるわけだから、落ちこむのも無理はないか。

「ついでに借金も踏み倒しちゃえばいっか。そうと決まったらさっさと逃げましょ」

　と思ったら意外とメンタル強いな……。

　ひとまずミーナに道案内を任せて、進行方向の敵を俺がぶっ倒していくとしよう。

　逃げるならスピードが重要になるが、ちまっこいエルフちゃんはいかにも足が遅そうだ。

　もういいやめんどくせえ。

　俺はミーナをひょいと抱きかかえる。

「ちょっ……いきなり何っ！」

「お前を抱えて逃げたほうが手っ取り早いだろ。これで敵が襲ってきたら──」

　言ってるそばから使いの男の仲間が塔に入ってきやがった。

　全員がすでに妖魔化していたので、俺は問答無用で尻尾の一撃をお見舞いする。

　面白いほど勢いよく外にはじけ飛んでいく黒いシルエットの群れ。

　よし、なんとかなりそうだ。この調子でどんどんなぎ倒していこう。

　第二陣が来る前に外に出ようとすると、入口で妖魔の群れとこんにちは。俺は片腕だけでミーナを支えつつ、空いたほうの腕を弓を射るように引き絞る。

　筋肉が爆発するのかと思うほど、ギチギチと音を立てて力が充じゆう塡てんされる。

　だけど爆発するのは俺じゃない。

　拳を振りおろすと、妖魔たちがあさっての方向に吹き飛ばされていく。

　抱きかかえたミーナに目を向けると、ガチガチに緊張して無表情になっていた。

「頭はなるべく下げてろよ。ブレス吐いたときに焦げるぞ」

「ああ、もうっ！　優しく運んでよね！」

　優しくしろと言われたのでお尻をさわさわ撫なでると、ミーナが腕に嚙かみついてくる。

　それほど痛くなかったし、小動物が暴れているみたいで微笑ほほえましく感じてしまう。

　残念な性格だけど可愛かわいい生きものだ。大切に保護しなくては。

　立ちはだかる妖魔の頭を飛び蹴りで砕きながら、俺はそんなことを考える。







　ミーナはこの世界を竜骸都市マハーカーラと呼んでいた。

　十二の世界が交わる空間に存在する、竜の死骸に築かれた都市。

　そんな説明をされてもうまく想像できないが──塔があった〈尾骨の渓領ビフレスト〉は尻尾の部分に相当し、中心部から離れた辺境のような地区だという。

　しかし俺はミーナを抱えて妖魔をぶっ倒し、追撃を振りきるべく全力で走っていたので、〈尾骨の渓領〉がどんなところだったのか、いまいちよく覚えていない。

　記憶に残っているのは鬱うつ蒼そうと茂った草木をかきわけて進んだことと、抱きかかえたミーナの身体からだが柔らかかったことくらいだろうか。

　そんなわけで気がついたときには、俺たちは歩いて三日かかるという距離を一日足らずで走破して、地中海のリゾート地めいた地区にたどりついていた。

　眼前に広がるのは薄紫色の空と、砂糖菓子で作られたかのような白壁の街。

　白一色の家々はパステルカラーのパーティーハットをかぶっていて、色とりどりの屋根が密集している様は、一つの優れたモザイクアートとして見ることができる。

　しかし華やかな街並みに、俺の心が奪われることはなかった。

　妖魔の追撃を振りきったもののひどく疲れていて、風景を眺める気分ではなかったのだ。

　さてどうしよう。そんな空気になったとき、ミーナが盛大に腹の音を鳴らす。

　なかなかベタを外さない女の子である。

　俺たちはひとまず食事をとることに決めた。

「──ここは〈竜の具足テイルナノグ〉と呼ばれているわ。竜骸都市の左脚に相当する地区で、今いるのはふとももの付け根くらいの位置かしら」

　手近の酒場に腰を落ちつかせたところで、ミーナがチキンソテーのような料理をナイフで切りわけながら、現在地について説明してくれる。

　尻尾から右脚のふとももに至る距離から逆算した感じ、竜骸都市は日本列島と同じかそれ以上の面積があるはずだ。そう考えると、とんでもなく巨大な都市である。

「〈竜の具足〉は十二界からの来訪者が集う港のようなところよ。とにかく大勢の人が往来するから、この地区に隠れていればすぐに見つかることはないと思う」

「ドラゴンの力があれば対処できるとはいえ、そう何度も妖魔に襲われるのも面倒だ。ひとまずこの辺りに潜伏して、ほとぼりが冷めるまで待つのが得策か」

　彼女の言葉に納得したところで、俺は酒場の様子に目を向ける。

　場内は意外なほど上品かつ清潔で、全体的な雰囲気は地球にあるダイニングレストランとさほど変わりない。

　ただし客層はなかなかパンチが効いている。

　バーカウンターではミーナのようなエルフ、ひげもじゃ短足のドワーフ、合法ロリ＆ショタ感が半端ないフェアリーと、ファンタジーの定番的な種族が談笑を交わしている。

　奥の席では酔ったサハギン男がハルピュイアのお姉さんにちょっかいをかけて羽でビンタされたかと思えば、キャベツ色の植物男がろくろを回すような仕草で「マイノリティである我々が市民権を得るには～」と、ミジンコ頭の女性に意識高そうな話をしていた。

　酒場に入るときはドラゴンの姿が目立つのではないかと懸念していたものの、他のお客も個性的なので、とりたてて騒ぎたてられるような気配はない。

　どいつもこいつもリゾート風のラフな服装だし、ミジンコ頭が白いワンピースなんて着てると余計にシュール感が漂う。

　……まあ腰巻スタイルのドラゴンに言われたくはないか。

　俺は視線をミーナに戻し、さきほどの説明で気になったことをたずねてみる。

「今の話を聞いた感じだと、竜骸都市マハーカーラと外の世界は往来できるんだよな？」

「外の世界というよりは十二界にかぎっての話よ。竜骸都市と重なりあっているから、転移船っていう大型の魔術装置を使えば移動が容易に行えるの」

「てことは同じ方法を使って地球に帰ることはできないのか……」

「帆船で星を目指すようなものかしら。空間的に途方もない隔たりがあるから、転移船を使って帰るなんて不可能よ」

　ミーナのたとえはわかりやすくて助かるが、おかげで火星に放置された宇宙飛行士の気分になってくる。

　俺は気をまぎらわせようと、テーブルの料理に手をつける。彼女が注文した品の中で無難なヌードルっぽいものを選んでみると、独特の風味があって思いのほか美お味いしかった。

　しかし似たような料理を食べたからか、無性にカップ麵の味が恋しくなってくる。

　連鎖的にカレーやハンバーガーも思いだし、早くもホームシックになりそうだ。

　不満があるのは食事だけの話ではない。

　竜骸都市にマンガやアニメはなく、インターネットだって存在しない。

　代わりにフィクションさながらの世界が広がるものの──今のところ俺が味わったファンタジーはあまりにカオスで、おまけに殺伐としている。

　こんなわけのわからない世界に、自分の骨を埋めるつもりはなかった。

「俺はどうにかして地球に帰りたいんだ。そのために必要なことがあるなら教えてくれ。たとえばこの世界に召喚されたときと同じ魔術を、君が使えるのなら──」

　すべて言い終わらないうちに、彼女はごめんなさいと謝るようにかぶりを振る。

　予想はしていたものの、地球へ帰るには相当な困難がともなうようだ。

「魔皇アスラが使ったのは秘術なの。しかもとびきり高度で大がかりな」

「……秘術？　そいつは魔術とは違うのか」

「仕組みや規模が違うかな。わかりやすく基礎から説明してあげる」

　ミーナはそこで瞳をきらりと輝かせる。魔女っぽいルックスだけあって魔術に詳しいようだから、専門分野について語れるのが嬉うれしいのだろうか。

「森羅万象を歪ゆがめるすべを総じて魔術と呼ぶ。力の源となるのはここよ」

　彼女はそう言って自分の胸を指さす。

　小柄なわりにご立派な代物だ。

「おっぱいパワーだな。妖魔の野郎も使ってたから乳首のほうかも」

「ふざけるならもう教えないけど？」

　すっげえ冷たい声で言われたので、俺は慌てて頭を下げる。

　ミーナは巨乳にコンプレックスを抱えているようで、気軽に「ちょっと揉もませて」なんて言おうものなら問答無用でぶん殴られそうな雰囲気がある。

　まあ、コンプレックス関係なくぶん殴られてもおかしくない発言だけどな。

「……正解は魂の力よ。生きとし生きるものなら誰もが持つ生命エネルギーを利用して、わたしたちは魔術を行使するの。竜骸都市マハーカーラではこの力をプラナと呼んでいるわ」

　ベタな設定だから理解しやすくて助かる。

　なんて身もフタもないことを考えつつも、俺は魔術の説明にワクワクしてしまう。

「カイの世界は森羅万象が強固で、プラナがうまく作用しないみたいね。だから魔術が存在しなかったんだと思うけど、プラナそのものは身体からだの内に存在しているはずよ」

「つーことはやり方さえ覚えれば、俺も魔術が使えるようになるのか？」

　あくまで竜骸都市に限定した話になるものの、理屈としてはそうであるべきだ。

　ところがミーナは苦笑いを浮かべる。

「カイはやめたほうがいいかも。霊素が暴走しちゃって危ないから」

「霊素……？　また知らない単語が出てきたな」

　秘術の説明すらまだなのに、専門用語を増やさないでほしい。

「竜骸都市の大気中に充満している、魔術を強化する物質よ。霊素さえあれば理論上はどんな奇跡だって起こせるわ」

「ええと、つまり貴重な資源ってことだな？」

「十二界の均衡を揺るがすほどの、ね。魔皇たちが都市の利権をめぐって争うきっかけになったわけだから」

　いわば地球における石油資源、あるいはそれ以上に万能な物質ということだろうか。

　既存の文明を根幹から変えるほどの代物なら、戦争が起こるのも納得できる。

「ちなみに魔皇たちが求める〈竜の錫杖ウロボロス〉も霊素の結晶体よ。錫姫シヤクテイたちは霊素を凝縮させる資質を持つからこそ、かの秘宝を生みだすことができるわけ」

「で、俺は逆にその霊素とやらを暴走させるからドラゴンになったと」

　ミーナはうなずく。

　魔術を強化する物質を暴走させるというのは、なんともヤバそうな感じだ。

　ぶっちゃけ何の才能もないのとどっちがいいのかわからん。

　霊素について理解したところで、ミーナは魔術の説明を再開させる。

「術の規模や複雑さで必要なプラナの量は変動するんだけど、魂の力を拝借してるだけに使いすぎると危ないのよ。……なんとなくわかるでしょ？」

「身の丈に合わない魔術を使うと死ぬってか」

「少なくとも、深刻なダメージは受けるわね。だから修練を積んでプラナを増やして、高度な魔術を使えるようにするの。でもやっぱり限界はあるから【プラナが足りなくて理論上は使えない魔術】なんてものが存在しちゃうわけ」

　ゲームにたとえるならＭＰの限界が９９９で打ち止めなのに、消費ＭＰが１０００以上の魔法が存在する感じだろうか。

　だとすれば相当のクソゲーである。

「とはいえ本来なら実現できない魔術を使う方法も、ちゃんと存在するんだけど」

「わかったぞ。足りないプラナを霊素で補うんだな」

　ミーナは「ご名答」とうなずく。

　これまでの説明がようやく繫つながった。

「単純に魔術の効果を増幅するときもあるけど、霊素の主な使い道はそれね。そして霊素がなければ実現できない大規模の魔術を総じて秘術と呼ぶの」

　要するに魔術のすごい版というわけか。

　大規模というくらいだし、津波を起こしたり火山を噴火させたり雷雨を呼びよせたりするような、ガチでヤバイ秘術だって存在するのかもしれない。

　そんな疑問を抱いたところで、ミーナが唐突な質問をしてくる。

「わたしは古サリヴァン語で話してるけど、カイはどんな言語を使ってるの？」

「は……？　普通に日本語だけど」

　自分で言ってから、かなりおかしいことに気づいた。

　普通に日本語。

　異世界なのに。

　相手はエルフの魔女なのに。

「つまりはこれも秘術ってわけ。ありとあらゆる言語を自動で翻訳し、竜骸都市マハーカーラに存在するすべての種族と意思疎通を可能にする〈竜りゆう言げん語ご〉と呼ばれる術式よ」

　誰とでも言葉が通じる。

　他の不条理ばかりが目について気づかなかったが、その影響力の大きさを考えるならまさしく奇跡と呼ぶべき代物だ。

「他のわかりやすい例をあげるなら治癒系の術かな。高度な秘術を用いれば、本来なら死をもたらす致命的な怪け我がや、不治の病だって癒いやすことができちゃうんだから」

「地球人を呼びだす秘術もかなりヤバイって話だったよな？」

「彼方かなたにある時空を強引につなげるんだもん、そりゃヤバイでしょ」

　召喚された当人としては【気がついたら変なところにいた】くらいの認識なのでピンとこないものの、宇宙の果てまで──あるいはそれ以上の空間的隔絶を──一瞬でワープしたと考えると、とんでもなく大がかりな術というのは理解できる。

「カイが元の世界に帰る方法はいたってシンプルよ。魔皇アスラが行使した〈召喚の儀〉を再現するだけでいいんだから。……ただし実現性を考えるとどうかしら。とりあえず高度な秘術を扱える凄すご腕うでの魔術師が十二人ほど必要になるのかな」

　ミーナはそう言ったあとで「サポートにもう一人いたほうがいいかも」と注釈を入れる。

　つまりこのエルフちゃんを勘定に入れたとしても──俺は右も左もわからないこの竜骸都市マハーカーラで、凄腕の魔術師を十二人も集めなくてはいけないのだ。

「参ったな……。この世界に知り合いなんていないぞ……」

　途方に暮れた俺は、助けを求めるようにミーナを見る。

　すると彼女は「しょうがないにゃあ」とでも言いそうなドヤ顔で、

「知り合いならいるでしょ。カイだけがこの世界に召喚されたわけじゃないんだし」

　俺は十二人の少女とともに、竜骸都市に呼びだされた。

　あえて言われるまでもなく、彼女たちのことを忘れたわけではない。

　できることならいっしょに地球へ帰りたいと願っているし、そのために何をすべきかはいずれ考える必要があるだろう。

　しかし今は、地球に帰るために凄腕の魔術師を集める、という話をしていたはずだ。

　怪け訝げんな表情を浮かべる俺に、ミーナは呆あきれたように言った。

「さっきした話を忘れちゃったの？　あなたがいた世界に魔術はないけど──」

　途中まで聞いてピンと来た。

「俺以外の地球人は、やり方さえ覚えれば魔術を扱えるようになる」

「……錫姫シヤクテイは秘宝の器であると同時に、最強の魔術師になりうる潜在能力を秘めているの。霊素の結晶化なんてチートもいいところよ。魔術の増幅効果がさらに高まるおかげで高度な術式を簡単に扱えるんだもん」

　そう説明するミーナの声には、わずかに嫉妬の色が混じっていた。

　魔術師なら誰もが憧れるような才能を、十二人の少女は備えているということか。

「つまり彼女たちにプラナの使い方を教えて、凄腕の魔術師に鍛えればいいわけだな？」

「錫姫だって元の世界に帰りたいはずだし、目的が一致するならそのほうが建設的じゃないの。言っておくけどフリーの魔術師なんてロクなもんじゃないからね。わたしを見れば想像つくでしょ？」

「すげえ説得力だな。てか自分で言うのかよ……」

　とはいえ彼女の意見には全面的に賛成である。

　魔皇アスラに囚とらわれた錫姫シヤクテイをさらってきて、全員の力を合わせて秘術を使い、そして一人も欠けることなく地球に帰るのだ。

　これほどスマートな方法はそうあるまい。

「ていうかミーナは、どうしてこんなにも俺のために考えてくれるんだ？」

「わたしが命を狙われているのを忘れたわけじゃないわよね。今のところ何の後ろ盾もないんだから、ひとまず安全を確保するまではカイの力を頼るほかないじゃないの」

「だから恩を売っておきたいわけか」

「というよりプライドの問題かしら。わたしは知識をあげる。その対価としてカイがボディガードになってくれれば、ギブアンドテイクが成立するでしょ。……か弱い女の子だからって何もせず守られてるだけなんて、あんまりクールじゃないしね」

　そう語るミーナは、ちまっこい容姿のわりに大人っぽく見えた。

　存外にしっかりした彼女の言葉に感心したところで、俺は話を元に戻す。

「錫姫は魔皇のところで丁重に扱われてるって話だったよな」

「精神的なストレスはともかく、カイが想像してるよりもずっといい環境で生活をしてると思うわよ。だって魔皇からしてみたら、秘宝を生みだす大切な宝なわけだし」

　しかも繊細な壊れもの。

　ミーナはテーブルのグラスを撫なでる手つきで、囚われの錫姫をそう表現する。

「だから今のところは大丈夫。少なくとも雑草スープで飢えをしのいだり、お爺じいちゃんの形見だった革のブーツを煮て食べてお腹なかを壊すような生活よりはマシなはず」

「お前、さらっと壮絶な過去を暴露するのな……」

　思わず同情してしまう。

　借金まみれの貧乏地獄で生きてきたミーナと比べれば、錫姫のほうが案外マトモな生活をしているのかもしれない。女の子たちがもののように扱われている事実は憤りを禁じえないものの、ひどい目にあわされる心配がないのは不幸中の幸いだ。

　すると俺の思考を読んだかのように、ミーナがじっと見つめてくる。

「錫姫を助けるなら急いだほうがいいかも。だって食べられちゃうもの」

「……は？　どういうこっちゃ？」

　丁重に扱われているはずなのに、なんでお爺ちゃんのブーツみたいな話になる。

　にわかに不穏な空気が漂う中、ミーナは囚われの姫を待つ運命を語った。

「錫姫は霊素を体内で結晶化させて〈竜の錫杖ウロボロス〉を作りだす。魔皇たちは秘宝となった少女を肉体ごと食らうことで、失われた力を復活させるの」

　異形のバケモノが生いけ贄にえを食らい、力を得る。

　それは俺が大嫌いな、暗くて殺伐としたファンタジーだった。

「錫姫が〈竜の錫杖〉になるまで、どのくらいかかる？」

「わたしの予想だと一年くらいかな」

　思っていたほど猶予がない。

　心の奥から怒りが──眠りについていた内なるドラゴンが、呼び起こされていく。

　何も知らない女の子たちが異世界に召喚されて？

　何の関係もないやつらの都合で食われるのか？

「俺は十二人の錫姫シヤクテイを奪い返して元の世界に帰るよ」

　自分でも驚くほど強い声で言った。

　やるべきことはシンプルだ。やり方だってシンプルだ。

　邪魔するやつはぶちのめす。

　たとえ相手が誰であろうと──異世界を総すべる魔皇アスラだとしても。

「だったら協力してあげる。わたしもやりたいことあるから」

　そういえば彼女にドラゴン復活の研究を依頼し、莫ばく大だいな報酬を約束したうえで踏み倒したあげく、口封じに殺そうとしている高貴なお方は──魔皇の誰かだったはずだ。

「俺といっしょに錫姫を奪いつつ、黒幕の魔皇を特定してぶちのめすのか」

「やられたらやりかえす。シンプルでしょ」

　ミーナがにっこりと笑う。

　その瞳の奥に宿る激しい炎を見つめながら、俺もまた彼女に満面の笑みを返す。

　……いいだろう。上等だ。

　愚かで傲慢な超常者たちに、二人でケンカを売ろうじゃないか。







　十二の世界が重なりあう空間で、星々はどのようにめぐるのか。

　俺にはまるで見当がつかないが、竜骸都市マハーカーラにも夜のとばりは下りてくるらしい。

　今や明るかった空は黒く染まり、白い街並みは街路灯に照らされて黄金色に輝いている。

　日中とはまた趣の異なる、きらびやかな光景だ。

　しかし俺たちは黄金色の灯ともしびを避けるようにして、うす暗い裏路地を歩く。

　ミーナによると現在地である〈竜の具足テイルナノグ〉には、三つのエリアが存在するという。

　太ふと腿ももの内側から膝にかけて伸びる〈インサイド〉は、リゾート地めいた商業区だ。

　さきほどまでいた酒場はこのエリアに存在し、中心部の表通りは十二界からの来訪者でにぎわっている。

　表通りを下っていくと竜の膝が垂直に折れて〈ポートサイド〉に行きあたる。

　港であるこのエリアは竜の脛に枝状の埠ふ頭とうが築かれており、十二界を往来する転移船や都市の各地区を周回する飛空艇が、渡り鳥のように係留しているという。

　そして〈インサイド〉の向い側──太腿の外側から膝にかけて伸びる〈アウトサイド〉こそ、俺たちが今から向かおうとしているエリアである。

「名前から想像できると思うけど〈アウトサイド〉は裏社会の住人がたむろする治安の悪いエリアよ。犯罪者と無頼者と堕落者を鍋に入れて、酒と麻薬で味つけして煮こんだら、あんな感じの吹きだまりができるかしら」

「とんだ闇鍋だな……。華やかな街ほど裏側は汚いってところか」

「潜伏先にはちょうどいいけどね。これから錫姫シヤクテイをさらっていくなら、わたしたちは都市の枠組みから外れた犯罪者アウトサイダーになっちゃうわけだし」

「俺からしたら魔皇アスラのほうが犯罪者だけどなあ」

　罪状は少女の拉致監禁である。

　完全にアウトだろう。

　しかし残念ながら、竜骸都市マハーカーラにおける法の執行者は他でもない魔皇だ。

　魔皇たちは休戦協定を結んだあと、都市を十二の地区に分割して統治することにしたという。いわば彼らはこの地を支配する王であり、錫姫とは王が所有する宝なのである。

　つまり錫姫をさらう場合、俺たちの立場は【王の宝を盗む賊】になるわけだ。

「ならせめて盗賊を名乗るとか。カイはドラゴンだし竜りゆう賊ぞくなんてどう？」

「自称するのはちょっと恥ずかしいな……」

　なんて言いつつわりと気にいってしまう。

　中二病なのだから仕方あるまい。

　俺の気分が上向いてきたところで、ミーナが今後の具体的な話を持ちだした。

「当面の問題は活動資金かな。手持ちのお金は酒場で使っちゃったし」

　ちなみにあのときはミーナが懐に隠していたなけなしの小銭で支払った。

　有事に備えて用意していたというが、それを飲食で使いきってしまうのが彼女らしい。

「先に住むところを探したほうがよくないか？　できれば野宿したくないし」

「姫を奪う盗賊……いいえ、竜賊のアジトね」

　ミーナがさっそく例の単語を使ってくる。

　こいつもけっこう中二病だな。

　まあ住むところを先に探すにせよ、必要になるのはたぶん金だ。

　そこまで考えたところで、俺は首につけたままの〈隷属の首輪〉について思いだす。

　……希少なマジックアイテムらしいし、高く売れるんじゃねえの、これ。

　我ながら名案かと思ったが、ミーナに「売ったら足がつくからダメ」と却下された。

　言われてみればそのとおりだ。

　冷静に考えると【相手を服従させる】なんて危険なものを売って、悪用されたら困る。

　となるとこの首輪の使い道は、ミーナにつけて遊んでみるくらいか。

「……今、ひどいこと考えてない？」

「気のせいだろ。俺はいつだって女の子の味方だからな」

　ひどいことではなく、いやらしいことを考えていたのは内緒にしておこう。

　わりと勘の鋭いミーナの視線に耐えきれず、俺はかぎづめで首輪をいじりながら、

「どうやって金を手にいれるか考えようぜ。できれば良心が痛まない方法で」

「昼間なら表通りで死にそうな顔して座ってれば、善良な人が小銭を恵んでくれるかもしれないけど、今だとちょっと難しいわね」

「しれっと言ってるけど、最初に出てくる発想が物乞いプレイなのはヤバいな……」

　ミーナみたいな可愛かわいい子が困っていたら、助けてあげたくなるかもしれないが。

「そもそも俺たちが向かってるのは〈アウトサイド〉だろ？　さっきの説明を聞いたかぎりじゃ、善良な人が住んでるようなところだとは思えないんだが」

「だよねー。見た感じがもうクズしかいなさそうだし」

　そう言ってミーナが足を止めたので、俺は目的地に到着したことに気づく。

〈アウトサイド〉の街並みを一言でたとえるなら、場末の繁華街といったところか。

　夜に染まった白壁の家々は先ほどまで歩いていた〈インサイド〉と変わりはない。

　しかし黄金色の街路灯はなく、代わりにネオンライトめいた蛍光色の光を放つ不思議なランプが設置されている。

　灯ともしびの色が多いだけ華やかになるかといえばそうでもなく、黄金色に統一されていないために、全体的にけばけばしく猥わい雑ざつな景観となっている。

　都市に施された〈竜りゆう言げん語ご〉も命なきものに反応しないらしく、俺は通りに連なる店の文字を読むことはできなかった。

　ただ看板のデザインと軒先の雰囲気から、このエリアが主に【ポルノ】【ギャンブル】【ドラッグ】で構成されているであろうことは察しがつく。

　どのくらいひどいところなのかと、逆に興味があったのだが。

　実際に目にしてみると、思ってたよりもずっとマトモな雰囲気だ。

　全裸の死体が転がってるとか血走った目の女が奇声をあげてるとかモヒカン野郎の集団がいきなり襲ってくるくらいのピーキーさを、想定していたからかもしれない。

「これくらいなら全然イケるな。むしろガッカリしたぞ」

「あれえー？　わたしの育ちがよすぎるのかしら」

「革のブーツ食ったやつが何言ってんだ」

「うっさいわね。昔はもっときれいなところだったから、ギャップがありすぎて余計にイメージ悪くなってたのかしら。……ここの治安が悪くなったのってつい最近で、都市の外から来たフィルボルグの三人組がでっかい賭博場カジノを建ててからなの」

　フィルボルグとは狡こう猾かつな巨人族で、ミーナいわく「口がう○こくさい」とのこと。

　育ちがいいとは思えないひでえ言い草だが……そいつらがウェイウェイやりだしたあたりから〈アウトサイド〉にクズどもが集まるようになり、治安が悪化したという。

「しかし賭博場か。あからさまに金の匂いがするな」

「ギャンブルする人とつきあったらダメってお爺じいちゃんが言ってた」

　そう言ってたやつが孫を借金地獄に陥れてるんだからどうしようもねえな。

　賭博場に執着を見せる俺に対し、ミーナはぴこぴこと長い耳をもてあそびながら、

「そもそも賭けるお金すらないんだからギャンブルも何もないでしょ。……やっぱり善良な人を探しましょ。泥のついた靴を舐なめる覚悟でやればどうにかなるから」

「ちょっ……待て！　そんな覚悟は決めたくないぞ！」

　ネオン街めいた通りの隅っこでミーナと話していると、ふいにドラゴンの研ぎ澄まされた感覚が複数の気配を感じとる。

　こちらに近づいてくるようだ。

　額に生えた角を突きだすように顔をあげ、再び気配を感じとろうとする。しかしあえて奇襲を警戒する必要はなかったらしい。近づいてくる集団はとても目立っていた。

　黄色いフサフサ。赤いフサフサ。緑のフサフサ。

　猥わい雑ざつな街によく似合うフリーダムな姿。

　トゲの生えた肩パッドのモヒカン野郎どもが、俺たちの前に現れる。

「へいへいちょっといいですかあゃ？　愛について語りあったりしてますかあぁぇお」

「いけませんねえいけませんよおゅこんなところで女の子とパヤパヤなんてえぉのお」

「愛をくださいお金もくださいうおぅおうぼくたち夢があるんですよおおおおおふっ」

　すげえ……。カオスすぎてめまいがするぞ……。

　やっぱりマトモじゃねえわ、ここ。

　よく見るとモヒカン野郎はモヒカンではなく、頭のフサフサはトサカだった。

　つまりド派手なニワトリ人間。

　縁日のカラーひよこが進化してメタルバンドを結成したらこうなるかもしれない。

　困惑する俺とミーナにかまわず、ハードにキマったニワトリ野郎の劇場は続く。

「ではこうしようワニくんはお家うちに帰りなさいぼくたちにパヤパヤをまかせてさ」

「みてみてあの子おっぱいでかくてふかふかだよおお谷間にベーコン挟みたいなあ」

「バカやろう野菜とれよ健康に悪いだろアボカド挟んでおっぱいサンドイッチしようう」

　どこからツッコミを入れればいいのやら……。

　ワニくんって俺のことか？

　あとおっぱいサンドイッチはたぶんそういうものじゃない。

　ミーナを見てみると、天使のような優しい笑顔でニワトリ野郎どもを眺めている。

　どうやら彼女はキレると笑顔になるタイプらしい。

「カイ、やっちゃって」

「あ、待って。もうちょい見させて」

「やれ」

　二度目は命令口調だった。

　ちょっと面白かったけど仕方があるまい。ニワトリ劇場を閉幕させるとしよう。

　俺が戦闘態勢に入るのと同時に、トサカレッドも懐からナイフを取りだした。

　よし、これで正当防衛の成立だ。遠慮なくぶちのめそう。

　俺は足のかぎづめでタイル張りの地面を踏みしめ、一気に加速する。

　殺すほどではないので加減しつつ、トサカレッドのナイフを撫なでるように払い落す。耳元で「クケッ！」と聞こえてきたので、その鳴き声をすり潰してやろうと掌しよう底ていをお見舞いする。こうして一匹目のニワトリが夜空を舞った。

　雄おん鶏どりは気性が荒いというが、フリーダムニワトリ野郎とて例外ではないようだ。

　トサカレッドが一瞬にして倒されたあと、残った二匹は戦意を喪失させるどころか、怒号をあげて襲いかかってきた。

　トサカイエローが「ドゥールドゥッ！」とアメリカ式の鳴き声を発しながら、世紀末感が半端ない釘くぎバットを力いっぱいスイングする。ワニくんだったら殴り倒せたかもしれないが、お前の相手はドラゴン様なのだと理解させるべく、俺は釘バットを片手で受け止めると握力だけでねじり折る。

　あとは勢いあまってチキンナゲットにしないよう軽く回し蹴りを浴びせ、トサカイエローの身体からだを肩パッドごと吹き飛ばす。俺は瞬く間に二打席連続のホームランを決めた。

　と、そこで己の失態に気づく。

　力を加減しようと集中するあまり、ミーナを守ることを失念していたのだ。

　慌てて彼女に目を向けたときには、トサカグリーンの斧おのが華きや奢しやな身体めがけて降り下ろされようとしていた。

　──危ないっ！

　しかし次の瞬間、周囲の大気が揺れるような感覚を抱く。

　同時にミーナの身体が薄紫色に輝き、トサカグリーンはアーク放電を浴びたように火花を散らして吹き飛ばされていく。

　最後の一匹が打ち上げ花火になったことで、ニワトリ劇場はあっけなく幕を下ろした。

　通りに平穏が戻る。

　道端で暴力沙汰があったにもかかわらず、人が集まってくる気配はない。

　つまり〈アウトサイド〉では、この程度の騒ぎは日常茶飯事ってことだ。

　念のため安全を確認したあと、俺はミーナに問いかける。

「さっきのはなんだ……？」

「霊素で強化した攻撃系魔術よ。秘術ほど高度じゃないけど威力は十分でしょ」

　ミーナはそう言ってから、糸が切れたようにぺたんと地面に腰を落とす。

　プラナを使った影響で消耗したのだろうか、彼女の背中がさらに小さくなったように見えて、俺の中で猛烈に自責の念が湧いてくる。

　今のはけっこう危なかった。ヘタしたらミーナが殺されていたのだ。

「……すまん、ちょっと油断してた。今後は気をつける」

「謝らなくていいってば。戦闘はあんまり得意じゃないけど、今後はできるかぎりサポートするからさ。カイだってわたしを頼ってくれていいのよ」

　ミーナはにっと笑ってみせる。

　不覚にも胸がキュンとしてしまったので、気恥ずかしくなった俺は顔を背ける。

　ついでにニワトリ野郎の様子を見ると、三匹ともまだ息はあるようだ。

　ミーナも一応、相手を殺さないよう魔術の威力を加減したのだろう。

　と思ったら「意外としぶといわね」と聞こえたので、ガチでヤる気だったらしい。

「さて、こいつらは放っておいて先に行くとするか」

「いいえ。まだやるべきことがあるわ」

　彼女は意外にも良心を働かせて、ズタボロになったニワトリ野郎どもの介抱をはじめる。

　感心しながらその姿を眺めていると、やがて様子がおかしいことに気づく。

「……ん？　お前、さっきから何やってんの？」

「善良な人から小銭を恵んでもらってるのよ」

　そう言ったミーナの手には、トサカレッドの懐から抜きだした財布が握られていた。

　なるほど。

　まったくもって頼りになる女の子だ。







　でっかい賭博場カジノと聞いたら、普通はラスベガスのような空間を思い浮かべるはずだ。

　しかし件くだんの賭博場は竜骸都市マハーカーラにあり、フィルボルグとかいう巨人族が運営しているため、内部の様相は俺が期待していたものとはかなり雰囲気が異なっていた。

　内装はくすんだ色合いで、賭博場というよりは幽霊が出ると噂うわさの洋館のようだ。

　シャンデリアなどの豪ごう奢しやな照明はなく、実用性だけを重視した金属製の燭しよく台だいがいたるところに置かれている。

　場内に賑にぎやかな談笑は存在せず、ギラギラとした勝負師たちの身体からだからにじみでる沈黙に満ちている。空気中に漂うのは彼らの葉巻からくゆる紫煙であり、あるいはさらに怪しげな葉っぱを吸った堕落者が吐きだす悪夢の残り香だった。

　俺は必死になってセクシーなバニーガールを探した。

　しかしクソ異世界のクソ賭博場にそんな色気はなく、視界に映るのは多様な異種族で構成されたクソ野郎どもの動物園だけである。

　……まあいいや。どんなゲームがあるのか確認しておこう。

　とりあえずスロットマシンの類はなかった。

　ルーレットに近いゲームはあるものの仕組みが異なっており、コウモリのような動物がどのポケットに入るのか予想するものだった。

　一方、テーブルゲームは地球とほとんど同じだ。

　トランプ的なカード、ダイス的な石ころ、ドミノか麻雀マージヤン牌パイめいた木の板と、見ためだけでなんとなく用途が判別できる。

　おかげでミーナからざっと説明を聞いただけで、いくつかのゲームのルールを把握できた。なんとギャンブルの定番である、ポーカーそっくりのゲームまであるらしい。

「もしかして過去に召喚された地球人が広めたのかな」

「可能性は低いと思うけど、絶対にないとは言い切れないわね」

　まあその辺の話は脇に置いておこう。事前にミーナを説得してギャンブルに使うと決めていたので、俺は善良なニワトリから恵んでもらったお金をチップに交換する。

　これで手持ちは青のチップが二十枚。

　一枚が都市の貨幣に換算して五スケールだ。

　酒場の支払いが十スケールだったから、百スケール＝二十枚は五万円くらいだろう。

「見てるだけじゃつまらないだろうし、ミーナもやらないか？」

「遠慮しとく。お呼びじゃないって空気だし」

　ミーナの言葉も一理ある。

　ガチの勝負師がたむろする裏社会の賭博場カジノに、バカップルのような二人組がやってきたのだ。周囲の態度は従業員であるディーラー含め、ことさら冷淡なものだった。

　しかし尻尾を巻いて帰るつもりはない。俺はファミレスで席を選ぶような気軽さで、場内の設置されたカジノテーブルの一つに居場所を落ちつかせる。

「ここはガキの遊び場じゃねえ。さっさと巣に帰りな、ヤモリ野郎」

　おっと、いきなり門前払いである。

　ワニの次はヤモリかとうんざりしながら視線を向けると、ウサギの耳を生やした青年が俺をにらみつけていた。

　……バニーガールじゃなくてバニーボーイかよ。

「カイはヤモリじゃなくてドラゴンよ。ナメてかかると痛いめを見るんだから」

　ミーナが俺の肩に寄りかかりながら、さっそく言い返す。

　しかし彼女の言葉がもたらしたのは、周囲の失笑だった。

「見かけは立派じゃが、場をわきまえずにイキがっておると死神に目をつけられるぞ」

「隣のお嬢ちゃんは置いていって構わんがな。わしのドラゴンが可愛かわいがってやろう」

「ベッドの上で火を吹くわけか。ズボンが焼けぬよう気をつけんとなあ」

　ジャケットを着た三人のおっさんが、卑ひ猥わいな冗談を言ってファファファと笑う。

　巨大な身体からだを窮屈そうにかがめて座る彼らこそ、賭博場を支配するフィルボルグだろう。

　豪快な笑い声とともに強烈な悪臭が漂ってきて、俺は顔をしかめる。

「まったく救えねえな。わざわざドブに足をつっこむとはよ」

　ハードボイルド気取りのバニーボーイが吐き捨てる。

　とはいえ参加料のチップを支払うと、ディーラーは俺を交えてゲームを再開させた。

　黙々とカードが配られる中、ミーナが耳元で囁ささやく。

（これがいわゆるポーカーなんだけど、本当にルールはわかっているのよね？）

（カードの絵柄は違うけど、それ以外はほとんど地球と同じだな）

　竜骸都市マハーカーラのポーカーは、赤青黄緑に分類された十二の魔皇アスラおよび竜の姿が描かれたカードを使用する。

　枚数と種類はトランプと同じで、揃そろえるべき役の組み合わせも共通だ。

　ただし役の名称だけは例外で、同色のカードを揃えた【フラッシュ】が【同盟】と呼ばれていたりする。

　どうやら役そのものに独自の意味が込められているために、竜りゆう言げん語ごの翻訳がうまく機能していないようだ。

　この辺りは少しややこしいので、脳内で補完するとしよう。

（ねえ、勝算はあるんでしょ。あいつらを早くドブに突き落としてやりたいわ）

（試してみたいことならあるけど、勝ち負けはどうでもいいかな）

（……どういうつもり？　お金を稼ぐために賭博場カジノへ来たんじゃないの）

（勝敗は時の運だよ。今は純粋にギャンブルを楽しむことにするさ）

　気楽に構える俺に、ミーナは不満げに眉をひそめる。フィルボルグたちにセクハラ交じりのジョークを浴びせられて、収まりがつかなくなったのかもしれない。

　そうこうしているうちにカードが配り終えられる。

　この場で行われているポーカーの種類は、地球における〈ファイブカードドロー〉だ。

　まずは手札を伏せた状態で賭けベツトを行い、カードを一度だけ交換したあと、再び賭けを行う。最後に互いの手札を披露して、もっとも強い役を揃そろえたプレイヤーが勝者となる。

　プレイヤーは自分の手札と相談しつつ、【上賭けレイズ】【同賭けコール】【降参フオールド】のいずれかを宣言するわけだ。

　ちなみに降参すると勝負を降りることになるが、失うチップは参加料だけで済む。

　実際にゲームがスタートすると、俺以外のプレイヤーは手堅く【同賭け】を宣言した。

　最初は様子見のつもりらしい。意外と慎重なやつらである。

　一方の俺は自信満々の笑みを浮かべつつ、

「上賭けだ。九十五スケール」

　その大胆な宣言に、ミーナを含めた全員が啞あ然ぜんとする。

　俺は参加料を含めて百スケール、つまり手持ちのチップ全てを賭けたのだ。

　よほどの自信がなければ、できる芸当ではない。

（どんだけ強い役を揃え……って、めちゃくちゃ弱いじゃないのっ？）

（ポーカーといえばハッタリだろ。全員が降参すりゃ参加料を総取りできるし）

（バカねえ……。リスクのわりにリターンが少なすぎるでしょ）

　ミーナが呆あきれたように言う。

　しかも困ったことに、テーブルから次々と「同賭け」の声があがる。

　俺の思惑に反して誰も降参することなく、手札が順にオープンされていく。

「ワシは〈共闘ツーペア〉じゃ」「同じく」「吾わが輩はいは〈巡礼ストレート〉だな」

　フィルボルグたちの手札はどれも、とりたてて強いものではなかった。

　彼らの手札を見てバニーボーイは勝利を確信したらしい。

　モフモフした手でゆっくりカードを広げると、黄一色の魔皇アスラたちが仲睦むつまじく肩を並べていた。

「〈同盟フラツシユ〉だ。ガキはもうおねんねの時間だぜ」

　海外ドラマみたいな決め台詞ぜりふを吐きながら、バニーボーイが俺を挑発してくる。

　ミーナとの内緒話は筒抜けだったらしく、こちらが弱い役と決めつけたような顔だ。

　だから俺は笑いをこらえつつ、自分の手札を広げてみせる。

「あんたが素直な性格だとわかって嬉うれしいよ」

　俺の手札は一角の白馬が四枚──〈第五界・純じゆん潔けつ卿きよう〉の〈蹂躙フオーカード〉だ。

　これ以上の役は同色の魔皇アスラを順に揃そろえた〈森羅万象ストレートフラツシユ〉か、さらに竜を交えた最上位の〈竜の狂宴ロイヤルストレートフラツシユ〉しか存在しない。

　バニーボーイが全身から悔しさをにじませて、声を荒げる。

「てめえ……さっきの会話はわざと聞かせていたのかよっ！」

「ハッタリをかましたのが彼女のほうだとは思わなかったろ？」

　ぶっちゃけ俺も最初は驚いた。

　実はミーナがアドリブでやりやがったのだ。

「強気のお前さんを警戒してワシらが降参しないよう、お嬢さんが誘導したわけか」

「なかなかどうしてやるじゃないか。久しぶりに一杯食わされたぞ」

「挨拶代わりとしちゃ申し分ないわい。次から本気でお相手を願うとしよう」

　激げき昂こうするバニーボーイとは対照的に、フィルボルグたちは愉快そうに笑った。

　こうして最初のゲームに勝利したものの、ミーナが俺に釘くぎを刺してくる。

（上賭けレイズの仕方はよく考えてよね。いくら強い役が揃っても、降参されたら意味ないじゃん。有利なときは相手を勝負に誘って、不利なときはいさぎよく逃げるの）












（……了解。次からはもっと慎重にやるよ）

　実際のところ、ミーナの言うとおりだ。

　もし彼女のフォローがなかったら、俺はせっかくのチャンスをふいにしたばかりか、勝負の駆け引きについてズブの素人であることを、周囲に露呈していたのだから。

　素直に反省した俺は意識を集中し、もうちょっと真剣に勝負することに決めた。

　そのあとは淡々とゲームが続く。

　最初は負けることもあったが、次第に勝ちの数が順調に積みあがっていく。

　有利なときは誘って不利なときは逃げる──ミーナの忠告に従った結果である。

　もちろん言うほど簡単じゃない。

　実現できたのは、ドラゴンの力を使ったからだ。

　俺はドラゴンになったことで、身体能力だけでなく視覚や聴覚といった五感も飛躍的に向上している。

　だからフィルボルグやバニーボーイの動きをつぶさに観察すれば、その呼吸と視線の微妙な変化から──相手がハッタリをかましているのか、それとも本当に強い手札を揃そろえたのか、容易に見わけることができるのだ。

　それがポーカーにおいてどれほど優位なことか、あえて語るまでもないだろう。

　おかげで今や稼ぎは二千五百スケール。日本円にして百二十五万円だ。

　このペースならさらに八倍、一千万円以上を叩たたきだすことだって夢ではない。

（甘いお菓子食べたい可愛かわいいドレスほしい泡でぶくぶくしたお風呂に入りたい）

（バカ、よだれが出てるぞ！　ゲームが続いているうちは冷静でいてくれっ！）

　お金に目がくらんだミーナがポンコツになっている。

　しかも同じタイミングで、勝負の雲行きが怪しくなってきた。

　こちらの手札が揃わなくなって、バニーボーイのところに強い役が揃いはじめたのだ。

「運気がこっちに移ったみてえだな。すぐに鱗うろこを剝はいでやるから待ってろよ」

　バニーボーイはそう言うと、早々に降参を宣言した俺にカードを広げてみせる。

　甲かつ冑ちゆうに身を包んだ〈第二界・銀ぎん腕わん卿きよう〉が三枚。

　いわゆる〈三奏スリーカード〉で、役の強さとしては中間くらいだ。

　とはいえフィルボルグたちもパッとしない役だったので、バニーボーイに大量のチップを奪われていた。

　彼らの一人がやんわりと、しかしさりげなく脅かすように告げる。

「この地区の支配者が銀腕卿であることは認めよう。ただし〈アウトサイド〉にかぎっては我らのものだということを、忘れずにいておいたほうが身のためじゃぞ」

「今も昔もこの街は誰のもんでもねえ。てめえらこそナーザに目をつけられねえように、そのくっせえ口を閉じとくのを忘れるな」

　バニーボーイとフィルボルグたちの間には、何かしらの因縁があるようだ。

　正気に戻ったミーナが小声で話しかけてくる。

（ナーザってのは銀ぎん腕わん卿きようのことね。〈竜の具足テイルナノグ〉を支配する魔皇アスラよ）

（解説をありがとう。……ところで気づいたか。カードに偏りが出てきたぞ）

（あからさまに怪しいよね。イカサマじゃないの？）

　実際のところ彼女の言うとおり、イカサマは行われている。

　ディーラーが密ひそかにカードの流れを操作しているのだ。

　ところが不思議なことに、ディーラーと結託しているのはバニーボーイではなく──ゲームに負けまくっているフィルボルグたちなのだ。

　これはいったいどういうことだろう。ミーナにたずねてみると、

（単純な理屈よ。最初に勝たせておけば、強気になってどんどん勝負してくるからね。あとは警戒心が薄れて賭け金を上積みするようになったところで、むしりとればいいの）

（なるほど。射幸心を煽ってカモにするわけか）

　ミーナとそんな話をしていると、さっそくフィルボルグたちが動きだした。

「ちまちまと小銭を賭けておるから真剣になれんのじゃ。もっと緊張感があればワシらも本来の力を発揮できるじゃろうに」

「ならば最低賭け金を五倍にするのはどうだ？　他の面子メンツがいいというのならの話だが」

「そこまで上げたらウサギとヤモリが怖おじ気けづくのではないかなあ」

　フィルボルグたちは最後にファファファと笑い、公衆便所みたいな臭いを振りまく。

　あからさますぎる挑発だが、バニーボーイは軽率にも「構わないぜ」とノリノリだ。

　ひとまず場の空気に従って、俺も賭け金を上げることに合意する。

　そしてゲームは再開された。

　やがて全員の手札が確定すると、バニーボーイから並々ならぬ緊張の色を感じとる。

　単に強い役が揃そろった、というだけではなさそうだ。そのわりに彼の表情は険しい。

「……支払いの期限は今日までじゃったかな？」

　フィルボルグの一人が口を開くと、バニーボーイの表情がいっそう剣けん吞のんになる。

　俺は違和感に首をかしげる。

　この場で行われているのは、ただのギャンブルであるはずだ。

　しかしバニーボーイは今や、死地に向かう武士のような気迫を放っている。

「三匹のウサギは思いのほか高く売れるようだ。兄としても光栄だろう」

「まだ傷ものにはなっておらぬから安心せい。大事な商品だからな」

「……約束は守ってくれるんだろうな？」

「もちろんじゃとも。金さえ払えば無事に返そう」

　目の前のやりとりを眺めながら、俺は密かにため息をつく。

　……ああ、いつものやつだ。

　殺伐としたファンタジーの空気だ。

　ミーナが「どうするの？」という顔をしたので「待て」と手振りで伝える。

　勝負しているのは俺じゃない。覚悟を決めるのは俺じゃない。

　だから今は傍観者でいるべきだ。

　バニーボーイが「上賭けレイズ」を宣言し、フィルボルグたちはその勝負に乗った。

　両者の間で次々と「上賭け」が宣言され、賭け金が一気に跳ねあがっていく。

　最終的なレートは一万スケール。日本円にして五百万だ。

　手持ちだけでは足りないので負ければ借金するハメになるが、せっかくなので彼らにつきあってやるとしよう。

　まずは脇役である俺から、手札を広げてみせる。

　荒ぶる竜の絵柄が三枚。

〈竜〉のカードは数字の十三に相当するので〈三奏スリーカード〉としては最上位になる。

　しかし俺の手札を見ても、バニーボーイは依然として余裕の表情だ。

「今回も勝負を降りておくべきだったな。ほら〈密約フルハウス〉だ」

〈第十一界・煉れん獄ごく卿〉が三枚。そして〈第十界・嘲ちよう弄ろう卿きよう〉が二枚。

　俺の手札に竜のカードが三枚ある以上、実質的に最上位の〈密約〉である。

　この状況でバニーボーイに勝つには、フィルボルグたちは〈蹂躙フオーカード〉以上の役を揃そろえなければならない。確率的に考えると、ほとんどないと言っていいだろう。

　ところが明確な作為イカサマによって、確率という言葉は本来の意味を失っている。

「〈蹂躙〉じゃ」「〈蹂躙〉だ」「〈蹂躙〉だ」

　フィルボルグたちが次々と声をあげる。

　テーブルの上には、四枚しかないはずの〈十二界・深しん淵えん卿〉が十二枚。

　もはやイカサマの体裁すら守られていない──とんでもない茶番だった。

「ふざけんじゃねえ……こんなのありえねえだろっ！」

　バニーボーイが激げき昂こうする。

　しかしフィルボルグたちは悠然と構えていた。

「ありえぬことなどない。ワシらがあると言えばある」

　フィルボルグたちはそう言って、ぬっと立ちあがる。

　ざっと見て四メートルはあるだろうか。窮屈そうに座っていたときより格段に威圧感が増しており、ジャケットに包まれた岩のような巨きよ軀くが、彼らに立ち向かうのがどれほど無謀なことか、わかりやすく示している。

　バニーボーイの顔が絶望の色に染まるのを見て、俺はようやく理解した。

　最初からゲームなど存在していなかったのだと。

　このテーブルで行われているのは──ただの調教か、あるいは処刑なのだから。

　ミーナがぎゅっと、俺の肩をつかんでくる。

　頃合いとしてはちょうどいいだろう。

　脇役を演じるのにも、そろそろ飽きてきたところだ。

「あんたらの御託はいいからさ。さっさとチップをよこしてくれ」

　俺は笑いながら言った。

　すると一同が、眉をひそめて注目する。

「何を言っておる。どう見てもワシらの勝ちじゃろうに」

　イカサマをやってるくせに、恥ずかしげもなく言いやがるな。

　フィルボルグの言い分には一切耳を貸さずに、俺は手札を見せつける。

「ほら〈竜〉のカードが四枚だ。あんたらの手札より強いじゃないか」

「ワシには三枚しかないように見えるがの。ふざけておるなら首をへし折るぞ」

「あれ、おかしいな。埃ほこりでもついてるのかな」

　俺がふっと息を吹きかけると、〈竜〉のカード以外が手札から燃えてなくなった。

　フィルボルグたちとバニーボーイがぎょっとする。

　竜骸都市マハーカーラのヤモリは、口から炎を吐いたりしないらしい。

　だから俺は立ちあがって、自分の顔を指さした。

「ちゃんと見ろよ。四枚目の〈竜〉はここにあるだろ？」

　フィルボルグやバニーボーイだけでなく、賭博場カジノにいる客の視線が一斉に集まった。

　ゲームの勝敗なんてどうでもよかった。ギャンブルで稼ぐつもりもなかった。

　俺は最初から住むところを探していて、ついでに活動資金が得られればベストだと考えていた。そういう意味でこの賭博場は、恰かつ好こうのターゲットなのである。

「素直にゲームを楽しめるところなら、迷惑をかけるのは忍びないと思ってさ。だけどイカサマまみれのクソ賭博場なら、丸ごと奪っても良心は痛まない」

「竜りゆう賊ぞくの初仕事にちょうどいいんじゃないの。わたしも我慢の限界だし」

　ミーナが威勢よくそう言ったので、思わず笑ってしまう。

　そうと決まれば先手必勝だ。

　手前にいるフィルボルグから潰すことにしよう。

　顔面に一発お見舞いしようと勢いよく飛びだすと、フィルボルグも両手を前に構える。俺の攻撃を弾はじくつもりなのだろう。グロテスクな顔に余裕の笑みが貼りついている。

　しかしドラゴンの拳は丸太めいた腕を軽く弾き飛ばし、容赦なく顔面を粉砕した。

　フィルボルグはギャグでやってるのかと思うほど派手にきりもみ回転しながら吹っ飛んだあと、やがて一切の動きを止める。

　聴衆からの笑いはなく、拍手すら起こらなかった。

　仲間を倒された二人のフィルボルグですら、まったくのノーリアクションだ。

　俺は周囲の理解が追いつくまで、待ってやることにした。

　しばしの沈黙のあと、巻き起こったのは津波のような騒乱だ。

　賭博場の客やディーラーが我先にと逃げだし、群衆は波となって出口に押し寄せる。

　静寂が戻ると、賭博場に残っていたのは俺と同じテーブルにいるプレイヤーだけだった。

「オレを……助けてくれたのか……？」

　バニーボーイが俺に問いかける。

　フィルボルグの手から囚とらわれた妹たちを取り返すつもりのようだから、他の客といっしょに逃げようとは考えなかったのだろう。

「あんたの妹がウサ耳の美少女なら、助けてやる価値はあるかもしれないな」

　ふざけて答えたら、ミーナに尻尾を踏まれてしまった。

　だけどまあ、助ける理由は他にもある。

　俺はこれから十二人の女の子をさらうべく、竜りゆう賊ぞくとして活動するのだ。

　やろうとしていることが似ているので、バニーボーイに破滅されたら縁起が悪い。

　だからこの場は景気よく、不愉快を愉快に塗りつぶしてやろうじゃないか。

「──さあ、ゲームをはじめようぜ。今度はもっと血なまぐさいやつを」

　俺が両手を広げると、フィルボルグの一人が足を前に踏みだした。

　まばらな髪の毛を白く染め、浅黒い顔に深々としわを刻むそのフィルボルグは、不思議と老いた印象がなく、むしろ三人組の中でもっともたくましく見えた。

　残された一人が同じように前に出ようとすると、彼は威厳のある仕草で制す。

　どうやら一騎打ちをご所望らしい。

「認めてやろう。おぬしがただものではないと」

「そりゃドラゴンだからな」

「ふむ……。ワシが想像していたものと比べると、やけに小さいがの」

　老いたフィルボルグはそう言って俺を見下ろす。四メートル以上はありそうな彼らと比べると、二メートル半しかない人型のドラゴンはさぞかし小さく見えることだろう。

「本気を出せば、もっと大きくなるぜ」

「ならば見せてもらおうぞ。伝承に聞くドラゴンの力を」

　次の瞬間、俺は周囲の大気が揺れるのを感じとる。

　同時にフィルボルグの身体からだが、薄紫色の光に包まれていく。

「──秘術よ！　そいつ、ただの筋肉バカじゃないわ！」

　後ろからミーナの声が響く。

　老いたフィルボルグが生みだしたのは、空気を圧縮して固めたような半透明の砲弾だ。そいつをまるでマシンガンみたいに、標的めがけてぶちこもうとしている。

　ドラゴンの身体能力を駆使すれば、避けることはできたかもしれない。

　ところが敵は卑劣にも、俺ではなくミーナに狙いをつけている。

　彼女を守るためには、砲弾を全て受け止めるしかない。

　炸さく薬やくが一斉に点火されたような破裂音が──喝采のように響く。

「思い知ったか！　これぞ我が一族の秘術〈気焰の練槍クラサハ〉よっ！　たとえおぬしがドラゴンであったとしても、まともに食らえばひとたまりもあるまいっ！」

　俺に全弾ぶちこんだ時点で、フィルボルグは勝利を確信したに違いない。

　豪快な高笑いとともに、いつもの悪臭が漂ってくる。

「カイ……噓うそ……でしょ……」

　覆いかぶさるようにしてかばった俺を見て、ミーナが呆ぼう然ぜんとする。

　本気で泣きそうな顔で、今にも膝から崩れ落ちそうだ。

「待て待て泣くな泣くな」

「ええっ？　大丈夫なのっ？」

　何事もなく立ちあがった俺を見て、さすがのミーナも驚いたようだ。

　ぶっちゃけ自分でもダメージなさすぎてびびった。

　ドラゴンの鱗うろこ、どんだけ硬いんだよ。

「ご覧のとおりなんともないさ。だから安心して抱きついてくれ」

「ほんとに元気そうね……。心配して損したかも」

　ミーナは憎まれ口を叩たたきつつも、心底ほっとした様子で涙をぬぐう。

　彼女が落ち着いたところで、俺は再び敵と向かいあう。

「あのタイミングで避けるとは……いったいどんなイカサマを使ったのだ……っ！」

　老いたフィルボルグは巨きよ軀くを震わせ、ひどく狼ろう狽ばいした声で吠ほえる。

　一部始終を見ておきながら、砲弾を受け止められた事実を受け入れられなかったらしい。

「痛くもかゆくもなかったぞ。次はもうちょっと頑張れ」

「ふ、ふざけるなあああッ！」

　大量の鼻血を噴出させて、老いたフィルボルグが〈気焰の練槍クラサハ〉を連発する。

　プラナの限界を超えて秘術を使ったのか、自らも反動を受けているようだ。おかげで砲弾の威力が上がっており、ゆっくりと歩きだした俺の身体からだをわずかに後退させる。

　しかしだからとって、無駄な努力であることに変わりはない。

　攻撃の間合いに入ったところで、俺は拳に力をこめる。

　身体の制御にも慣れてきたから、試しに腕だけ巨大化してみよう。

　ビキビキと軋きしむような音を立て、筋肉がいびつな形状にふくれあがっていく。

　限界まで力を充じゆう塡てんしたところで、巨大な鉄てつ槌ついと化した右腕を引き絞る。

「望みどおり、ドラゴンの力を見せてやるよ」

「や、やめ──あばっ！」

　悪臭を振りまく便器の口を、すくいあげるようなアッパーカットで閉じてやる。

　老いたフィルボルグは丸太のような腕でアゴを守っていたが、あまり意味があったとは思えない。本気を出したドラゴンの拳は、どれほど硬いものだろうと粉砕するのだから。

「やべ……さすがにやりすぎたかも」

　我に返ると、モザイクを入れてほしいくらいグロテスクな塊が天井にへばりついていた。

　惨状に眉をひそめながら、ミーナが隣に駆け寄ってくる。

「残るはあと一人ね」

「おっといけね、忘れるところだった」

　あろうことか最後のフィルボルグは脱だつ兎とのごとく逃走しようとしていた。

　とっさに尻尾で足払いをお見舞いすると、バカでかい図ずう体たいが勢いよくすっ転ぶ。

　フィルボルグが立ちあがろうとしたところで、虹色に輝く不思議なロープが太い足に絡みつく。ロープは蛇のようにうねうねと動き、必死に逃げようとする巨人を拘束した。

　ミーナが魔術を使ったのだ。ナイスフォローである。

「よしよし、うまくやったな。いきなり逃げだすとは、どこまでも小悪党なやつらだ」

「ちょっとお！　子ども扱いしないでよムカつくから！」

　小さな頭を優しく撫なでたら邪険に振り払われてしまった。ちまっこいエルフをイジるのはあとにして、俺はジタバタともがきつづけるフィルボルグに目を向ける。

「い、命だけは助けてくれ……っ！　さらった娘たちは返すっ！　もう悪いことはしないと誓うっ！　だから許してくれええ……我はまだ死にたくないのだああああっ！」

　いかめしい面を涙と鼻水でぐちゃぐちゃにして泣きわめくフィルボルグ。

　ここまで往生際が悪いと、逆にすがすがしい。

「たぶん助けたら逃げるか裏切るよな、こいつ」

「引っかかったなバカめ！　とか言って、うしろから殴りかかってきそう」

「ぎくっ！」

　ぎくっ！　じゃねえよ。やる気満々じゃねえか。

　とはいえここまで開き直って情けなく命乞いする相手に、容赦なくトドメを刺すのは抵抗がある。

　だからといって生かしておけば、またどこかで悪事を働くだろう。

　さて、どうしたものか。

　考えあぐねた俺はかぎづめでポリポリと首をかく。

　すると妙案が閃ひらめいた。

「せっかくだしこいつに賭博場カジノを運営してもらおうぜ。俺たちは裏から支配して、賭博場のあがりを活動資金にあてればいい。……そのほうが姫を奪う計画に専念できるだろ？」

「でもそんなにうまくいくかしら。こいつが真面目に働いてくれると思う？」

　ミーナが当然の懸念を口にする。

　ところがその問題は、容易に解決することができるのだ。

「大丈夫だよ。こいつは忠実な下僕になってくれるから」

　俺はそう言って、首にはめたままの〈隷属の首輪〉を外してみせる。

　すると彼女もこちらの意図を理解してか、にっこりと笑みを返してくれた。

　首輪を持ってフィルボルグに近づくと、ベルトの部分がしゅるしゅると伸びていく。

　さすがはマジックアイテム。

　相手に合わせて長さを調整してくれるのか。

「そういうことでよろしくな。今後は俺たちのためにきりきりと働いてもらうぜ」

「ちょ……なんだ！　お前たち！　我に何をするつもりだああああっ！」

　哀れなフィルボルグの叫び声が、場内に響きわたる。

　こうして俺たちは賭博場を──いや、竜りゆう賊ぞくのアジトを手にいれた。










　竜骸都市マハーカーラに召喚されてから、早くも四日が経過していた。

　このころになると、さすがに俺もこの世界の生活に慣れてきたようだ。

　ドラゴンの身体からだはさほど睡眠を必要とせず、竜りゆう賊ぞくとしての朝はいつも早い。

　竜骸都市の日の出は地球と同じくらい美しいもので、黒一色の空は徐々に燃えるような橙だいだい色いろに、そして不思議な薄紫色へと変じていく。

　最近になって知ったのだが、都市の空が薄紫色なのは大気中に満ちた霊素の影響だという。言われてみればミーナが魔術を霊素で強化したときや、フィルボルグが秘術を使ったとき、その身体は薄紫色に輝いていた。つまり霊素は薄紫色なのだ。

　俺の寝室は賭博場カジノの──今はアジトになった建物の二階にあり、かつてフィルボルグの一人が使っていた部屋を利用している。

　ちなみにミーナは同じ階の別室を使っており、残念ながら今のところ、彼女とベッドをともにしたことはない。

　最近の日課として、起きたらまずは鱗うろこを磨くことにしている。部屋の隅に置かれた瓶から水をすくい、木綿布をまんべんなく濡ぬらしてから、身体をゴシゴシと擦こするのだ。

　お次は歯木と呼ばれる木片に持ち替えて、牙とその間を丁寧にこそいでいく。

　こうして身だしなみを整えたら腰巻と、首輪の代わりに新調したマフラーをまとう。

　ドラゴンになったからといって──いや、ドラゴンになったからこそ、俺は誰よりも身なりに気をつけなければならないと考えている。

　牙や尻尾を生やした今の自分が清潔感を失えば、それこそ粗野で凶暴なモンスターに見えてしまうことだろう。

　寝室を出たあとは一階の支配人室に向かう。

　革張りの豪華な椅子に腰を下ろしてしばらくすると、ノックの音が聞こえてきた。

　俺が「どうぞ」と答えると、ウサギのような耳を生やした三人の美少女が入ってくる。

「おはようございます。ご主人様」

　真ん中の子が俺に向かって挨拶すると、少女たちは揃そろって深々とお辞儀をする。

　お察しのとおり、彼女たちはフィルボルグに囚とらわれていたバニーボーイの妹だ。

「……ああ、おはよう。お兄さんは元気かな？」

「現在はご主人様の御指示に従って、周辺地域の治安回復に尽力しております」

「具体的には恐喝や窃盗、麻薬の密売などの犯罪行為の厳格な取り締まりですね」

　俺に挨拶した子とは別の子が入れ替わりで、近況について報告してくれる。

　賭博場にいたバニーボーイは【クロック】という名前で、フィルボルグたちの支配に抵抗していた〈アウトサイド〉の自警団を率いるリーダーだった。

　だからこそ三人の妹は狙われ、卑劣にも誘拐されたのだが──フィルボルグが通りすがりのドラゴン俺に倒されたことで、彼女たちは無傷のまま救出されたわけだ。

　現在のクロックはさきほど報告にあったとおり、以前と同じく自警団を率いて治安回復のために活動している。……何な故ぜか俺が新しいリーダーみたいになっているが。

　クロックの妹であるバニーガール三姉妹は、結果的に命を救った俺に相当な恩義を感じたらしく、竜りゆう賊ぞくの家来として住みこみで働くことになった。

　三姉妹は長女から順に【ぺぺ】【ロロ】【ヨヨ】という名前で、ただの可愛かわいいウサギ娘というだけでなく、非常に優秀な部下でもある。

「場内のリニューアルも順調に進んでおります。建物の改装や従業員の接客態度の見直し、私たちバニーガールのダンスショーなどライト層向けのサービスを向上させた結果、徐々に〈インサイド〉からの顧客が増加しているようです」

「このままイメージアップ戦略を進めていけば、今後はファミリー指向の賭博場カジノとして広く認知されていくでしょう。スロットマシンの第一号を導入したところ非常に好評なようですし、ご主人様からご提案いただいた期間限定イベントなどの催しを合わせて実施していけば、さらなる業績の成長が期待できるかと思います」

「お、おう……。なんつーか、いつもご苦労様です」

　早口でまくしたてられたので、賭博場の運営が順調なことくらいしか理解できない。

　フィルボルグが三姉妹を誘拐したのは、もしかするとエロ目的だけではなかったのかもしれない。

　何かの折に地球のラスベガスについて話したところ、彼女たちはその集客のノウハウを即座に理解し、賭博場の運営に取りいれて莫ばく大だいな利益を上げたのだ。

　さらには仕組みを聞いただけで何もないところからスロットマシンまで作ってしまうのだから、ある意味ドラゴンよりよっぽどチートなスペックである。

　このまま表の支配人をフィルボルグに、実質的な業務を三姉妹に任せておけば、竜賊の活動資金は潤沢に集まるだろう。

「フィルボルグや賭博場の顧客から集めた情報につきましては、こちらの資料にまとめまておきましたので、のちほどミーナ様とご相談なさってください」

　三姉妹の真ん中の子──ロロが俺の前に来て、分厚い紙束を手渡してくる。

　そういえば都市の情報を集めるようにと、ミーナが彼女たちに頼んでいたような。

「直接ミーナに渡したほうが早かったんじゃないか？　どうせ俺は読めないんだし」

〈竜りゆう言げん語ご〉の自動翻訳が文字に反映されないがゆえに、俺は手渡された文書に目を通すことができない。竜骸都市マハーカーラで暮らすうえで一番のネックがこれである。

　ところが三姉妹は揃そろって「何をおっしゃいますか」という表情を浮かべ、

「私はカイ様に感謝されたいのです」

「できればご奉仕もしたいのです」

「可愛がってもらいたいのであります」

　三匹のウサギが急に目の色を変えて、グイグイと迫ってくる。

　……あ、ちょっと厄介なことになってきたぞ。

　彼女たちは非常に優秀で、そのうえ俺に恩義を感じているのだが──なりふりかまわず求めてくるというか、ぶっちゃけ愛が重くてめんどくさいのである。

　しかも三人同時ににじりよってくるせいで、襲われるのではないかと錯覚してしまう。

　これではどっちがウサギかわからない。どう対処したらいいかもわからない。

　黙っていたら彼女たちがドレスの紐ひもをほどきはじめたので、俺は慌てて言った。

「なんで服を脱ぐんだよ！　行動に脈絡がなさすぎるだろ！」

「少し暑かったので」「ので」「ムラムラしたので」

「今日はまだ涼しいし、最後のやつにかぎっては素直でよろしいが言い訳にならないからな？　とにかく朝っぱらからエロゲーみたいなノリはやめろ」

「本当はこういうの好きなくせに」「ねえー」「正直になっちゃいなよ」

　俺が呆あきれていると今度は「私たちって魅力がないのでしょうか……？」なんて涙目になるし、こいつらマジめんどくせえ。

　三姉妹は本当に俺が大好きらしく、頼めばなんでもしてくれそうな気配すらある。

　個人的には積極的にアピールするタイプより、清せい楚そで慎つつましい子のほうが好みなのだが。

「感謝されたいなら働け。ご奉仕したいなら情報を集めろ。可愛かわいがってもらいたいなら礼節をわきまえろ。言っておくけど俺は、家来を甘やかすつもりはないからな」












　ドラゴンの威厳を取り戻して告げる。

　三姉妹は素の態度を改めて忠実な部下の表情に戻り、ハキハキとした仕草で敬礼する。

「了解いたしました！　頑張ればご褒美があるということですね！」

「働きますご奉仕します！　だから色んなプレイしてください！」

「三人まとめてお相手願います！　トライアングルアタックですよ！」

　待て待て。そういうつもりで言ったんじゃない。

　しかし訂正するよりも早く、三姉妹は本来の業務に戻るべく颯さつ爽そうと部屋から出ていってしまう。

　くそ、なんてマイペースなやつらなんだ……。

　もしかすると俺は近いうちに、三姉妹のトライアングルアタックの餌食になってしまうかもしれない。

　いったいナニがどうなるのか、まったく興味がないわけではないけど。







　俺がアジトや周辺地域の環境改善に力を入れている間、ミーナには都市の情勢や魔皇アスラたちの勢力関係、そして錫姫シヤクテイの所在について調べてもらっている。

　といっても口封じの追手から身を隠したまま情報を得るのは難しいので、俺たちは賭博場カジノの顧客を利用することにした。

　従業員のバニーガールが世間話をよそおってオフレコの話を聞きだしたり、ゲームに熱中して負債を抱えた顧客から情報を買ったりするわけだ。

　そんなわけで俺は、三姉妹が集めた情報の紙束を小脇に抱えてミーナのもとへ向かう。

　今の時間だとたぶん、場内の地下室にいるはずだ。

　狭く暗い階段を降りたあと、俺はかぎづめで地下室の扉をコツコツと叩たたく。

「おーい。情報が集まったから見てもらいたいんだけどさー」

　しばらく返事を待ってみるものの、扉は沈黙を保ったままである。

　ドラゴンの感覚が気配を察知しているから、彼女が地下室にいるのは間違いない。

　どうせまた、おかしな実験に熱中しているのだろう。俺はそのまま中に入ることにする。

　ミーナは賭博場の倉庫だった地下室を、魔術の実験室として利用している。

　竜りゆう賊ぞくの活動に必要な情報を分析するかたわら、潤沢な資金で買い集めた器具や魔術素材を用いて、様々な実験を行っているのだ。

　やがて奥からミーナの声が聞こえてくる。

　俺に返事をしたのかと思ったが、どうやら別の誰かと話しているようだ。

「だ、だめよ。わたしたち……まだ知りあったばかりなんだから」

「だけど俺は君をはじめて目にしたときから、その美しい姿に心を奪われてしまったんだ。ああ、なんて罪な女の子だ……。いっそのこと食べてしまいたい！」

「待って！　まだ心の準備ができてないのっ！」

　ミーナが隠れて他の男としっぽりやっていたら、俺はショックを受けたかもしれない。

　しかし彼女が話している相手は──壁に立てかけられた鏡なのだ。

「よし、シミュレーションは完璧。うっかり嬉うれしそうな顔なんてしちゃったら、絶対にあいつ調子に乗るもんね。そりゃ出会ったときから助けてもらってるし、この前なんて命がけでかばってもらったし……ちょっといいかなって思わなくもないけど」

　ミーナは鏡に向かって「壁ドンされたときはこうかな？」とか言いながら入念に表情を確認している。

　竜骸都市マハーカーラに壁ドンの概念があるとは驚きだ。

　早くもツッコミを入れたくてウズウズしてくるが、俺はもう少し彼女の一人芝居を楽しむことにする。

「あくまで自然な感じで、そうそうわたしはカワイイ。ミーナちゃんカワイイ。どうしてこんなにカワイイのかしらミーナちゃん」

　ミーナは魔法の鏡に問いかける魔女さながらに、可愛かわいく見える仕草を研究しはじめる。

　計算高いくせにバカっぽいところが、彼女が持つ一番の魅力だろう。

　とはいえ本人は真面目にやっているらしく、鏡に向かって真剣な表情で、

「わたしはウサギ娘に負けたりしないんだから。今すぐ抱きしめたいミーナちゃんオーラに比べたら、三姉妹のインパクトなんてステーキの付け合わせね。あいつらが色目を使ったところでカイは──お？」

　あ、やべ。気づかれた。

　俺を見つけたミーナは、呆ぼう然ぜんとするあまりハニワみたいな顔になっている。

「い、いいいいいいつからそこにいたのっ？」

「用事があったからさっき来たところだよ。どうせまた魔術の研究でもしてたんだろ。ノックしたのに返事がねーし、呪文みたいなのブツブツ唱えてたし」

「ああああ、あああうん！　そうそう魔術の研究！　ごめん気づかなかった！」

　この場合の正しい作法は「え？　なんだって？」だと思うので、俺は臆面もなくしらを切ることにした。

　するとあからさまにほっとした様子のミーナは、動揺を隠すように髪をかきあげると、

「で、どんな用事なの。わたしに話があるから来たんでしょ」

　そう言った彼女はとても可愛らしく見えたので、鏡で研究した成果はあったらしい。

　俺は「今すぐ抱きしめたいミーナちゃんオーラ出てるよ！」と言いたくなる衝動をぐっとこらえて本題を切りだす。

「三姉妹が集めた情報を文書にまとめてくれてさ。俺は文字が読めないから内容を確認してくれ。そのあとで今後の具体的な計画について話しあおう」

「そうね。やらなくちゃいけないことは山積みだし」

　ミーナは分厚い文書をパラパラめくると隅のテーブルにぽんと置く。

　そして彼女自身も「よいしょ」と卓上に腰かける。

　まさか今ので読み終えたのだろうか。天才を自称するだけあって驚くほどの速読だ。

　隣に座るスペースはないので、俺は床にあぐらをかく。角度的に彼女のスカートから白いものがチラチラと見えるが、こういうところはきっと無自覚なのだろう。

「フィルボルグたちは自分の意志で〈アウトサイド〉に来たわけじゃなくて、煉れん獄ごく卿に雇われた工作員だったみたいね。本人に聞いたら素直に白状してくれたってさ」

「俺が聞いたわけじゃないから、首輪の従属効果は関係なしに自供したってことか」

「あいつも開き直ったんじゃないの。アグニは忠誠を誓うような相手でもないだろーし」

　ポーカー勝負をしたときに煉獄卿のカードは見た記憶がある。

　炎をまとった魔神の絵柄──つまりアグニは俺をぶっ殺した幼女詐欺の魔皇アスラだ。

　錫姫シヤクテイをさらって元の世界に戻る前に、あいつとの決着はつけなければなるまい。

「銀ぎん腕わん卿きようナーザの領土である〈竜の具足テイルナノグ〉を荒らすために、アグニが手下を送りこんでいたって話だよな」

「珍しい話じゃないけどね。魔皇たちは休戦協定こそ結んだけど、水面下では今も抗争を続けてるから。結局のところ魔皇の一番の敵は、同じ力を持つ他の魔皇ってわけ」

　いわゆる内輪モメ──いや、国家間の冷戦のほうが近いか。

　十二の魔皇を【個別の世界を総すべる超常者】として考えるなら、彼らは結束した一大勢力ではなく、それぞれがまったく異なる文明圏を領土とする独裁者である。

　だとすれば裏工作や小競り合いは当たり前。

　あわよくば相手の支配領域を侵略してやろうと考えても、なんら不思議はない。

　しかし敵として見た場合、結束しているよりも足を引っ張りあっているほうが崩しやすい。当然ながらミーナも同じ考えらしく、竜りゆう賊ぞくとして活動する心構えとして、

「今後も正体は隠しておくべきね。フィルボルグの件にしたって、まさか通りすがりのドラゴンにしてやられたなんてアグニは考えもしないはずだし」

「状況的に銀腕卿とやらが手を打ったと考えるだろうな。……同じ理屈で俺たちが錫姫をさらったとしても、あいつらは真っ先に他の魔皇の関与を疑うわけか」

「そういうことね。コソコソ動くのはカイの性に合わないかもしれないけど、疑心暗鬼になって自滅していく相手を見るのだって爽快でしょ」

「了解だ。どうせならスマートにやろう」

　確かに憎きアグニの計略を一つ潰したと思うと、なかなか気分がいい。

　さて、次はどこで何をしてやろうか。

　しかし会話がより具体的な方向に移ると、ミーナは急に歯切れが悪くなった。

「うーん……まだ情報が足りないかな。とくに錫姫の所在なんて機密扱いで噂うわさ話ばなしくらいの内容しかないし、信しん憑ぴよう性せいに難がありそうだから慎重に吟味したほうがいいかも」

「つっても時間は限られてるよな。たった一年で十二人もさらわなくちゃいけないんだから、なるべく早めに行動を起こしたほうがいいんじゃないか」

「時間がないからこそ慎重に動くべきよ。錫姫をさらうのに一度でも失敗したら警備はずっと厳重になるし、そもそもそこで全てが終わっちゃうかもしれないんだから」

　ぐうの音も出ないほどの正論だ。

　ミーナはテーブルを降りると俺の前にやってきて、たしなめるように言った。

「ウサギ娘たちをこき使ってやりなさいな。この文書だって本当はケチをつけてやりたいけど、たかだか数日で集めた情報としては大したもんだわ」

「押しかけてきたときはどうしたもんかと思ったけどな。実際よく働いてくれているよ。……だから俺が見てないところでいじめたりするんじゃねえぞ。あいつらは精一杯やってるし、そもそも家来として働かせる道理なんてないんだからさ」

　俺が念のため釘くぎを刺すと、ミーナは機嫌を損ねたのか鼻をふんとならし、

「ピュアなわたしがそんな姑こ息そくな真ま似ねすると思う？　ケチョンケチョンにしてやろうと文句を言ったところで、逆に言い負かされて泣いちゃうのがオチよっ！」

「うん、まあ……威張るようなことでもないけどな」

　そのあとも「だって三対一なのよ……あいつら卑ひ怯きようでしょ」と呟つぶやいていたから、案外ミーナのほうがバニーガール三姉妹に苦手意識を感じているのかもしれない。

　なんにせよ優秀な家来なのは間違いない。だから彼女たちが有益な情報を集めるまで様子を見るのが、今の俺が取るべき正しい選択なのだろう。

　しかしそうなると、今のところやることはない。

　俺は少し考えたあと、隣に座りなおしたミーナに提案する。

「このあと街に出かけてみないか。今のところ口封じの追手が襲ってくる気配もないし、賭博場カジノをアジトにしてから部屋にこもってばかりだったからさ。たまには外の空気を吸いたいんだよ」

「もしかしてデートに誘ってるつもりなの、それ」

　ミーナがけげんそうな表情で問いかける。

　とくに意識して誘ったわけではないものの、女の子と二人で出かけるのだからデートと言えなくもないか。

　しかし出会ってからほぼずっといっしょにいるくせに、いきなり甘酸っぱい青春ワードをぶつけられると、俺としては少々戸惑ってしまう。

「まあ聞いてくれよ。今後は竜りゆう賊ぞくとして活動するにあたって、囚とらわれの姫をさらっていかなくちゃならない。自分が白馬の王子さまだったらどんなによかったかと思うが、ご覧のとおりドラゴン様だ」

　俺はそう言って牙を剝むきだしてみせる。

　しかし彼女もドラゴンのあしらい方に慣れてきたのか、はいはいと肩をすくめて、

「もしくはワニくんかヤモリさんね。おまけにデリカシーがなくてバカでスケベ」

「自覚はあるから否定しないぞ。俺からすれば錫姫シヤクテイたちは地球人のお仲間だけど、召喚される前から面識があったのは一人だけだ。もしかするとその知り合いの子ですら、変わり果てた今の俺を見たら怯おびえてしまうかもしれん」

　思いがけない言葉だったのか、ミーナが息を詰まらせる。

　俺はすでに人間であることをやめていて、角や尻尾が生えたドラゴン──つまり地球人の尺度で認識するなら純然たるバケモノだ。

　普段はなるべく考えないようにしているが、ときには向き合わなければならない事柄だ。

　ミーナの表情が曇ってきたので、俺は慌てて言いつくろう。

「勘違いするなよ。おかげで今もこうして生きているわけだからな。後悔はないし悲観だってしないさ。……俺が言いたいのはもっと現実的かつ実際的な問題だ。デリカシーがなくてバカでスケベなドラゴンがお姫さまをさらうのなら、どうにかして警戒させずに相手をエスコートする方法を学ぶ必要がある」

　言い訳みたいな言葉を、内心の動揺を悟られないよう早口でまくしたてる。

　我ながら見苦しいなと思いつつも、姿勢を正してミーナと向き直う。

「で、ちょうどいい具合にお手軽な訓練相手がいるわけだ」

　俺がビシッと指さすと、ミーナはものすごく微妙そうな顔をした。

　まあそりゃそうだ。

　照れ隠しでやってる自覚があるだけになおさら始末が悪い。

　しかし彼女は大きくため息をつくと呆あきれたような調子で、

「そこまで言うならつきあってあげるわよ。だけどくれぐれもお手軽な女の子だなんて思わないことねっ！　わたしが男性に求める水準はかなり高いんだからっ！」

「お、おう……。ありがとな」

　ミーナはわざとやってんのかと思うほど、ツンデレっぽいセリフを吐く。

　鏡の前でシュミレーションを重ねたはずなのに、嬉うれしそうな表情がばっちり顔に出てしまっている。

　こういうところは本当に可愛かわいいなあと、俺は不覚にも思ってしまった。







　竜骸都市マハーカーラは数多あまたの世界が交じりあった空間に存在するため、十二の地区はそれぞれが独立した気候に属している。

　俺たちが活動拠点に選んだ〈竜の具足テイルナノグ〉は地中海風の温暖な気候であり、現在の時節は夏季に相当するため、ミーナと並んでアジトを出たときには、外の空気は鱗うろこがヒリヒリするような暑さに包まれていた。

「さてどこに行こうか。希望があるなら言ってくれ」

「せっかくだからカイが行ったことのないエリアを見てまわろっか」

　隣にいるミーナがそう言って歩きだしたので、俺はあとをついていく。

　彼女はおでかけ用の白いワンピースに着替えており、黒いチュニックの魔女っ娘こルックを見慣れているだけに、リゾート地のお嬢様めいた衣装はなかなか新鮮だ。

「転移船や飛空艇を見てみたいな。でっかい乗り物なんてまさに男のロマンだよ」

　前を歩く彼女の背中に話しかける。

　ノースリーブからのぞく白い肩がやけにまぶしい。

　俺は遠回しに都市の港である〈ポートサイド〉に行こうと提案したわけだが、

「今日は〈インサイド〉に行くの。表通りのほうはまだ見てないでしょ」

「最初の日に酒場でメシを食っただけだしな。街の中心部がどんな感じか知らないといえば、確かにそうかもしれないが」

「あの辺りは色んなお店があるから楽しいわよ。ほら、もっとシャキシャキ歩いて」

　ミーナは強い調子で言うと、俺のかぎづめの先っちょを握って再び歩きだす。

　手を繫つないだような状態はまさしくデートだが、彼女の様子に少し違和感を覚える。

「もしかして最初から表通りに行くつもりだったのか？」

「べ、別にそういうわけじゃないけど」

　しかし俺がじっと見つめるとミーナはいきなり敬語になって、

「フリフリの可愛かわいいドレスを買って美お味いしいデザートが食べたいデス」

「だったら最初からそう言えよ……」

　いわく欲望に忠実な自分が恥ずかしかったらしい。今さらのような気もするが。

「賭博場カジノを手に入れて以降、竜りゆう賊ぞくの活動資金はありあまるほどだからな。日ごろの感謝の意味もこめて、今日はなんでも買ってやるよ」

　俺がそう伝えると、ミーナは散歩に連れていってもらう犬みたいにはしゃぎだす。

　ドレスとデザートにあっさり釣られるとは、やっぱりお手軽な女の子じゃねえかと思わなくもないが……せっかく上機嫌になったのだから、ツッコミは入れないでおこう。

　そんなわけで俺たちは〈インサイド〉の中心部である表通りに足を運ぶ。

　竜の太ふと腿ももの内側を沿うようにして伸びる街路は十二界から来た来訪者でごった返しており、あらゆる種類のファンタジーを無理やり満員電車に押しこんだような表通りの状況は、今まで見た中でもっとも不条理な光景だった。

　両手がカマキリのお婆ばあさんや宝石頭の兄ちゃんとすれ違いつつ、ミーナと並んで道なりに進む。都市の生活に慣れてきたとはいえ、通行人をいちいち観察していたら頭がクラクラしてきそうだ。

　ミーナのワンピースに意識を集中しているうちに悪夢か幻覚めいた雑踏を乗り越え、気がつけば俺は、衣料品やアクセサリを取り扱う小売店ブテイツクに到着していた。

　豪ごう奢しやかつ上品な内装と静かで落ちついた雰囲気の店内に、ほっと胸をなでおろす。

　やたらとシュールで騒がしい通りに比べたら天国のような空間だ。

　そしてミーナにとってもこの場所は天国だったらしく、

「ああ……セレブ御ご用よう達たしの高級ブランド……わたしの夢と希望の全てがここに……」

　ミーナは店内に展示された華やかなドレスを眺めながら、顔にモザイクをかける必要があるんじゃないかと心配してしまうほどの恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　俺が呆あきれて背中を小突くと、異世界スイーツ女子のエルフは「はっ！　トリップしてたわ！」と呟つぶやいて、素面しらふとは思えないテンションで店員さんに話しかける。

　羊みたいにモコモコした体毛を生やした店員さんは営業スマイルを浮かべつつ、エルフな彼女とドラゴンな俺を交互に見て、

「あらあ。素敵な組み合わせですねえ。流は行やりの異種族交際ですかあ？」

「異種……？　まあ、そうだな。美女と野獣のカップルだよ」

「またそうやって調子に乗るんだから……。おまけに美女だなんて、もう」

「お前が野獣な」

「そうそう、エルフだぞガオーなんっつてね……はあ!?」

　若手芸人が見たら自信をなくしそうなくらい、見事なノリツッコミを決めやがる。

　しかし可愛かわいいドレスを眺めているうちに、ミーナは俺にからかわれたことなんてすっかり忘れてしまったようだ。野獣さながらの勢いで試着室に消えていく。

　そのまま待つこと数分。

　店員さんおすすめのドレスを試着したミーナが、俺のところにやってくる。

「ど、どう……？　こどもっぽくないかな？」

　彼女はそう言って優雅にくるりと舞ってみせる。

　バラの花びらのようなレースで飾られた、見るからに高級そうな赤いドレス。

　店員さんいわく赤いドレスは名のある職人の手によるものらしく、計算されつくされたデザインは背丈の低い彼女を幼く見せるどころか、魔性の女めいた艶なまめかしい色気すら帯びさせている。












　ドレス姿の披露に若干の恥じらいがあるのか、頰ほおをレースと同じ色に染めてはにかむ彼女の表情を眺めていると、今度は俺が平静さを失ってしまいそうになる。

「こどもっぽくないよ。むしろエロい」

「エロ……？　それは喜んでいいのかなっ？」

「喜べ喜べ。今すぐ抱きしめたいミーナちゃんオーラはちゃんと出てるから」

「ほんと？　じゃあこのドレスは購入っ！」

　手足をバタバタさせて喜びを表現したせいで一気に幼く見えるようになったものの、ミーナは大はしゃぎで店員さんのところに行って購入の手続きをはじめる。

　試着したドレスはいわゆる仮合わせで、ミーナのスタイルに合わせて縫製したオーダーメイド品をあとで受け取るシステムなのだという。

　というわけで今日のところは会計だけ済ませて、俺たちは手ぶらのまま外に出る。

　次の店に向かおうとしたところで、ミーナがぽつりと言った。

「あれ？　今すぐ抱きしめたいミーナちゃんオーラ……？」

　げ、まさか時間差で気づきやがるとは。

　反応なかったからセーフかと思ったのに。







　今朝に作ったばかりの黒歴史を見られていたことを知って、ちまっこいエルフの内に潜むモンスターが暴れだしたらしい。

　ぷんすかと拗すねるミーナの長い耳は、今やドラゴンの角と同じくらいピンと尖とがっている。

　せっかくのデートなんだし、早いところ機嫌を直してもらいたいところだ。

「お詫わびに何か買ってきてやるからさ。希望があるなら言ってくれよ」

「じゃあマンドレイクベリー・エクストラポーションフラペチーノ。キャラメルナッツとアンブロシアソースのトッピングも忘れないで。サイズはヴェンティね」

「マンドレ……？　いや、すまん。もう一回頼む」

　俺が困ったような表情を浮かべると、ミーナは満足そうにクスクスと笑う。

　この様子だと機嫌はとっくに直っていて、さきほどの仕返しに俺をからかいたかっただけなのだろう。一杯食わされた感もあるが、意外と悪い気はしない。

「……やっぱりいっしょに行こうぜ」

「そうね。自分で注文したほうが早そうだし」

　てなわけで俺たちは、異世界スタバ的なオープンスタイルの酒場で休憩することにした。

　それこそデート中のカップルみたいに、同じテーブルに向かいあって座る。

　ドラゴンとエルフのアンバランスな組み合わせでも違和感なく周囲に溶けこんでしまうところは、どこまでもカオスな〈インサイド〉の誇るべき長所かもしれない。

「通りを少し見てまわっただけなのに、けっこうくたびれたわね」

「とにかく人が多いからな。人でもないやつも多いけど」

　俺はそう言って、ネコ耳の店員さんが持ってきたホット・チョコレートに口をつける。

　地球にも同じ飲みものがあったと思うが、竜骸都市マハーカーラで提供されるものは唐辛子に近い香辛料が混じっているのか、やけに刺激的な味わいだ。

　ミーナはマンドレイクなんちゃらフラペチーノを早くも飲みきると、この地区の南端で獲とれるという空を泳ぐ魚のムニエルと、ガパオライス的な米料理をセットで平らげようとしていた。

「ほおおひはあうのんおほううあ、はおあいえ」

「何言ってんのかわかんねーから、食い終わってから喋しやべれ」

　今日みたいなワンピースならお嬢さまみたいに見えるのに、仕草が残念すぎて損をしている。ミーナは口の中のものを食べきったあと、酒場のテラスを隔てた先で行き交う群衆を眺めて言った。

「十二界の来訪者は活気に満ちた〈インサイド〉の街並みを見て、支配者である銀ぎん腕わん卿きようナーザの手腕を褒め称たたえるの。他の地区と比べるとここは豊かだからね」

「俺からしたらただのクソ野郎だけどな。てめえの都合で何も知らない女の子を呼び寄せて監禁したあげく、最後は食っちまうつもりなんだから」

「だとしてもナーザを最初から敵に回すのは得策じゃないわ」

「そうなのか？　近場にいるから情報を集めやすいし、むしろ最初に錫姫シヤクテイを奪う相手として最有力だと思ったんだけどな」

　意外に思って俺が首をかしげると、ミーナは追加で注文したフルーツパフェを動物の角で作られたスプーンで器用にすくいつつ、

「ナーザの支配地区を活動拠点に選んだからよ。他の魔皇アスラをターゲットにするなら計画が失敗しても〈竜の具足テイルナノグ〉に逃げ帰るだけでやり直せるけど、逆の場合はそうもいかないでしょ。わたしたちの正体がバレたとしても、ナーザにケンカを売っていなければ、まっさきに銀腕卿の関与が疑われるはずだしね」

「なるほど。懐に潜りこんだついでに隠れみのとして使うわけか」

「ふたひっひぇはほまひいへひょ」

「だから食いながら喋るなって……」

　ちなみに「わたしって頭いいでしょ」と言ったらしい。

　最後はバカっぽかったけどな。

「あとは相性の問題もあるかしら。一口に魔皇といっても、家来を含めた組織力がヤバいタイプとか謀略を駆使して相手を陥れるタイプとか、色んな強さがあるわけよ」

　ミーナはそう言ったあとで「といっても魔皇の強さなんて言い伝えや噂うわさ話ばなし程度だから、もっと情報を集めないと真偽はわからないんだけど」と注釈を入れる。

「ナーザの別名は闘争狂──つまり純粋に戦闘を楽しむゴリゴリの武闘派なの。個人としての強さは魔皇の中でもトップクラス。カイにドラゴンの力があるといっても、もし戦うことになったら絶対に無事じゃすまないわ」

「……最初に狙うべき相手じゃないってのはよくわかったよ。だけどそれなら、どの魔皇アスラをターゲットにするかをきちんと考えないとな」

「そうねえ。なるべくカイと相性がよさそうなやつから狙ったほうが──」

　そこで向かいに座るミーナの声が、急に聞きとりづらくなる。

　表通りのほうで何かあったのか、テラスの向こう側が騒がしくなったのだ。

　酒場の客がバタバタと外に出る。

　麦酒エールを運んでいたネコ耳の店員さんまで慌ただしく通りすぎたので、俺たちも好奇心に駆られて表通りの様子を見にいく。

　すると飛びこんできたのは──耳をつんざくほどの凄すさまじい歓声だった。

　群衆は揃そろって街路の端に寄り、さらに過密した状態を作りだしている。

　おかげで表通りは中央が開き、最初に見たときよりも道らしくなっていた。

　遠くからガンガンシャラシャラと歓声に負けじと騒々しい音色を奏でながら、列を組んで闊かつ歩ぽする巨大な群れが近づいてくる。

　俺の脳裏によぎったのは、夏祭りの御お神輿みこしだ。

　直後にミーナが呟つぶやいた言葉からすると、その連想はあながち間違っていないらしい。

「銀ぎん腕わん卿きようナーザが来訪者向けにパレ─ドをやってるみたいね。そんな情報は聞いてなかったから、突発的な催しゲリライベントなのかしら」

「しかしとんでもねえ騒ぎだな……。ロックスターのライブだってこうはならねえぞ」

　ミーナが振り向いて小首をかしげる。

　俺のたとえがわからなかったのか、それとも周りがうるさくてよく聞こえなかったのか。

　やがてパレードの全容が見えてくると、群衆が熱狂する気持ちを理解できた。

　青森のねぶた祭りとブラジルのサンバとパリコレを合体させたような絢けん爛らん豪ごう華かかつ独創的な一群が、次々と目の前を通りすぎていったのだ。

　クジャクのような羽を生やした象や黒光りする鎧よろいをまとった犀さいのような動物が、お行儀よく隊列を組んで歩いている。

　俺があっけにとられていると、隣のミーナが呟く。

「ナーザがパレードに加わってる可能性は高いわね。もしかすると錫姫シヤクテイも参加させられているかもしれないけど……」

　パレードは示威行進の意味合いが強いのだろう。

　目の前の一群はきっとナーザ配下のモンスターで構成されている。

　これだけの規模の戦力が揃っていると、真っ向からケンカを売りに行くどころか、うかつに近づくことすらできない。

　いずれは敵対する相手だとしても、やはり今はそのときではないのかもしれない。

　たとえ手の届く位置に囚とらわれた女の子が──俺が奪うべき錫姫がいたとしても。

　せめてもの抵抗として、パレードから目をそらさないようにする。

　そして見つけたのだ。

　巨大な象が担ぐ神輿みこしのような鞍くらの中で。

　銀色の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ超常者と──その隣にいる姫を。

　俺が指さすと、ミーナも魔皇アスラと錫姫シヤクテイがどこにいるのかわかったようだ。

「すごくきれいだけど、なんだか暗そうな感じね。カイはあの子のこと知ってるの？」

「最初は知らない子だと思ったさ」

　ミーナが不思議そうな顔をする。

　しかし今は説明する気になれなかった。

　群青色のドレスをまとう錫姫は確かに美しかった。

　しかし同時に憂いを帯びた表情も相まって、夜の海のように儚はかなげに見える。

　華やかで騒がしいパレードの中で彼女だけがぽつんと深い影を落としているような、全身でこの世の不幸と絶望を体現しているかのような、あまりにも陰気な佇たたずまいだ。

　だから知らない子だと思った。

　だから我慢がならなかった。

　よく知っているはずの女の子が──明るかったリオが別人のようになっていて。

「やっぱり近くにあるものから手にいれようぜ」

「……なんだか訳ありみたいね。わたしは別に構わないけど」

「ごめんな、色々と考えてくれたのに」

　ミーナは無言で背中をぽんと叩たたいてくる。本当に頼りになる相棒で涙が出そうだ。

　俺は姫を奪う盗賊で、凶暴なドラゴンだ。

　欲しいものは必ず手にいれる。

　奪われたものは必ず奪いかえしてやる。

　たとえば記憶の中に残る──クラスメイトの笑顔とかを。

「そうと決まれば、あのお姫さまのために白いスコートを用意しておこう」

「何それ？」

　ミーナが聞き返したちょうどそのとき、俺の知らない表情を浮かべたリオが、目の前を通りすぎていく。

「彼女はテニス部のエースだからな。あんな陰気なドレスよりずっと似合うはずさ」







　リオをさらう計画を実行に移すまでに一週間ほどかかった。

　もう少し準備に時間がかかるかと予想していたものの、ナーザの本拠地に潜りこむチャンスは拍子抜けするほど簡単に転がりこんできた。

　というよりターゲットである銀ぎん腕わん卿きようナーザから招待を受けたである。

　魔皇の居城で催される──晩ばん餐さん会かいの賓客として。

「アニキたちはオレの部下ってことになってます。つっても自警団の上下関係なんてアバウトなもんすから、いつものノリで話してもバレないとは思うすけどね」

　今回の作戦に協力してくれたバニーボーイのクロックが説明する。

　ヤンキーの舎弟みたいな敬語で話すようになった彼は、俺から受けた恩義を返すことができて嬉うれしそうだ。

　実は晩ばん餐さん会かいに招待されたのは俺たちではなく自警団で、〈アウトサイド〉の治安回復活動がナーザに評価された結果なのである。

　といっても彼の妹であるバニーガール三姉妹が、賭博場カジノの顧客を使って裏で根回しをしていたりするのだが。

「念のため目立たないようにしておくけどな」

「変なことして恥をかかせないでね」

　半裸のドラゴンボディに蝶ちようネクタイだけつけた俺のマヌケな姿を、ミーナが鼻で笑う。

　今日の彼女は表通りで購入したドレスを着用していて、最近まで雑草スープで暮らしていたとは思えないほど、高貴な佇たたずまいをしている。

「お前こそ気合い入れすぎて失敗すんなよ。そのドレスだってかなり無理を言って今日に間に合わせてもらったんだからな。ガキみたいに駄だ々だをこねやがって……」

「だって着ていきたかったんだもん！　憧れの社交界デビューなのよ！」

「遊びに行くんじゃねえんだけどなあ」

　俺が呆あきれているとハイヒールで小突いてきやがった。

　見るからに動きにくそうな服装だけど、本当に大丈夫なのだろうか。

　一抹の不安はあるものの、俺たちは晩餐会の会場に向かう。




　銀ぎん腕わん卿きようナーザは〈竜の具足テイルナノグ〉の真ん中、竜の膝に相当する部分に本拠地を構えている。

　そこは地区に存在する三つのエリア──〈インサイド〉〈アウトサイド〉〈ポートサイド〉が交わる地点に建設された巨大な楼閣で、その様相から〈雲うん砂さ廟びよう〉と呼ばれている。

　外観としては広々とした庭園を有した、インドの宮殿めいた建築物だ。

　地区にある他の建物と同様に壁は白く、天てつ辺ぺんに生えたドーム状の屋根だけが銀色で、薄紫から赤く染まりつつある都市の夕暮れを反射して、妖しく輝いている。

　建物を外から眺めたときから、賭博場とは比べものにならない上流階級オーラに圧倒されていたが──いざ会場に入ってみると、今すぐ尻尾を巻いて帰ろうかと思いそうになるほど、ロイヤルでセレブで庶民には場違いな空間が広がっていた。

「あわ、あわわわわ……」

「お、落ちつけミーナ！　頼むから失神しないでくれ！」

　会場のいたるところでドレスの宝石がきらめき、ワインの注がれたグラスや見たことのない豪華な料理がさらなる彩りをそえている。

　ハルピュイアの貴婦人たちは優雅な身振りで翼を広げて談笑し、純朴そうなウェアウルフの若者が、おすまし顔で扇をあおぐケットシーの御ご令れい嬢じようにダンスを申しこんでいる。

　……凶暴なモンスターに囲まれたほうがまだマシだ。

　こんな場所にいたら、自分がまるでうす汚れたネズミのように思えてくる。

「すんませんアニキ。オレはこの辺で失礼しやす」

「おいこら待て！　一応はお前が主賓だろうが！」

　しかし呼び止めたときには、クロックはまさに脱だつ兎とのごとく走り去っていた。

　あの野郎……。受けた恩義は最後までちゃんと返せよ……。

　瞳の焦点が定まらないミーナとその場に取り残されて、俺は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「とにかくセレブっぽくしていよう。セレブっぽいがどんな感じかわからんが」

「う、生まれもってのセレブだから任せて」

　そう言ってるわりに挙動不審な感じで、ミーナは談笑している貴婦人の輪に入っていく。めちゃくちゃ小さな声で「あ」「あの」「その」と話しかけていたが、そのうちにご馳ち走そうが並んでいるビュッフェのテーブルに逃げていった。

　……貧乏エルフ娘にいきなりの社交界デビューは荷が重かったか。

　ミーナの爆死っぷりを見た俺は招待客の輪に交じるのを早々に諦めると、飲むつもりのないワインを片手に孤高の紳士を気取り、さりげなく周囲を観察することにする。

　晩ばん餐さん会かいにターゲットの錫姫シヤクテイ──リオの姿はない。

　銀ぎん腕わん卿きようナーザの姿も見えないものの、主催者である以上、いずれはこの場に現れるはずだ。今回はパレードのような示威行為ではなくただの晩餐会なので、大切な宝である錫姫がお披ひ露ろ目めされる可能性はかぎりなく低いと思われる。

　だから俺たちは頃合いを見て会場を抜け出し、建物のどこかに囚とらわれているリオを救出しにいかなくてはならない。

　リオの捜索中にナーザと鉢合わせするリスクをなるべく減らしたいので、魔皇アスラ自身がやってきたタイミングを見計らって、すれ違うように抜け出すのがベストかもしれない。

　さて、そろそろスタンバイしよう。

　俺はミーナの姿を探す。

　会場は身なりのいい招待客で溢あふれていたが、彼女をすぐに見つけることができた。

　こんな上品かつ優雅な空間で、お皿にローストビーフを山盛りにして歩いている女の子がいたら、そりゃ目立つだろう。

　恐ろしくハイレベルな社交界デビューすぎて、周囲の招待客がドン引きしている。

　……今さらどうにもならないだろうけど、悪目立ちすんなと注意しておこう。

　しかし俺はミーナのポンコツっぷりを過小評価していたらしい。

　慣れないハイヒールで歩いていた彼女は、給仕のお兄ちゃんを避けようとして豪快にすっ転び、通りすがりの招待客の顔面に山盛りのローストビーフをぶちまけたのだ。

「ごっ！　ごめんなさい……っ！」

　ミーナは慌てて謝った。

　とはいえ許してもらえるかどうかは別の問題だ。

　ワインをこぼした程度なら場を収めることができたかもしれない。

　しかし彼女がぶちまけたのは油でギトギトした肉の塊で、お相手は映画の男爵めいた飾りつきの燕えん尾び服ふくを着た、いかにも気難しそうな紳士なのである。

「いったいどういうことですかな、お嬢さん！」

「あ、その、ちょっとつまずいてしまったもので……」

「それで山盛りの肉を？　私の顔に？　まるで狙いすましたかのように？」

　男爵風の紳士は、よりにもよって牛面のミノタウロスだった。

　ローストビーフをぶちまける相手としては皮肉が効いていて、わざとやったのではないかと誤解してしまうのも無理はない。

　油まみれのミノタウロスはぶるぶると鼻息をあげながら、全身を小刻みに震わせる。

「このような侮辱をっ！　公共の面前でっ！　あろうことか私にっ！」

「ごめんなさいごめんなさい！　だからわざとじゃないんだってばあっ！」

　激げき昂こうしたミノタウロスが腕を振りあげる。

　ミーナのもとに慌てて向かうが間に合いそうになく、仲裁に入ろうとする者は俺のほかにいない。

　──いや、違う。

　ドラゴンの感覚が鋭い視線を察知し、俺は反射的に振り向いた。

　ひゅっと風を切るような音が鳴り、目の前を何かが通りすぎていく。

　そして我を忘れたミノタウロスの足元に、銀色に輝く一振りの剣が突き刺さった。

「おやめなさい。お嬢さんはすでに謝っていますよ」

　静まりかえった場内に、凛りんとした声が響く。

　銀ぎん腕わん卿きようナーザ。

　パレードで見たときと同じ、銀色に輝くフルヘルム。

　晩ばん餐さん会かいの主催者にあるまじき甲かつ冑ちゆう姿で、かの魔皇アスラが姿を現したのだ。

「あ、いや……ハハハ。申しわけない。わざとでないならいいんだよ」

「わたしのほうこそ本当にすみませんでした……」

　冷静になったミノタウロスはバツが悪そうに笑い、ミーナは改めて丁寧に謝った。

　二人を眺めていたナーザは満足げにうなずき、驚くほど穏やかな声で告げる。

「──さあみなさん。晩餐会は礼節をもって楽しみましょう」

　騎士のような姿の魔皇は深々と、しかし誰よりも優雅におじぎをする。

　認めるのは悔しいが、遠くから眺めていた俺ですら見み惚ほれるほどの佇たたずまいだ。

　銀腕卿ナーザの登場で、晩餐会の空気はがらっと変わってしまった。

　その存在感たるや凄すさまじく、今やほとんどの者が彼の一挙一動に釘くぎづけである。

　ところが床に突き刺さっていた剣が消えていることに、気づいたものはほとんどいない。

　いつのまに引き抜かれたのか、注意深く観察していた俺ですらわからないのだ。

　……ミノタウロスの足元めがけて正確に剣を投げ放った腕前といい、あきらかにヤバい相手である。リオの救出を第一に考えるなら、やはりナーザとの戦闘は避けるべきか。

　となれば今のうちに会場を抜け出して作戦を実行しよう。

　俺はさっそく、ミーナを連れだそうとする。

　しかし困ったことに、彼女はさきほどの騒動でナーザの注目を浴びていた。

　異形の超常者という肩書のわりに意外とコミュ力が高そうな魔皇アスラサマは、

「緊張しなくてもいいのですよ、お嬢さん。晩ばん餐さん会かいはもっと気楽に、そして優雅に楽しむものです。もし宜よろしければ少しの間、私と歓談してはいただけませんか？」

「えー、まあ……ちょっとくらいなら大丈夫かなあ？」

　ミーナはこちらの様子をチラチラとうかがいながら、困ったような顔を浮かべている。

　仕方がない。この状況を利用してナーザを引き留とめておいてもらおう。

　俺は「しばらくそいつの相手をしとけ」と彼女にジェスチャーを送ると、ナーザがこちらを見ていないのを確認してから、颯さつ爽そうと晩餐会を抜けだした。







　絢けん爛らん豪ごう華かだった会場を出ると、外はうっすらとした闇が落ちていた。

　敷地が広すぎるせいだろうか、各所に設置された燭しよく台だいだけでは照明が足りず、夕暮れ時に見た外観の華やかさからすると意外に思えるほど建物の中はうす暗い。

　俺は記憶しておいた建物の位置関係を思い返す。

　バニーガール三姉妹が集めてくれた〈雲うん砂さ廟びよう〉の断片的な情報をミーナが繫つなぎあわせた結果、内部の構造について事前に把握することができていた。

　この建物は中央にドーム状の屋根を持った正殿があり、その周りに広大な庭園が広がっている。庭園は城壁と一体化した大楼門に囲まれていて、全体を俯ふ瞰かんすると漢字の【回】のような二重構造で、外部からの侵入に備えている。

　リオが囚とらわれていると思わしき場所は、大楼門の東端付近にある離れの宝物殿である。

　晩餐会の会場は正殿の南側なので、方角的には真逆の位置だ。

　庭園を突っ切って大楼門に向かい、城壁を沿うようにして宝物殿を目指すとしよう。

「さて、訓練の成果を試すとするか」

　賭博場カジノをアジトにしてからの長い間、俺はただ引きこもっていたわけではない。

　時間の合間を縫って地区の郊外におもむき、閑散とした森や荒れ地でドラゴンの潜在能力を引きだす訓練を重ねていたのである。

　どこまで壊せるのか。どこまで耐えられるのか。

　何ができて、何ができないのか。

　結論として今の俺──つまりドラゴンは、どこまでも不条理な存在だと理解できた。

　たとえばこんなことができる。

　俺は静かに息を吐き、目の前に広がるうす暗い庭園に意識を集中する。

　すると赤褐色をしたドラゴンの鱗うろこが、すうっと黒く染まっていく。

　夜の闇に抱きこまれたように。

　あるいは周囲の景色に合わせて色を変えるカメレオンのように。

　俺は足を踏みしめ、駆ける。

　なるべく足音を立てないように、なるべく低い姿勢で、できるかぎり速く。

　庭園を駆け抜ける最中、わずか四メートル先にランタンを持った警備兵たちが巡回していた。しかし周囲に広がる闇とほぼ同化した俺の姿に、彼らが気づくことはない。

　そのまま走ること数分。黄金色に淡く光る大楼門が見えてくる。

　防備の要だけあって庭園よりも燭しよく台だいが多く、城塞を巡回する警備兵が高所から目を光らせているため、壁を沿うように走っていると発見されてしまう危険性がある。

　俺は大きく跳躍し、大楼門の城壁に飛びつく。

　右手のかぎづめをピックのように打ちつけて壁にぶらさがると、再び意識を集中。

　イメージはスパイダーなアメコミヒーロー。

　あるいはかつて賭博場カジノで揶や揄ゆされたようなヤモリ野郎だ。

　しばらくすると手足が壁面にぴたりと貼りつき、垂直に動けるようになる。

　俺のイメージにドラゴンの力が呼応し、さきほどのカメレオン迷彩と同じく、指先にヤモリのような趾下薄板を作りだしたのだ。

　ざっと原理を説明すると、趾し下か薄はく板ばんに生えた微細な毛が壁面の凹凸と嚙かみあわさり、ファンデルワールス力という分子同士が引きあう働きによって、俺の指先は貼りついている。

　この現象は森羅万象を歪ゆがめる魔術ではなく、地球でも実現可能な自然科学の領域だ。

　まあ昔ネットで仕入れた知識なのでうろ覚えだし、自然科学とはいえ細胞を変異させている以上、ドラゴンの力という反則技チートを使っていることに変わりはないのだが。

　俺は城壁を登り天てつ辺ぺんに到達すると、そのままぐるりと回って宝物殿にたどりつく。

「……いよいよだぞ。準備はいいか、ミーナ」

　そう言ったあとで、隣に彼女がいないことを思いだす。

　宝物殿の警備は間違いなく厳重だ。

　なるべく騒がれずに、できるかぎり迅速に目的を達成する必要がある。

　失敗すればリオを連れだすのは今後さらに困難になるし、それ以前にナーザや大勢の警備兵に囲まれたら、ドラゴンの力をもってしても脱出は困難だろう。

　俺は今からたった一人で、絶対に失敗できない作戦を遂行しなくてはならないのだ。

　だから隣に誰もいないことに、一抹の心細さを感じてしまう。

　そこでふと、リオのことを考える。

　囚とらわれの身となった彼女は今、心細いなんてもんじゃないはずだ。

　頼れるものが誰もいないこの世界で──来るはずのない救いを待ち続けるのだから。

　明るくふわっとしていて、マイペースな女の子。

　それが俺の知っているリオだった。

　パレードで見た彼女の姿を思い出すと、いっそう胸が締めつけられる。

　いったいどれほどの絶望を味わえば……太陽のようだった笑顔が、夜の海のような陰気で儚はかなげな表情に変わってしまうのだろう。

「だから取り戻さなくちゃいけないんだ。絶対に」

　意を決した俺は地面を蹴り、宝物殿の屋根に飛び移る。

　そのままするりと内部に侵入すると、あろうことか警備兵がたむろする部屋に降り立ってしまった。

「──んなっ？」

　天井から降ってきたドラゴンを見て、警備兵たちが驚きをあらわにする。

　初手から大失敗だ。

　だけど後悔しているヒマはない。俺はいっそ開き直ることにした。

「どうもどうも。ピザの宅配です」

「──いったいどこから湧いて出てきたのだ、貴様はッ！」

　渾こん身しんの一発ギャグをスルーして、オークの警備兵がわめきだした。

　俺は大スベリした事実をごまかそうと、そいつの豚鼻を問答無用でしばき倒す。

　屈強な獣人が悲鳴をあげる間もなく崩れ落ちる様を、一同が呆ぼう然ぜんと見つめている。

「こういうときはなんて言うべきかな。……ショータイムのはじまりだ？」

　俺は苦笑いしながらそう言うと、手近にいた別のオーク兵に拳をお見舞いする。

　硬いものを砕く感触とともに、全身の鱗うろこが夜間迷彩の黒から赤褐色に戻っていき──俺の思考もまた、戦いの色に染まっていく。

　他の警備兵たちもようやく意識を切り替えたのか、険しい表情で戦闘態勢に移る。

「バカめ！　たった一人で乗りこんでくるとは」

「待て、うかつに近寄るな。見たところ相当な手て練だれのようだ」

「だとしても全員で囲めば、どうということはない」

　ざっと数えて十数人。

　騒ぎを聞きつけたのか、建物の中にいた警備兵の全てが集まったようだ。

　オーク、オーガ、ドワーフとファンタジー定番のコワモテ種族がずらっと並ぶ。

　どいつもこいつも使いこまれた革かわ鎧よろいを着こんだベテラン戦士風の佇たたずまいだ。

　彼らは単独で突入した俺を容易に取り押さえることができると判断したのだろう。

　あえて宝物殿を出て外部と連絡を取ろうとするものはいなかった。

　だから俺は嗤わらう。

「──この人数でドラゴンを倒せると思うなら、試してみるがいいさ」

　一瞬の沈黙のあと、次々と怒号があがった。

　悠然と構えるドラゴンめがけて無数の刃が迫る。同時に放たれた攻撃の一つを避けきれず、俺の胸元に剣閃が走った。

　ところが強きよう靭じんな鱗は金属の刃を弾はじき返し、真っ二つに折れた刀身が孤を描きながら宙を舞う。驚きよう愕がくするドワーフ兵を気の毒に思いつつ、俺はそのヒゲ面を拳で粉砕する。

　続けて放たれたのは無骨なハンマーだ。額に生えた角ごとドラゴンの顔面を叩たたき潰そうと、オーガ兵が尖せん端たんについたパイナップルみたいな鉄塊を勢いよく振りおろす。

　俺はニヤニヤと笑いながら、口を大きく開けて渾こん身しんの一撃を受け止める。

「ふふぇふぇ。ふごいはろ？」

「ひ、ひいっ！」

　ハンマーの尖端をバリバリ嚙かみ砕く俺を見て、オーガ兵が情けなく悲鳴をあげる。お返しに尻尾で薙ないでやると、岩のような身体からだが紙くずのように吹き飛ばされた。

　その後も幾度となく剣の刃や槍の穂先がくりだされ──ドラゴンの圧倒的防御力が屈強な警備兵たちの攻撃を次々と無に帰していく。

　俺はバケモノらしく嗤わらい、吠ほえ、砕き、床と天井を赤く染め抜いた。

　怒号は次第に恐慌に変わり。

　恐慌はやがて静寂に変わる。

　俺は耳を澄まし、警備兵たちのうめき声や苦痛に荒れた呼吸の音を確認する。

　……全員なんとか生きているようだ。

　とはいえ当分は動くことはおろか、喋しやべることすらできないだろう。

　一仕事を終えた俺は部屋を出て、囚とらわれたリオを求めて建物の中を捜索する。

　宝物殿だけあって各部屋の扉は通常の建物と比べるとはるかに巨大で、その全てに頑丈そうな南なん京きん錠じようがかけられている。

　ほの暗い通路を徘はい徊かいしていると、やたらとゴージャスな扉が目についた。

　表面に施された純銀製のサソリは、今にも動きだしそうなほど精緻な彫刻である。

　部屋の脇に食事を提供したと思わしきカートが置いてあるから、この中にリオが囚われているとみて間違いなさそうだ。

　鍵は持っていないし探す時間も惜しい。ドラゴンの力で破壊しよう。

　俺は扉に手を伸ばす。

　──直後、背筋が凍るような悪寒が走る。

　とっさに飛びのくと、さきほどまでいた場所に鉄柱のようなものが突き刺さった。

　天井に罠わなが仕掛けられていたのか。

　……いや、実際はもっと凶悪な代物だ。

　扉の表面に刻まれていた銀の装飾が、メキメキと嫌な音を立てて剝はがれていく。

　そして目の前に、金属質の光沢を放つ巨大なサソリが現れた。

「モンスターが擬態してたってことかよ。まさに門番って感じだな……」

　不測の事態に戦慄し、思わずうめいてしまう。

　銀色に輝くサソリは、ＳＦ映画に登場する戦闘ロボットめいた威容を感じさせる。

　実際のところ魔術か何かで作られた人工生物なのだろう。

　動きがどことなく機械的で、生きもの特有のなめらかさが感じられない。

　尾針の尖端は金属の塊で、見たところ毒はなさそうだ。とはいえ巨大なランスめいた突起物を振り下ろせば、そんな小細工抜きでも相手を死に至らしめることができるはずだ。

　さすがは錫姫シヤクテイの部屋を守る門番というべきか──今まで戦った中でもっとも手ごわそうな相手である。

　しかしだからといって、時間をかけてもいられない。

　リオをさらうのが遅くなればそれだけ、ナーザと遭遇する可能性が高まってしまう。

　魔皇アスラはこのサソリより間違いなく強いはずだし、似たようなモンスターを引き連れて襲ってくるかもしれないのだ。

　潔く覚悟を決めた俺は、サソリの間合いめがけて突っこんでいく。

「──おっと！」

　身体からだからわずか数センチの位置に、笑えるほどの勢いで鉄柱のごとき尾針が降り下ろされる。ドラゴンの腕力で受け止めきれるかどうか、あえて試す気にはなれなかった。

　俺は尾針による攻撃の隙を突き、節のついた腹部に蹴りをお見舞いする。

　つま先をピンと伸ばし、銀色に輝く甲殻の隙間に足のかぎづめをねじこむと、サソリはアゴをギチギチと鳴らし、甲こう虫ちゆうらしい苦く悶もんの声をあげた。

　直後、サソリは退路を塞ぐように左右からハサミ状の触肢を繰りだしてくる。尾針ほどの威力はなさそうなので、両腕で直に受け止めることにした。

「こっから先は単純な力比べだな。虫ケラごときが勝てると思うか？」

　当然ながらサソリの返事はなく、ギチギチと不快な音だけが響く。

　俺は両腕の筋肉を引き絞って力を充じゆう塡てんし、左右のハサミを下方向にひねって引きちぎる。

　サソリは再び尾針を振り下ろすが、こちらはすでに敵の背後に移動している。

　物理的に攻撃の届かない位置で、最後の仕上げに入るとしよう。

　尾針を振り下ろしたことで伸びきったサソリの背面に腕をねじこみ、エビを調理するように甲殻を引っぺがす。そして露出した柔らかな肉質めがけてブレスを吐きつける。

「──ピギイイイイイイイッ！」

　サソリはこの世のものとは思えぬ断末魔の悲鳴をあげて、内側から身を焦がされてジタバタと激しくもがく。

　しかし勢いは次第に衰え、やがてロボットが停止するように沈黙した。

「ふう……。意外となんとかなるもんだな」

　さすがに連戦は疲れたので、自然とため息が漏れてくる。

　ひとまず深呼吸して調子を整えると、装飾を失った扉の南なん京きん錠じようをねじ切った。

　今度こそリオと再会できるはずだ。

　そう信じて部屋に足を踏み入れる。

　錫姫は丁重に扱われていると前にミーナが言っていたが、彼女の推測は正しかったらしい。銀ぎん腕わん卿きようナーザがリオに用意した部屋は、意外なほど明るく広々としていた。

　内装や調度品はホテルのスイートルームのように豪華で、見るからに快適そうである。

　奥に進むと、すぐにリオを見つけることができた。

　彼女はパレ─ドのときと同じく群青色のドレスをまとい、部屋の隅で震えている。

　俺は嬉うれしさのあまり駆けだした。

「ようやく見つけたぞ！　早くここから抜け出そうぜ！」

「みきゃああああっ！　来ないで来ないでくださいっ！」

　いきなり悲鳴をあげられてしまった。

　今にも消えてしまいそうな表情をしていたくせに、やたら大きな声で叫びやがる。

　甲高い悲鳴がわんわんと響き渡ったので、俺は慌てて彼女の口をふさぐ。

「バ、バカ野郎！　騒ぐやつがいるか！」

「──むっむごおお」

　鱗うろこの生えた腕の中で、リオが必死に暴れている。

　これではまるで助けにきたというよりも、襲いにきたみたいじゃないか。

　と、そこで自分の行動に問題があったことに気づく。

　さきほどまでの出来事を、リオの立場になって想像してみよう。

　夜になって建物が急に騒がしくなったかと思えば、部屋の前にやってきた何かがドッカンガッシャンと暴れだした。やがて角を生やした二メートル半のドラゴンが南なん京きん錠じようをねじ切って室内に侵入し、自分の姿を見るなり一目散に駆け寄ってきたのである。

　……確かに悲鳴をあげるな、これは。

　ホラー映画みたいに登場したことを深く反省した俺は、リオの口を解放する。

「驚かせてごめん。俺だよ。俺。俺だから大丈夫」

「だから誰……っ？」

　焦ってオレオレ詐欺みたいに喋しやべったせいで、リオをさらに混乱させてしまう。

　角と鱗を生やしたドラゴンになったとはいえ、顔にはかつての面影が残っているし、声は以前と同じままだから、ヒントさえあれば気づいてくれるはずだ。

　自分の声がなるべく聞き取りやすくなるように、俺はゆっくりと語りかける。

「いい加減に気づいてくれよ。真夏のクソ暑い日に呼びだされて、お前の自主トレにつきあってやった面倒見のいいクラスメイトを忘れちまったのか？」

　おまけに彼女が俺を呼びだした理由は「一人じゃやる気出ない……」というひどいものだった。過去にあれだけ振り回しておきながら、忘れたなんて言わせないぞ。

　とはいえリオも俺のことを覚えていたようだ。地球にいたころは生えていなかった角や鱗を、不思議そうにぺたぺたと触ってくる。

　彼女はまるで夢でも見ているかのような声で、

「オバケなのに硬い……」

「オバケじゃねえよ。ドラゴンはどちらかというと妖怪の類だろ」

　俺のツッコミにリオはきょとんとする。

　なんとなく、会話が嚙かみあっていないような。

「ほんとに……カイくんなの？」

「そうだよ。だから助けにきたんじゃないか」

「でも、だって、あのとき……」

「死んでない死んでない。いや、正確には死んだけど、色々あって生き返ったんだ」

　そう言いながら、俺は唐突に理解する。

　彼女との間に認識のズレがあったことに。

　リオはこう思っていたのだ。

　カイという少年に再び出会うことはないと。

　考えてみれば当然の話である。

　何な故ぜなら彼女の目の前で──俺は殺されたのだから。

　一方の俺は【目が覚めたらドラゴンになっていた】という認識で、死んでいた間の記憶なんて当然あるわけがない。

　しかもそのあと竜骸都市マハーカーラで激動の日々を過ごしたおかげで、自分が殺されたことなんてほとんど忘れかけていた。

　だからまるで自覚していなかった。

　リオからすれば俺が今も存在していることが──奇跡のような出来事なのだと。

「カイくん……。生きてた……よかった……生きてたんだあ」

　ようやく安心したのか、リオは身体からだを支えていた糸が切れたみたいにへたりこむ。

　それから瞳に涙を溢あふれさせて、顔をぐしゃぐしゃにしながら泣きはじめた。












　俺は彼女に、自分の身に何があったのかを説明する。

　時間がないから簡潔に、しかも早口だったから、きちんと理解してもらえたのかわからない。そもそもリオは、俺が生き返った理由なんてどうでもよかったのかもしれない。

　話を聞いている最中に泣きやんだ彼女は甘えるような声で、

「まだ信じられないからぎゅっとして。そうそう……やっぱりちょっと硬いかなあ。これってほんとに着ぐるみじゃないの？」

「ああ。背中にチャックはついてないさ。でも、意外とこの身体からだも悪くないぜ」

　俺が尻尾を振ってみせると、リオはおかしそうにクスクスと笑う。

　陰気で儚はかなげな少女に変貌していたはずの彼女が、いともあっさり朗らかな笑顔を取り戻している。

　錫姫シヤクテイとして囚とらわれたことで深い絶望を味わい、別人のように変わってしまったのだと、リオについてそんなふうに考えていた。

　しかし実際のところ彼女に絶望を与えたのは──他でもない俺だったのだ。

　俺が目の前で殺されたから。

　この世にいないと思っていたから。

　リオは太陽のような笑顔を、今まで失っていたのだ。

　その事実に気づいた俺は、だからこそ強く嚙かみしめる。

　大切な笑顔を取り戻すことができた喜びを。

　もう二度と失わせないという覚悟を。

「……これからどうするの、カイくん」

　心配そうな表情でリオに問われて、俺は我に返る。

　そうだ、まだ終わったわけじゃない。

　やるべきことは残っていて、だからこそ感慨に浸っているヒマなんてないのだ。

　俺はドラゴンらしく、姫を奪う盗賊らしく。

　麗しき姫君の手を、ようやく取り戻した大切な宝物を、ぎゅっと握りしめる。

「そりゃもちろん、こんな部屋から抜けだして──俺といっしょに帰るのさ」

　真夏の太陽みたいに笑う女の子を、もっとふさわしい場所へ。

　暗く冷たく寂しいところから。

　明るく温かく賑にぎやかなところに。







　月明かりだけを頼りに、うす暗い夜道をひた走る。

　轍てつの跡やまばらに生えた草花に足を取られないよう気をつけながら、リオは時折、俺がどこにも消えていないことを確認するように、繫つながれた手をぎゅっと握り返してくる。

　当初は俺の腕に抱かれていた彼女は、警備兵の追撃を振りきって建物の外に出たあと、自らの足で走ると告げた。

　おとなしそうに見えて、こういうところは根っからの体育会系なのである。

「これから別行動を取っていた仲間と合流する」

　と、リオに説明する。

　向かっている場所は〈雲うん砂さ廟びよう〉の裏手にある共同墓地だ。夜はほとんど人ひと気けがないことから、ミーナとはぐれたときに備えて合流ポイントを決めておいたのだ。

「そこまで行けば安全なの……？」

「たぶんな。あとはミーナが無事に晩ばん餐さん会かいを抜け出せたかどうかだ」

　連れ出すときにドラゴンになった経緯は説明したので、リオもミーナがどんな人物なのか知っている。

　ひとまずリオの安全を確保することが最優先なので、今はミーナがうまく立ち回ったことを信じるほかない。もしそうでなかったら、俺がまた一人で殴りこみに行くだけだ。

　しかし内心の懸念が伝わってしまったのか、リオが表情を曇らせる。

　せっかく助けだしたのだから、今は彼女の笑顔が見たい。

　俺は慌てて話題を変えることにする。

「なあ、元の世界に帰ったら何がしたい？」

「え？　カイくんは……？」

「俺はカップめんが食いたいな。とくに今は運動したばっかで腹が減ってるから」

「わたしは……テニスかなあ。しばらくラケット振ってないし」

「やろうと思えばこの世界でもできるぞ。いっそテニスを広めてやればいい」

　冗談交じりにそう言うと、戸惑い気味だったリオも笑みを見せる。

　目先の不安に思い悩むくらいなら、明るい未来を思い描くほうが力になる。

　正直なところ気を張り詰めて戦い続けていたから、俺の体力は限界に近いのだ。

　だから共同墓地にたどりつき、ミーナの姿を視界にとらえたとき──俺は心の底からほっとした。

　計画は見事に成功し、リオを無事に取り戻した。

　早くアジトに戻って休めたい。

　そんなふうに油断したのがいけなかったのかもしれない。

　手を繫つないでいたはずのリオと距離が開き、俺は慌てて立ち止まった。

　彼女はどういうわけか走るのをやめていて、ぎょっとしたように目を見開いている。

　遠くから、ミーナが切迫した声で何かを告げている。

　そして俺の右腕がぽとりと。

　夜道に落ちた。




「──晩餐会はまだ終わっていませんよ、ドラゴンさん」




　背後から聞き覚えのある声が響く。

　全身甲かつ冑ちゆうの騎士が美麗な装飾が施された一振りの剣を携えて、静かに佇たたずんでいる。

　俺は激痛に顔を歪ゆがませながら、不意打ちを放ってきた相手の名を呟つぶやく。

「銀ぎん腕わん卿きよう……ナーザ」

「せっかくご招待したというのに、挨拶もなしに帰るなんてひどいじゃないですか」

　ナーザは穏やかに語りかけてくる。

　その声は顔を覆うヘルムの中で反響し、年齢はおろか性別すら判別できない。当然ながら表情を知ることもできないが、きっと余裕の笑みを浮かべていることだろう。

　自分の右腕に目を向けると、噴出した血が赤褐色の鱗うろこをより鮮烈な色に染めていた。

　ドラゴンの驚異的な再生力によって傷口は早くもふさがりかけているが、この状況で利き腕を失ってしまったのは致命的な痛手である。

　おまけに研ぎ澄まされた全身の感覚は、目の前の脅威に全力で警鐘を鳴らしている。

「──カイッ！　大丈夫なの？」

　共同墓地の入口で待っていたミーナが駆け寄ってくる。

　とても大丈夫とは言えない状況だが、弱音を吐いてもいられない。俺は残ったほうの腕でミーナに「来ないでいい」とジェスチャーを送ると、青ざめた顔で佇むリオに告げる。

「ちまっこいやつが向こうにいるだろ。今すぐあいつのところに走れ」

「でも……」

「早くっ！」

　俺が声を荒げると、リオはためらいながらも走りだす。

　一方のミーナは右腕を失った俺を心配そうに見つめていたものの、自分の役割は理解しているらしく、リオと合流するとさっそく彼女を守るべく魔術の障壁を張った。

　ナーザは二人の少女を悠然と眺めている。

　やがて俺のほうに振り返ると、相変わらずの慇いん懃ぎんな態度で語りかけてくる。

「錫姫シヤクテイを返してくださるなら、あなた方のことは見逃してあげましょう」

「リオはおうちに帰るだけさ。お前に返すも何もない」

　右腕を失った痛みをこらえ、背筋を伸ばしてナーザと向かいあう。

　銀色に輝く甲冑をまとった騎士と、額に角を生やした片腕のドラゴンだ。

　何も知らないものがこの場にいたなら、間違いなく俺が悪役だと思うだろう。

「今なら間に合います。どうか冷静にお考えください」

　ナーザが良識ある人間みたいに言ったので、俺は牙を剝むきだして笑みを作る。

　……お上品ぶった態度がいちいち癇かんにさわる野郎だ。

　感情のおもむくままに足を踏みだすと、視界の端できらりと銀色の筋が光る。

　十分に警戒していたから、今度は不意打ちに反応することができた。とっさに鋭いかぎづめを伸ばして、残ったほうの腕でナーザの刃を受け止める。

　受け止めた──はずだった。

　焼けるような痛みを感じて、俺は慌てて飛びのいた。

　幸いにも両腕を失うことはなかったものの、かぎづめが根元からなくなっている。

「くそ、なんだってんだ……」

「この刃に斬れぬものはありません。〈絶空剣アンサラー〉とはそういう秘術なのですから」

　甲かつ冑ちゆう姿の魔皇アスラは剣を掲げ、薄紫色に輝く刀身を見せつける。

　あらゆる不可能を実現する奇跡。それを秘術と呼ぶならば──万物を切り裂く術が存在したとしても驚きはない。

　使い手が異世界を総すべる超常者、すなわち神に等しき存在だとすればなおさらだ。

　はるか高みから見下すように、ナーザは告げる。

「もう一度だけ言います。錫姫シヤクテイを返しなさい。右腕を失ったあなたに勝ち目があると思いますか？　……私は無益な殺生を好みません」

　状況は絶望的だ。

　ドラゴンの鱗うろこが持つ圧倒的な防御力は、目の前の魔皇に通用しない。

　そのうえナーザはどう見ても凄すご腕うでの剣士である。ドラゴンになった影響で怪力を得たとはいえ、実戦経験の乏しい俺がまともに太刀打ちできる相手ではないだろう。

　しかしリオの人格を否定し、自分の所有物のように語るナーザを前に。

　絶望なんて弱々しい感情が宿ることはなかった。

「お前はそのうちリオを──霊素を結晶化させた錫姫を、秘宝として食っちまうつもりなんだろ？　それだって無益な殺生じゃねえのかよ」

「お言葉の意味がわかりませんね。力を取り戻すことのどこが無益でしょう」

　ナーザは平然と語る。

　そろそろ我慢の限界だった。

「私には果たすべき責務があるのです。白き森と塩の海に満ちた〈白はく枝し界かい〉の化身たる超常者にして、竜の左脚を所有する魔皇であるがために」

「……魔皇だかなんだか知らねえけど、俺からしたら女の子を拉致監禁したクソ犯罪者でしかねえんだよ。自分なら何をしても許されると、そんなふうに思ってるのか？」

「ある程度のことは許されるでしょう。それだけの力がありますから」

　異世界の超常者はどこまでも傲慢だった。

　無知な子どもに社会の常識を教える大人みたいな口ぶりで、自らの考えを語る。

「残念ながらそれがこの世の真実です。弱者が語る理想はただの夢想でしかありません。飽くなき欲求を満たすために、あるいは他者によってもたらされる不都合を挫くじくために、何よりもまずは力が必要となるのです」

　ナーザの言葉の全てを否定することはできない。

　何な故ぜなら俺だってドラゴンの力を得なければ、リオを奪うなんて不可能だったからだ。

　強いものだけが欲しいものを得る。

　強いものだけが願いを叶かなえる。

　理不尽で不愉快な世界の理屈は、誰であろうと例外なく適用されるのだ。

　沈黙を返す俺を見つめながら、ナーザは自嘲気味に笑う。

「……私だけが錫姫シヤクテイを生いけ贄にえにせず、衰えたままでいたとしたら？　本来の力を取り戻した他の魔皇アスラたちは私を破滅に追いやり、この〈竜の具足テイルナノグ〉に攻めいるでしょう。そして次は私の愛する世界──かの〈白枝界〉すら蹂じゆう躙りんしてしまうのです」

　早口でまくしたてるナーザは、まるで自らの行いを弁明しているかのようだった。

　異世界を総すべる超常者でありながら、その一点だけはやけに人間臭く感じられる。

「一人の少女と、数多あまたの民が暮らす大きな世界。天てん秤びんにかけるとするなら、どちらを選ばなければならないか。……あえて考えるまでもないと思いますが」

　とびきり愉快な質問だった。

　不愉快すぎて笑いがこみあげてきそうだった。

「……確かに考えるまでもねえな。自分の世界は自分で守ればいいだけの話だろうが。俺だって自分の大切なものを、可愛かわいいクラスメイトを守りたいだけなんだからな」

　右腕の断面を掲げると、ピキピキと音を立てて肉が盛りあがっていく。

　欠損した部位が再生していくことに、不思議と驚きを感じなかった。

「だからお前の不愉快な理屈は──俺がこの手で握り潰してやるよっ！」

　虚を突かれた様子のナーザを思いきりぶん殴る。

　銀色の甲かつ冑ちゆうが墓地の方角にふっ飛んだのを見て、俺は迷うことなくあとを追う。

　ミーナとリオがついてきたので再び後ろに避難させると、俺は慎重にナーザが倒れていると思わしきところに近寄っていく。

　共同墓地のど真ん中だ。墓石が密集していて見通しが悪い。

　しかしナーザの姿を見つけるのは簡単だった。

　俺の攻撃がクリーンヒットしたにもかかわらず、墓標の上に悠然と佇たたずんでいる。

「この私が不覚を取るとは、実に何百年ぶりのことでしょう。あなたは本当に面白いお方だ。ぜひとも今こ宵よいの宴を楽しんでいただきたい」

　ナーザは脇に携えていた剣を取ると、刃の尖せん端たんを俺に向けてゆっくりと構える。

　騎士のような姿にふさわしく、実に優雅な所作だ。

「勇ましいドラゴンにふさわしい晩ばん餐さんをご用意いたしましょう。互いの理想をぶつけあい、その正しさを自らの力をもって証明する──決闘という名の晩餐をっ！」

　全身の感覚が告げる。ナーザが俺を殺す気になったのだと。

　態勢を整える間もなく──数メートル離れていたはずの魔皇が一気に距離を詰める。

　銀色に瞬く死線をのけぞって回避すると、ナーザは手首を返して下からの二撃目を放つ。反射的にかぎづめで受け止めそうになり、俺は慌てて思い直し滑るように真横へ動く。

　鱗うろこに包まれた胸元にパッと赤い線が刻まれたものの、幸いにも傷口は浅い。

　しかし安あん堵どしている暇はなかった。

　目にも留とまらぬ剣閃が周囲の墓石をバターのように両断し、フィルボルグの秘術すら防いだドラゴンの鱗を撫なでるようにして切り裂く。

　金属の刃が鱗うろこに当たる抵抗すら感じず、噴出する鮮血とともに焼けるような痛みだけが身体からだに伝わってくる。

　ナーザが放つ〈絶空剣アンサラー〉の一撃は、あらゆるものを無条件で切り裂く。

　本当になんでも切れるのだろう。秘術によって不可能を実現しているのだから。

　かぎづめと鱗で受けることができないのなら、避けるしかない。

　しかしドラゴンの反射神経をもってしても、ナーザの剣閃は容易に避けられるものではなかった。その動きは俺よりも早く、その立ち回りは俺よりも洗練されていて、一つ一つの動作に一切の無駄がなく──流れるように連撃を放ってくるのだ。

「ちい……ッ！」

「今のは舌打ちですか？　不愉快な思いをさせてしまったのならお詫わびいたします」

　ナーザが穏やかに挑発する。

　悔しいかな、今の俺は煽り返すほどの余裕を持ち合わせていない。

　魔皇アスラの中でトップクラスの武闘派だというナーザの強さは、いたく単純なものだ。

　剣を振り、肉を断つ。その繰り返しだ。

　小細工や駆け引きなんて概念は存在しない。

　そもそもする必要がないからだ。




　斬る。避ける。斬る。避ける。斬る。斬られる。斬る。避ける。斬る。斬られる。
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　ナーザは戦いそのものを心底楽しんでいるらしい。

　もはやリオのことすら眼中になく、ただ俺だけを見すえている。

　ミーナが遠くから不安そうに戦いの行方を眺めている。しかし常軌を逸した速さで行われるバケモノ同士の決闘に、彼女のような人間が介在する余地はない。

　ナーザが淡々と攻撃を放ち、俺の身体は赤く染められていく。

　ドラゴンでなかったら死んでいたはずだ。すでにそれだけの傷を負っている。

　さらに困ったことに、巨大化するという切り札が今回にかぎって相性が悪い。

　どんなものでも問答無用で切り裂く刃──避けるしかない攻撃に対して、的を大きくするのは殺してくださいと言っているようなものだ。

　おまけに巨大化は体力の消耗が激しく、自主訓練で試したところ、わずか数分しか持続できないことがわかっている。

　切り札が使えない以上、こちらの強みはしぶとさくらいだろうか。

　ならば──その長所を最大限に利用してやろう。

　銀色の刀身が閃せん光こうのように肩を貫く。俺は突き刺さった剣を自ら押しこんでナーザに詰め寄り、ドラゴンの返り血を浴びてヌルヌルと光る甲かつ冑ちゆうに横殴りを浴びせてやる。

　衝撃によってお互いの距離が離れた。

　俺は笑う。

　血ち反へ吐どが吹きでた。

「……俺はもうボロボロだってのに、お前はなんでピンピンしてんだよ」

「ならば諦めなさい。殺してしまうには惜しいですから」

　今さら情けをかけられるとは思っていなかったので、俺はもう一度大きく笑う。

　ナーザは自分が負けるなんて微み塵じんも考えていないようだ。

　そう信じるに値するだけの力を、確かにこの超常者は持っているのだろう。

「あらゆるものを切り裂く刃か。単純だけどヤバいもんだな」

「受けることができないなら避けるほかない。しかしあなたは避けることすらできない。だから私に勝つことができないのです。これもまた単純な理屈でしょう」

「お前に負けるつもりはないさ。……だからさっさと地べたを這はいつくばれ、クソ野郎」

　自らの血の匂いが充満する中、俺は余裕ぶって両手を広げてみせる。

　不可能を実現するのが秘術であり、ナーザはその力によって俺を追いつめている。

　対する俺は？　魔術や秘術の類が使えない俺は？

　決め手の一つドラゴンの力だ。

　しかしそれだけではナーザを倒すことはできない。

「宣言するぞ。次は防ぐことはしない。避けることもしない」

　壊し方は知っている。

　内なるドラゴンが教えてくれる。

　だけど壊すのは俺だ。うち砕くのは俺なのだ。

　ならば俺は俺自身のやり方で──ふざけた超常者を叩たたき潰してやるとしよう。

「自ら死を望むというのですか。どこまでも愚かなお方だ」

「いいや、勝つのは俺だよ」

　ナーザが剣を構える。俺は両足を踏みしめる。

　チャンスはたった一度きり。成功の布石は全てばらまいておこう。

　バカみたいに一直線で正面から迫る。

　動きが単純すぎて、逆にナーザが虚を突かれたのがわかった。

　相手の間合いギリギリのところで急ブレーキ。俺は大きく息を吸う。

　直後、ぐわっと視界が真っ赤に染まる。

　意表を突くようにして放った炎のブレスが、銀色に輝く甲かつ冑ちゆうを吞のみこんでいく。

　しかしナーザが燃えつきることはなかった。

　動揺すらしていない。

　何らかの魔術を用いて、あらかじめドラゴンのブレスに対策を施していたのか。

　闘争狂の魔皇アスラは燃えさかる炎を勇ましく振り払うと、失望をにじませて吠ほえる。

「このような愚策が最後の切り札とは、なんと興ざめなことでしょうっ！」

　上段からの一撃が、俺の頭を両断するべく振り下ろされる。

　俺は宣言したとおり、受けることはしなかった。避けることもしなかった。

　しかしナーザの一撃は届かない。

　何な故ぜなら必殺の刃は。

　あらゆるものを切り裂く刀身は。

　俺の手のひらにしっかりと挟まれているからだ。

「いったい何を──」

「真剣白刃取りってやつだよ。お前が知らないのも無理ないけどな」

　単純な理屈だ。

　防げないなら、避けられないなら──挟めばいい。

　もちろんドラゴンの動体視力がなければ不可能だ。

　その上でナーザを挑発して動きを大きくし、炎のブレスで視界を遮って剣閃の軌道を狭め、間合いとタイミングを単純化したうえでの一発芸。

　もう一回やれと言われたらたぶん無理だろう。

　だけど俺は成功した。

　不可能を実現したのだ。

　秘術ではなく──己が知恵と覚悟をもって。

「くっ……離しなさいっ！」

　ナーザが必死に剣を抜こうとする。

　しかし俺の手のひらに挟まれた刃はぴくりともしない。

　そりゃそうだ。

　ヤモリのように変化した指先が、分子レベルで貼りついているのだから。

「もう一つ教えてやる。これがファンデルワールス力だ」

　インターネットで得た知識は意外と役に立つものだ。俺は刀身を挟んだまま両手をひねって強引に剣を奪い取ると、ナーザの胸元めがけて勢いよく押しこむ。

　あらゆるものを切り裂く刃は、銀色の甲かつ冑ちゆうをも容易に貫く。

　異世界の超常者は自らの身体からだに剣が突き刺さるのを、呆ぼう然ぜんとした様子で見つめていた。

「お前の敗因はな、余裕ぶっこいてご高説なんぞ垂れたことさ」

「ふふふ……返す言葉もありませんね……」

　ナーザは驚くほど素直に俺の言葉を認め、なおも穏やかに笑う。

　そして自らの敗北を美しく着飾ろうとするように、震える手でリオを指さした。

　……どこまでもお上品で傲慢な野郎だ。

　俺が呆あきれて見つめる中、異世界の超常者はそれきり動かなくなった。

　その最期にいっそ清すが々すがしさを覚えながら。

　俺は抜け殻となった魔皇アスラに告げる。




「リオは返してもらうぞ。あいつにだって帰るところが──自分の世界があるんだ」










　ナーザを倒したあとの記憶はおぼろげにしか残っていない。

　リオをアジトに連れてきた直後、俺はぶっ倒れるようにして眠ってしまったのだ。

　たぶん肉体の回復に専念するために、ドラゴンの力が意識を切り離して休眠状態を作りだしたのだろう。目を覚ましたのはなんと、それから数日後だった。

　その間に皆をだいぶ心配させてしまったようで、何事もなく目を覚ましたあとも、俺はしばらく安静にすることになった。

「治るまでは無理しちゃダメだよ、カイくん。休むのだって努力のうちなんだから」

「言われなくてもそうするさ。だから優しく看病してくれ」

　俺が率直に要求すると、ベッドの隣に腰かけたリオは穏やかに笑う。

　ナーザから奪ってきた錫姫シヤクテイを受け入れるべく、ミーナを中心としてアジトの住人たちはバタバタと慌ただしく動いている。

　しかし当のリオは手が空いていたので、最近は俺の部屋に来て看病してくれているのだ。

　彼女がリンゴに似た果実を切ってくれたので、起きあがって手を伸ばす。

「はい、あーん」

「逆に食いづらいんだけどなあ……」

　リオが口に運んできたリンゴもどきを、牙でもしゃもしゃと咀そ嚼しやくする。

　彼女のプレイはちょっと糖分が高すぎるというか、たまにものすごく恥ずかしくなってくる。いや、プレイと言ってしまうと余計にアレな気分になってくるが。

　俺はリオの姿をじっくりと眺める。

　通気性のよさそうな白いポロシャツと、同じく白の短いスコート。

　異世界にいるとは思えない、見事なテニス女子のスタイルだ。

「いや、用意したのは俺なんだけど……。マジで着るとは……」

「この格好のこと？　動きやすくていいよねー。テニス部だったから愛着もあるし」

　普通に考えたら竜骸都市マハーカーラにテニスのユニフォームがあるのはおかしいのだが、マイペースなリオはまったく気にしていないようだ。

　ちなみに衣装はバニーガール三姉妹に頼んで、異世界の素材で再現してもらった。

　素人のお手製なので全体的に作りが荒く、なおさらコスプレ感が漂う。

「気にいったんならいいんだけどさ。やっぱりその姿が一番似合うし」

「ありがと。でもちょっとサイズが小さいかなあ」

　リオは頰ほおをピンクに染めると、スコートの端をつまんでふとももを隠そうとする。

　実はサイズが小さいわけではなく、俺が悪ノリしてギリギリの短さで発注したのである。

　シャツもタイトな作りにしたので、ほどよく鍛えられた上半身のラインがくっきりと浮きでている。彼女のお胸はやや平へい坦たんだが、これはこれでいいものだと思う。

　無言でニヤニヤと眺めていたら、リオはいっそう恥ずかしそうにする。

　……なんというか、ガチでいかがわしいプレイみたいになってきた。

　いっそ看病してもらうついでに、あんなことやこんなことをお願いしてみようか。

　調子にのった俺がリオに手を伸ばそうとしたところで──ドラゴンの感覚が強烈な殺気を感知する。

　扉の隙間から、ミーナが部屋の様子をうかがっていた。

　あっぶねえ……。今にも攻撃系の魔術をぶっぱなしてきそうだ……。

　向こうも俺の視線に気づいたらしく、わざとらしい咳せき払ばらいをして部屋に入ってくる。

「様子を見にきたんだけど、思ってたより元気そうで安心したわ」

「まだ万全とは言えないけどな」

　彼女の声にはトゲがあり、いかにも機嫌が悪そうだ。

　しかし個人的にはそれより気になることがあって、どう反応すべきかわからなかった。

　ミーナは何な故ぜか、黒いレオタードを着ていた。

　白いフリルのつけ襟で首元を飾り、薄手の網タイツはむっちりとした脚をさらに立体的に見せている。極めつけは頭につけたうさ耳のカチューシャだ。

　どう見てもバニーガールのコスプレである。

　最近あんま話してなかったからなあ……。構ってもらいたくて奇行に走ったか。

　衣装は賭博場カジノの制服を拝借したようで、きちんと寸法を合わせているところにミーナの本気度がうかがえる。

　リオを見ると「この人なんでコスプレしてるの？」という顔をしていた。

　……いや、お前もおかしいからな。完全にツッコミ待ちじゃねえか。

　少し冷静になったところで、俺は頭がぴょんぴょんしてそうなミーナに言う。

「ちょうどいいところに来たな。そろそろ次の計画に向けて準備しようぜ」

「この衣装にコメントはないわけ……？」

「はいはいカワイイカワイイ」

「ちょっと！　全然キモチが入ってないじゃん！」

「ミーナさんはなんでそんな恰かつ好こうしてるんですか？」

「……あんたが言うなっ!!」

　ようやくツッコミが入ったところで、俺たちは今後のことについて話しあう。




　銀ぎん腕わん卿きようナーザに囚とらわれていたリオは、魔皇アスラの目的について詳しく知らない。

　だからまずは彼女に順を追って説明していく。

　竜骸都市マハーカーラに充満する霊素をめぐり、十二の魔皇がかつて争っていたこと。

　争いによって弱体化した魔皇たちが、失われた力を取り戻すために秘宝を求めたこと。

　地球の少女──つまり錫姫シヤクテイたちは、秘宝を作りだす資質を持つがゆえに召喚されたこと。

　一年かけて体内に秘宝を作りだした錫姫シヤクテイは、魔皇アスラの生いけ贄にえとして食べられてしまうこと。

　最後の説明を聞いたとき、リオはかなりショックを受けていた。

　自分が食べられていたかもしれないと知ったのだから、まあ当然の反応である。

　いわくナーザに囚とらわれていたころの生活は、漠然とした不安や恐怖こそ感じていたものの、衣食住に関してはいたく優雅だったという。まるで本当のお姫さまになったみたいだったと、リオは当時を振り返ってそう語った。

　他の錫姫もきっと同じように、魔皇に食べられる運命だとは知りもしないのだろう。

　彼女たちは今も囚われの姫として、オブラートに包まれた不安と恐怖の中で暮らしているのだ。

「説明はあらかた終わったし、俺たちの計画について話すとしようか。リオはこうして連れだすことができたけど、囚われた錫姫はまだ十一人も残っている」

「わたしとカイは全員さらうつもりなの。魔皇たちに目にもの見せてやるためにね」

　ミーナはそう言って豊満な胸を張る。

　元の世界に戻りたいとか、女の子を救いたいとか。

　自分の目的についてそう説明するつもりだったのに、ミーナはもっと単純な理由に置きかえてしまった。

　──気にいらないからぶちのめす。ただそれだけだ。

　俺は内心で笑う。

　あれこれとキレイな御託を並べるよりもずっといい。

　リオは少し黙りこんでから、やがて決心したかのようにおずおずと口を開く。

「わたしがこんなこと言える立場じゃないかもしれないけど……」

「ルウを助けてもらいたいんだろ？」

　言葉の続きを待たずに言うと、リオは驚いた顔をする。

　ミーナがこっちを見たので「リオの妹だよ」と教えてやる。

　リオはきっとそう願っているだろうと、実のところ数日前から察していた。

　彼女が今まで言葉にしなかったのは、俺がナーザと戦ったあとに倒れたからだ。

　リオをさらうために死闘を繰り広げ、文字どおり死にそうな目にあったからだ。

　彼女の立場からすれば、俺に助けてくれと、また戦ってくれとは言いにくい。

　だけど血の繫つながった妹が──まだ小学生の女の子が、今も魔皇に囚われているのだ。

　姉として心配しないわけがない。助けたいと思わないわけがない。

　だから最後は決心して頼みこもうとしたのだろう。

　それが悔しかった。

　もっと素直に頼ってほしかった。

　もっと気軽に甘えてほしかった。

　俺は本音を隠すように、教科書を貸してくれと頼まれたときと同じノリで答える。

「いちいち立場とか気にすんなよ。めんどくせえなあ」

「でも……カイくん」

「でもじゃねえって。俺はドラゴンなんだぞ。この前は調子が悪かったから、ちょっとばかし苦戦したけどな。次はもっと余裕で倒す。たぶん相手はワンパンで死ぬ」

「そう願いたいわね。毎回あんな無む茶ちやされたら心配で身が持たないもの」

　ミーナが呆あきれた様子で合いの手を打つ。とはいえ反対の意志はないらしい。

「竜りゆう賊ぞくの理念を教えてやるよ。つっても今決めたんだけどな。……一つ、気にいらないやつはぶちのめす。二つ、欲しいものは必ず手にいれる。三つ、奪われたものは奪い返す。そんなわけで次の獲物はお前の妹──ルウだ」

　リオは俺の言葉にあっけにとられたあと、瞳に涙をにじませて笑った。

「ありがと……カイくん。お願い、わたし、ルウちゃんを助けたいの」

「だから気にすんなって。クラスメイトの妹を迎えにいくだけのことさ」

　そう言ったあとで、実際に計画を立てるにあたり大きな問題があることに気づく。

　十一人の錫姫シヤクテイがそれぞれどの魔皇アスラに囚とらわれているか──もっと具体的に言えばルウが竜骸都市マハーカーラのどの地区にいるのか、まったく見当がつかないのだ。

　……自信満々に妹を助けると宣言したのに、早くも前言撤回するハメになるとは。

　リオにどう説明しようか考えあぐねたあげく、俺は小声でミーナに助けを求める。

（たぶん問題ないわよ。ルウちゃんて子はリオさんの妹なんでしょ？）

（まあそうだけど。問題ないってどういうこっちゃ）

（今から説明してあげる）

　ミーナは俺との内緒話を切りあげると、リオに向けて言った。

「リオさんは魔術についてどこまで知ってるの？」

「なんか魔法みたいなの。この世界の人はみんな使えるんですよね」

　その一言でほとんど知らないことがわかった。

　親切なミーナ先生は光の玉を作りだす実演を交えて、魔術とはなんたるかを説明する。

　俺としては既知の情報なので驚きはないが、リオは素直に感動していた。

　とくに地球人でもやり方さえ覚えれば魔術を扱えると知ったときの、彼女の反応は凄すさまじかった。小さな子どものようにキラキラと瞳を輝かせて、

「ほんとに？　わたしもミーナさんみたいな魔法少女になれるんですかっ？」

「魔法……少女？　はよくわかんないけど、あなたたち錫姫は魔術の才覚があるから、人並みに努力すればどんな魔術でも扱えるようになるはずよ」

「なってもらわなくちゃ困るけどな。じゃないと俺たちは地球に帰れないんだから」

　横から口を挟むと、リオがきょとんとする。

　そういえばまだ説明していなかったか。

「俺たちが地球に帰るためには、十二人の錫姫を凄すご腕うでの魔術師に鍛えあげて、全員の力を合わせて〈召喚の儀〉なる秘術を行わなくちゃいけないんだよ」

「そ、そうなの……？　わたしにできるかなあ……」

　魔術についてわりかし軽いノリで聞いていたリオも、高度な術式を使えるようにならなければ元の世界に戻れないと聞いて、不安そうな表情を作る。

「テニスなら得意なんだけど、お勉強はちょっと苦手で……」

「苦手でも頑張らなくっちゃ。リオさんが魔術を扱えるようになれば、妹のルウちゃんを探すことだってできるはずだから」

　ようやく話が最初に戻ったようだ。ミーナは両手を胸に当てて、

「魔術の源はプラナよ。それがどんな力なのかは知ってるわよね？」

「おっぱいパワーだろ。ミーナはともかくリオは少しパンチが弱いな」

　俺が口を滑らせると二人揃そろって睨にらんできやがった。

　二対一だと分が悪い。ナーザと戦ったときより恐怖を感じてしまったじゃないか。

「バカは放っておくとして……プラナは魂の力なの。だから肉体と密接に関係していて、とくに血の繫つながりが強いと、離れていてもお互いのプラナを感知できるわけ」

　地球にも似たようなオカルトはある。いわゆる『虫の知らせ』というやつだ。

　遠くにいる家族が不幸にあったのを直感で察知する超常現象だが──魔術の概念はないとはいえ魂の力そのものは地球にも存在するわけだから、何かの拍子でプラナを感知することだってあるのかもしれない。

　ルウの所在をどうやって突き止めればいいのかは、今の説明を聞けば大体わかる。

　理論立てて考えるのが苦手なリオもさすがに察しがついたのか、

「わたしがルウちゃんの魂を感じられるようになればいいってことですよね？」

「そういうこと。……めんどくさいけど魔術の天才であるわたしが教えてあげるわ」

　ミーナは口ではそう言ったものの、声の調子はどことなく嬉うれしそうだ。

　なんだかんだで親切だし頼りになる女の子なのである。

　リオも彼女の人柄のよさを理解したようで、全身で感謝を示すように深々とお辞儀する。

「あ、ありがとうございますミーナさん」

「言っとくけど厳しくやるから覚悟してね。泣いたって手加減なんてしないんだから」

　ミーナはスパルタ教師になるつもりのようだけど、背丈が低すぎて威厳はあまり感じられない。ヘタレな性分を考えると、言うほど厳しくすることもなさそうだ。

　とにかくそんなわけで。

　当面はミーナが講師となって、リオに魔術の手ほどきをすることに決まった。







　数日後。

　ようやく復帰した俺は、支配人室にてバニーガール三姉妹のロロから報告を受けていた。

「ナーザが倒されたあとの〈雲うん砂さ廟びよう〉ですが、今のところ目立った動きはありません。配下のものたちはいたって普段どおりに職務をこなしています」

「まるで何事もなかったみたいに……か。てっきり主あるじを倒された部下が復ふく讐しゆうしにくるかと思って警戒していたんだが、とくに動きがないってのもそれはそれで不気味だな」

　とはいえ襲ってこないのならば、それに越したことはない。

　ヘタに探りを入れてやぶへびになっても困るし、今は静観を決めこむほかないだろう。

「リオの訓練は順調かなあ。ミーナが頑張って教えてくれてるみたいだけど」

「気になるなら様子を見にいかれたらどうですか？　ご主人さまはヒマなんですから」

「まあそうなんだけどよ……」

　賭博場カジノの運営は順調だし、情報収集もバニーガール三姉妹に任せておけばいい。

　確かに今の俺はやることがないのだから、リオの訓練を見学したり、ふらっと外に出かけたりするのも悪くないかもしれない。

「そうだな。今日はあちこち出歩いてみるか」

「でしたら私は仕事をサボって陰ながらストーキングさせていただきますね」

「いや仕事サボるなストーキングもするな」

「ええー……。じゃあご主人さまのお部屋を漁あさるだけで我慢します……」

　小声でなんか言ってるのが気になるが、ヘタにツッコミを入れると余計に厄介な話になりそうだ。俺は無言でロロを下がらせてから、自分も部屋から出ることにした。




　ミーナが普段から実験用に使っている地下の倉庫兼研究室で、リオは魔術の訓練に励んでいるという。

　魔術の訓練はどんなふうに行われるのか。普段の二人はどんな会話をするのか。

　俺はその両方に興味があったので、彼女たちに気づかれぬよう忍び足で部屋に入る。

　ガールズトークの盗み聞きなんて褒められた行為ではないものの、リオとミーナが二人だけでうまくやれているかどうか、俺はどうしても知りたかったのだ。

　二人はまだ知りあったばかりで、友だちと呼べるほど親密な関係ではない。

　だから今回の魔術の訓練は、お互いの距離を縮めるいいきっかけになるはずだ。

　とはいえ人間関係とは難しく、わずかなボタンのかけ違いで険悪な関係に発展してしまう。とくに気心が知れていないうちは、何かと問題が起こりやすい。

　二人とも根はいい娘こだから、仲良くやれてるといいのだが……。

　そんなことを考えつつ進むと、奥からミーナのわめき声が聞こえてくる。

　リオも何やら言い返しているようで、さっそく揉もめ事かと不安に駆られた俺は聞き耳を立てる。

「そうじゃないってば！　リオさんは何度言ったらわかってくれるの！」

「いいえ、わたしは絶対に間違ってませんからっ！」

「どうしても認めないつもりなのね……」

「ミーナさんのほうこそ……」

　ちまっこいエルフ娘とポニテのテニス姫は、いったい何が原因で争っているのだろう？　平均的な背丈のリオが相手でも、自然と見下ろされてしまうのがミーナの悲しいところだ。

　やけに熱が入ってるし、関係をこじらせないうちに仲裁すべきかもしれない。

　そう思って口を開きかけると、

「わたしは頭をぽんぽんしてもらいたいんですっ！」

　リオが言い放った意味不明の宣言に、俺の思考は硬直する。

　一方のミーナは「まるでわかってないなあ」という表情を浮かべて、

「そんなやり方じゃ刺激が足りないでしょ。やっぱり顎クイのほうがグッとくるわ」

「えーでもでも、優しくされたほうが嬉うれしくないですか？」

「じゃあ壁ドンされたら嫌なの？」

「それはそれでウェルカムですけどっ！」

　マジで何の話をしてるんだ、こいつら。

　まさか魔術の訓練そっちのけで『思わず胸キュンしちゃう☆男の子のモテしぐさ！』的な、いかにもスイーツな話題で盛り上がっているわけではあるまいな……？

　俺は頭を抱えながら、二人の間で偏差値が低そうな単語が飛び交う様を見守る。

「ちなみにカイくんにしてもらうならどっちがいいですか？」

「えっ!?　なんで急にあいつの名前が出てくるの！」

「あー、ミーナさんたら動揺してますね。やっぱり──」

「やっぱりって何……。カイのことはなんとも思ってないから誤解しないでよ」

「そうやってツンデレで攻めるつもりですね！　ミーナさんてば……あざといっ！」

「だから変な誤解すんなって言ってんの！」

　……参ったな。この状況で出ていったらすげー恥ずかしいことになるぞ。

　とりあえず今の話を聞かなかったことにしよう。

　俺はその場から逃げるように、忍び足でそそくさと出ていった。







　アジトにいるのもなんとなく落ちつかないので、俺は気ままに〈インサイド〉の表通りをぶらつくことに決めた。

　外の天気は快晴で、白い街並の上に霊素に染まった薄紫色の空が広がっている。

　竜骸都市マハーカーラの世間話は、天気の他に霊素の話題も定番だ。

　たまに通りを行きかう人々が空の色を眺めて「今日も霊素が薄いね」といった会話をしているのを小耳に挟むことがある。

　俺が召喚されたころから霊素の薄い日が続いているらしく、今のところ薄紫色の空しか見たことがないものの、霊素が濃い日だと空はさらに深い紫色に染まるという。

　ちなみに霊素が濃いほど、人々の暮らしは豊かになる。

　この世界の文化は魔術によって発展し、竜骸都市は魔術を強化する霊素の恩恵によって栄えているからだ。たとえば水道や街灯や交通手段などのインフラは魔術によって動き、霊素のおかげで低コストのまま維持されている。

　いわば地球における電気のようなものだと考えれば、イメージしやすいかもしれない。

　最初のころは不条理な世界だと思ったものだが、都市の生活に慣れてくると一定の秩序に沿って成り立っていることが理解できた。

　逆に言えばミーナのような竜骸都市マハーカーラの住人がもし地球に召喚されたとしたら、異なる生活様式に困惑して「なんて不条理な世界なの！」と騒ぎだすかもしれない。

　まあそうなったとしても俺と同じようにそのうち慣れて、渋谷を一人でぶらつくようになるだろう。仮にミーナと地球でデートするなら、どこに連れていこうか。

　なんてことを妄想しつつ、表通りに面した地球におけるスタバ的なお店──オサレかつ気軽に立ち寄れるオープンスタイルの酒場にふらっと立ち寄った。

　俺は窓際の席に座り、ネコ耳の店員さんにホットチョコレートを注文する。

　地球にいたころによく飲んでいたココアに近いので、わりと気にいっているのだ。

　温かい飲み物を片手に通りを眺めつつ、まったりとブレイクタイム。

　日常に幸福を感じる瞬間は、地球だろうと異世界だろうとさほど変わりはない。

「──ごいっしょしてもよろしいですか？」

　ふいに声をかけられたので、驚いて振り返る。

　すると目の前に、びっくりするほどきれいなお姉さんが立っていた。

「ん、ああ……どうぞ」

「ありがとうございます」

　お姉さんはいかにも育ちがよさそうな優雅な仕草で、向かいの席に腰を下ろす。

　他のところも空いているのに、なんでわざわざ相席してきたのだろう？

　不思議に思ってさりげなく、彼女の様子を観察する。

　銀色の髪はサラサラと柔らかく艶つやめいていて、上質なシルクのように見える。

　きめ細やかな肌はキレイな小麦色に焼けており、銀色の髪とのコントラストが彼女自身が持つ美しさをいっそう際立たせている。

　どことなく蠱こ惑わく的てきな顔立ちは男受けがよさそうだ。そのうえ女性にしては驚くほど背が高く、モデルのようにすらっとした佇たたずまいは、同性からの支持も集めそうである。

「お暇でしたら私としばし語らいませんか？　イケてるドラゴンさん」

「……もしかして逆ナン？」

　お姉さんは口に手を当ててお上品に笑う。

　ついつい見み惚ほれてしまう笑顔で、油断すると時間を忘れて眺めてしまいそうだ。

「以前にお会いしたときは勇ましいご様子でしたのに、今日はずいぶんとおとなしいですね。せっかくお誘いしたのですから、もっと楽しませていただきたいのですが」

「いや、お姉さんとは初対面だと思いますけど」

　なんだこの人は。妙になれなれしいうえにグイグイ迫ってくる。

『以前どこかでお会いしましたよね？』はナンパの常じよう套とう句くとはいえ、まさか俺のほうが女性にそんなふうに声をかけられるとは思ってもいなかった。

　めちゃくちゃ美人だし、逆ナンするほど男に飢えてるようには見えない。

　それに言われてみればなんとなく、彼女から漂う雰囲気に覚えがあるような。

「お忘れになってしまわれたのですか？　私の心をあれほど手荒くかき乱しておきながら……ショックで泣いてしまいそうです」

「ちょっ！　人聞きの悪いことを言わないでください！」

　焦って声をあげると、お姉さんは噓うそ泣きをやめてぺろっと舌を出す。

　なんだかわからないけど、とにかくやばそうだな、この人。

　ドラゴンの感覚が告げている。

　深く関わってはいけない、めんどくさいタイプだと。

　俺は飲みかけのホットチョコレートをテーブルに置くと、慌てて立ちあがる。

「あー、すみません。用事があるんで失礼します」

「ダメです。私がいいというまでお相手してください。じゃないと怒ります」

「どんだけ強引なんですか……」

「あなたには従う義務がおありでしょう。この胸に受けた傷はまだ痛むのですから」

　次の瞬間、身の毛がよだつような感覚を味わった。

　お姉さんの可か憐れんな笑顔がいきなり、獰どう猛もうな肉食獣のごとき形相に変化したのだ。

　──違う。

　目の前にいるのはもっと恐ろしい存在だ。

「まさか……あんたは……」

「〈白枝界〉の支配者たる私が、剣で刺されただけで滅びると思いまして？　先日のあなたは、晩ばん餐さん会かいを彩るささやかな遊戯に勝利しただけのことでしてよ」

　きれいなお姉さん──いや、銀腕卿ナーザはコロコロと笑う。

　銀色の甲かつ冑ちゆうをまとう勇猛な騎士のようだった超常者は、素顔をさらした今の可憐な姿のほうがよほど凄すごみがあり、なおかつ本能的な恐怖を俺に抱かせる。

　スタバ的なお店でまったり過ごしていたら、ラスボス級の敵が隣に座ってきたのだ。

　これほど理不尽な展開はそうあるまい。

　俺はとにかく逃げようとした。

　しかし──周囲の空間が唐突にぐにゃりと歪ゆがむ。

　酒場の風景は椅子とテーブルだけ残して消えうせ、眼前に荒涼とした白い砂浜が現れる。

　……いったい何が起こったのか。

　まるで一瞬にして別の空間に飛ばされたかのようだ。

　ナーザは平然と椅子に腰かけたまま、俺のホットチョコレートを勝手にすすっている。

「この場は私が総すべる世界──つまり〈白枝界〉の一部として具現化しています。空間そのものを自在に操る力こそ、魔皇アスラが持つ真の切り札と言えるでしょう」

「つまり……結界を張ったってことか……？」

「私たちは〈神域化サンクチユアリ〉と呼んでいます。お願いですから動かないでくださいね」

　ナーザは恐ろしいほど優しい声で告げると、おもむろに手をかざす。

　直後、頭上から幾筋もの薄紫色に輝く光が降り注ぐ。

　俺が呆ぼう然ぜんと見送る中、目と鼻の先にあったテーブルに美麗な装飾が施された剣が次々と突き刺さっていく。

　あたかも剣山のように──数えきれないほどの〈絶空剣アンサラー〉が。

　やがて周囲は元に戻り、悪夢のような空間は泡ほう沫まつのように消えうせる。

　しかし無数の剣が突き刺さったテーブルはそのままで、通りがかったネコ耳の店員さんがぎょっとしていた。ナーザは平然と「あとで弁償しますから」なんて言って笑う。

　示威行為としちゃ十分だ。

　俺は乾いた声で言った。

「……お前が本気を出していなかったってのは、よくわかった」

「素直でよろしいです。ご理解いただけたのなら私のお相手をしてください」

　悔しいが、今はおとなしく座るほかない。

　ひとまず彼女の話を聞くことにしよう。

「そっちから誘ってきたんだから、あんまり退屈させないでくれ」

「あなたはやはり面白いお方ですね。手元に置いておきたいくらいです」

「俺は誰かの所有物になるつもりはないさ」

「たっぷりサービスしてあげてもいいのですよ？」

　ナーザは甘い声で囁ささやくと、俺の手を優しく握ってくる。

　警戒していたのにあっさり虚を突かれたうえ、不覚にもイケナイ気分になってしまう。

「……お前の目的は勧誘か？　だったらお断りしたから帰るぞっ！」

「あなたにとって魔皇アスラはみな、復ふく讐しゆうを果たすべき敵でしかないのでしょうか。お気持ちは理解できますよ。ごいっしょに召喚された皆さんは今も篭かごの鳥ですからね」

「わかってるなら誘うんじゃねえ。てか俺のことをどこまで知ってる……？」

　今さらながら問いかけると、ナーザは天使のような微笑ではぐらかしてくる。

「晩ばん餐さん会かいのあと、私はあなたの虜とりこになりました。しかし想おもい人からつれない返事しかいただけないのは悲しいものです。私とて魔皇である前に乙女なのですから」

「だからさあ……そういうやり方はやめてくれって」

　きれいなお姉さんのハニートラップは卑ひ怯きようすぎる。

　男の悲しい性分というか、噓うそだとわかってても引っかかりそうになるのだ。

　ナーザはまるで俺の心を読んだかのように、

「今の言葉が噓ではないと証明するために、私の秘密を教えてさしあげましょう。正確には私だけでなく、十二の魔皇全てが胸に抱えているものですが」

「魔皇の……秘密……？」

「ええ。聞いておいて損はないと思いますよ」

　俺は無言でうなずく。確かに聞くだけなら損はない。

「まず前提として、今のあなたでは絶対に魔皇アスラを滅ぼすことができません」

「舐なめてんのか？」

「あら、怒った顔も素敵ですよ。しかしこれは純然たる事実ですし、だからこそあなたに秘密を教えることにしたのです。真実の愛というのは、お互いが対等の関係でなければ成り立ちませんからね」

　つまり今の俺とナーザは対等ではないということか。

　認めたくはないが事実である。何な故ぜなら彼女は周囲の空間を支配し、たった一振りであれだけ苦しめられた〈絶空剣アンサラー〉を、弾幕のように射出する力を有しているのだから。

　ところが続けて語られた説明で、己の認識が甘かったことを思い知る。

「十二の魔皇アスラとは各々が一つの世界を総すべる超常者です。それはあなたが考えているようなただの強い存在というだけではないのです。自らが総べる世界と存在そのものが密接に繫つながっているがゆえに、私たちは物理的な手段で肉体が滅びることはありません」

「は……？　不死ってことか……？」

「定義としては近いですね」

　ナーザがさらっと肯定したので、俺は愕がく然ぜんとしてしまう。

「あなたが海を干からびさせることができるのなら、大地を崩すことができるのなら、空を消し去ることができるのなら──あるいは私たちを滅ぼすことも可能でしょう」

　ひどい冗談だった。

　魔皇を倒そうと思ったら、一つの世界そのものを滅ぼす力が必要だという。

　いくらドラゴンになったとはいえ、さすがにそれだけの力は持っていない。

　ナーザがはるか高みから見下すように、俺の顔を見つめてくる。

　彼女が噓うそをついていないのは直感でわかる。

　存在としての格が違うのも理解できた。

　しかしそれでも、舐められたままでいるのは絶対にごめんだ。

「だから？」

　俺の一言で、ナーザは満開の花が咲いたような笑みを浮かべる。

　意外なほど無邪気に、見み惚ほれるほど可か憐れんで、それこそ恋する乙女のような顔で。

「あなたは本当に愚かで、しかしだからこそ愛いとおしい。もし魔皇を倒したいと願うなら、浅はかな夢想を艶あでやかな理想で染めるなら、まずは〈依代アヴアター〉を探しなさい」

　聞いたことのない単語に俺が首をかしげると、ナーザは上機嫌で説明を続けた。

「一つの世界そのものである魔皇は、そのままの姿で竜骸都市マハーカーラに顕現することができません。ですから自らの化身となる〈依代〉が必要となるのです。私たちにとっては魂のようなものですから、誰かに奪われたら力を封じられてしまいます」

「つまり弱点ってことか」

「ええ。魔皇によって〈依代〉のかたちは違いますが、奪うこと自体はさして難しいことではありません。魔力を持たない代物でなければ、化身に成りえませんから」

「で、お前の〈依代アヴアター〉は？」

「もちろん秘密ですよ。封じられたくはありませんからね」

　ナーザはこともなげに言った。

　肝心なところははぐらかしてくるものの、嬉き々きとして〈依代アヴアター〉について話す彼女はいかにも不自然である。正直どこまで信じていいものか、俺には判別がつかなかった。

「なんで俺にこんな話をする。お前にとってメリットなんてないじゃないか」

「愛だけではダメでしょうか？」

　俺が無言で肩をすくめると、ナーザは少し拗すねたような顔をする。

　……普通に可愛かわいくてちょっと焦った。油断すると惑わしてきやがるぞ、こいつ。

　しかし彼女の本音はあまり可愛くはなかった。

「正直に申し上げますと、私以外の魔皇アスラを滅ぼしてほしいのです。あなたをうまく利用すれば、休戦協定を破らずにライバルを排除することができますので」

「めちゃくちゃ打算的じゃねえか……」

　つい呆あきれてしまう。

　結局のところ彼女の敵はドラゴンである俺ではなく、他の魔皇たちということか。

「あなたは竜骸都市マハーカーラの所有権に興味をお持ちではないでしょう。むしろ元の世界に早く帰りたいと願っているのではないでしょうか。……あなたがもし他の魔皇を滅ぼしてくれたなら、最終的に都市の所有権は誰のところに転がりこんでくると思います？」












「腹黒なお姉さんの懐だな」

「ようやく褒めてくださいましたね」

　いや、腹黒は褒め言葉じゃねえからな。なんで今の流れで頰ほおを赤らめるんだよ。

「で、俺の力をそこまで評価する理由は？　本当に魔皇アスラを倒せると思ってるのか？」

「どうでしょう。私はギャンブラーですから、分の悪い賭けほど燃えてしまいますの」

　ナーザはまたもやはぐらかすように、口元に手を当てて笑う。

　しかし俺がじっと見つめると、彼女は珍しく真剣な表情を作る。

「あるいは大義のために無関係な命を奪うことに、私自身も疑問を抱いていたのかもしれません。終わりなき闘争に明け暮れ、愚かにも力を求め続ける私にとって──」

　ナーザが俺を見つめ返す。

　はるか高みから見下すのではなく、同じ目線でまっすぐに。

「あのときの自らの世界は自らで守れと告げたあなたの言葉は、剣よりも深くこの胸に突き刺さったのです」







　銀ぎん腕わん卿きようナーザとの会話を終えた俺は、意気揚々と帰路につく。

　色々と話し合った結果、彼女は俺たちが〈アウトサイド〉を活動拠点にすることを正式に認めたうえ、今後は他の地区を統治する魔皇について知り得るかぎりの情報を提供してくれると約束してくれた。

　全面的に信用できる相手ではないものの、今のところナーザが俺を陥れるメリットはないし、他の魔皇を倒す目的で利害が一致するのなら、協力関係を結んだほうがいいだろう。

　少なくともナーザの支援が得られるなら、竜りゆう賊ぞくとしての活動範囲は広がるはずだ。

　ところが口笛を吹きながらアジトに戻った俺を出迎えてくれたのは、いかにも不機嫌そうに腕を組んでいる二人の少女だった。

　ツンデレなミーナはともかく、おっとりとしたリオが俺を睨にらんでくるのは珍しい。

　……俺が表通りに出かけている間に、二人に何があったのだろうか。

「よ、よう。どうしたんだ」

「わたしはミーナさんに魔術を教わっていました」

　リオは淡々と言った。

　いつも笑顔な子が無表情なのはけっこう怖い。

　続けて隣のミーナが剣けん吞のんな空気を漂わせながら語る。

「リオさんは真面目にやっているわ。思わず感心しちゃうくらいね」

「そりゃよかった。だったらすぐに魔術を使えるようになるかもな」

「で？　カイくんは今まで何していたの？」

「お、俺か……？　俺は表通りに行って──」

　言葉の途中で、ミーナがにっこりと笑う。

　そのまなざしに剣吞な光が宿っているのを見て、俺は背筋を凍らせる。

「三姉妹のロロから聞いたわ。きれいなお姉さんとお茶してたらしいじゃない」

「あ、くそ！　あいつマジでストーキングしてやがったのか！」

　今朝の会話を思い出した俺は、うっかり口を滑らせてしまう。

　……あ、しまった。しらを切っておけばよかった。

　気づいたときには手遅れで、二人の少女が鬼のような形相で詰め寄ってくる。

「あんたがお姉さんとデートしてる間、リオさんはずっとがんばってたんだからっ！」

「ほんとに許せないですよね、ミーナさん。この最低男をどうしてやりましょうか」

「ち、違うんだ！　お願いだから俺の話を聞いてくれ！」

　怒った女の子というのは、ドラゴンよりも恐ろしい生き物だ。

　俺はミーナとリオにもみくちゃにされながら、心の底からそう思った。










「準備できたよーっ！」

　遠くからミーナの声が聞こえてくる。

　数十メートルほど先にいる彼女の周囲には、風船のような玉がふよふよと浮かんでいる。

　何事もなく十日ほど経過したある日。

　俺はミーナとリオに呼びだされて、地区郊外の閑散とした荒れ地にやってきていた。

　隣のリオはやや緊張した面持ちで、遠くに見えるミーナと風船を見すえている。

　今日の彼女はいつものテニスウェアではなく、ミーナと同じような藍色のチュニック姿で、テニスラケットみたいな網がついた杖を携えている。

　その佇たたずまいはまるで、魔法少女とテニス女子を強引にミックスしたかのようだ。

「よく見ていてくださいね、カイくん」

　リオがそう言った直後、遠くのミーナが魔術で作ったと思わしき風船を飛ばす。

　赤、青、白、黄色、緑──カラフルな風船は荒れ地に吹きつける風を浴びて、自由気ままに空へと舞いあがっていく。

　俺が見守る中、リオは右手に杖を構える。

　すると彼女の身体からだが薄紫色に輝き、杖の尖せん端たんからピキピキと奇妙な音が鳴りはじめる。

　──氷だ。

　魔術によって空気中の水分を集め、凝固させて氷の弾丸を作りだしたのだ。リオが杖を振りあげると先端の網から勢いよく氷の弾が射出され、遠くに浮かぶいくつものカラフルな風船が、またたく間に弾はじけて霧散していった。

　ミーナの手で次々と風船が生みだされるが、リオが杖を振り上げるたびに弾けていく。

　その作業は数分ほど続いたものの、氷の弾が外れることは一度もなかった。

　まさしく百発百中だ。

「的を狙うのって得意なの。これなら誰にも負けないかも」

　額の汗を拭きながら得意げに語るリオ。

　ラケットで氷の弾を飛ばす魔法テニス少女がそこにいた。

　彼女の腕前に感心していると、遠くからミーナがパタパタと駆け寄ってくる。

「最終テストも合格ってところかしら。初歩的な魔術なんだけど、リオさんなら体内で凝縮させた霊素で強化できるから、実戦でも十分な威力を発揮できると思うわ」

「わたしもカイくんをサポートするから、よろしくね」

　リオが瞳をキラキラさせながら言ったので、俺は困って苦笑いを浮かべる。

　どうせ止めたって聞かないだろう。いざとなったらミーナともども守ってやるしかない。

　ともあれリオが魔術を扱えるようになったのなら、俺たちはようやく竜りゆう賊ぞくの活動を再開できるわけだ。

　そのあとはさっそくアジトに戻って、ルウの居場所を特定することになった。

　ミーナがプラナを探知する準備をしておいたらしいので地下室に向かうと、乱雑に置かれていた実験用具や古書が片づけられており、中央に広々としたスペースができていた。

　石造りの床に巨大な魔法陣が描かれていて、真ん中に大きな鏡が立てかけられている。

　ミーナが前に可愛かわいく見える表情やポーズのチェックをしていた、あの鏡だ。

「ずいぶん大がかりな魔術なんだな」

「精度を上げるなら入念にやったほうがいいと思ってね。難しいところはわたしの作った装置が補佐してくれるから、リオさんは魔術を使う要領で意識を集中するだけでいいわ」

　ミーナに案内されて、リオが鏡の前に立つ。

　俺は魔術の修練を積んでいないから、目の前の装置がどのような仕組みなのかわからない。念のため魔法陣に入らないように、少し離れたところから見守ることにする。

　やがて周囲の空気が揺れ、リオの身体が薄紫色に輝きはじめる。ミーナいわく霊素によって強化した探知の魔術で、竜骸都市マハーカーラ全域をくまなく走査するのだという。

　薄紫色の光はやがてリオから鏡の表面に移り、ぽうっと光の像が浮かびあがる。

　翼を広げた竜のシルエット。

　ミーナが光の像を指さして言った。

「竜骸都市の地図が投影されたわ。リオさん、探したい相手を強くイメージして。顔や仕草、あとは声。いっしょにどんな話をしたとか、どんなことをしたとか」

「わかりました……ルウちゃん……ルウちゃん……」

　リオは祈るように呟つぶやく。

　妹を探そうと必死に集中する彼女を見て、俺は胸を突き動かされる。

　どれだけ心配しているか。どれだけ会いたがっているか。

　彼女の強い感情そのものが、周囲の空気を伝って響いてきたかのようだ。

　そして──鏡に浮かぶ竜の細長い首が、小刻みに明滅をはじめる。

「ルウちゃんの居場所を特定できたわ。竜の首に相当する地区──〈朽ちた喉笛ゲヘナ〉ね」

「今いる場所が左脚だから、距離的にけっこう離れてるな」

「プラナを探知できなかったらすぐに見つけられなかったかも。かの地区を支配しているのは嘲ちよう弄ろう卿きようアドラメレク。魔術の実験に執着する研究者の魔皇アスラよ」

「どんな相手なんですか？　ルウちゃんはひどいめにあってないですね……？」

　リオの問いに、ミーナは一瞬だけ眉をひそめる。

　なんとなく不穏な空気が漂う。

「命の危険はないと思う。でもリオさんが囚とらわれていたときほど快適に暮らしているかどうかはわからないかな。ナーザほど常識が通用する魔皇じゃないから」

「そんな……」

「アドラメレクってのはヤバイやつなのか？」

「好奇心が旺盛で、知識欲を満たすためなら手段を選ばないって評判なのよ。あとは私を口封じしようとした黒幕として、もっとも疑わしい魔皇とも言えるかしら」

「なるほど。じゃあ早くルウを奪いにいって、実際のところを確かめてやろうぜ」

　ミーナとリオが力強くうなずく。

　やるべきことは決まった。あとは行動に移すだけだ。

　ところがそこで、表面に浮かぶ竜のシルエットがぐにゃりと歪ゆがむ。

　設置したミーナにとっても予想外の出来事だったらしく、小さく悲鳴をあげていた。

　鏡はさらに激しく薄紫色に発光し、表面にうねうねとサイケデリックな模様を描く。

　そして異変が収まると、竜のシルエットとはまったく別の像が現れた。

　──漆黒のドレスを身にまとう、あどけない少女。

　鏡に映し出されたその姿に、俺は見覚えがあった。

　リオをそのまま幼くしたような、だけど少し生意気そうな面構え。

「噓うそ……ルウちゃん……」

　探し求めていた妹の姿が映し出されたのを見て、リオは小さく呟いた。

　そして鏡の中から引っ張りだそうとするように、震える手を大きく伸ばす。

　しかし……。




『──ダメ！　来ないでっ！』




　唐突に、甲高い声が響く。

　鏡に映し出された幼き妹が、姉の手を拒むように叫んだのだ。

　その場にいた全員が啞あ然ぜんとする中、薄紫色の光が徐々に弱まっていく。

　鏡の表面にはもはや、ルウの姿は映し出されていなかった。







「来ないで」と言われたからといって、素直に受け取るバカはいない。

　むしろルウを早く救いださなければと、焦燥感だけが募っていく。

　もしかすると彼女は思っていた以上に、危機的な状況に置かれているかもしれないのだ。

　俺たちは慌ただしく〈竜の具足テイルナノグ〉を出発し、遠く離れた〈朽ちた喉笛ゲヘナ〉へ向かう。

　目的地までの移動手段として、交易のために各地区を巡回する飛空艇を利用することにした。都市の港である〈ポートサイド〉が近くにあるため、陸路で向かうよりずっと時間を短縮できるのだ。

　個人的には都市の上空を飛ぶかう飛空艇や、十二の世界を行き来する転移船が並んで係留されている様をじっくり観察したかったが……あいにく今は時間の余裕がない。

　俺はロマンあふれる〈ポートサイド〉の光景をほとんど目にすることなく、ミーナとリオに手を引かれて、あれよあれよという間に飛空艇の狭い船室に押しこまれてしまった。

　その後は三人で計画について話しあう。

　ようやく落ち着いたのは、飛空艇が離陸してからしばらく経たったあとだった。

「ふう……。ようやく上空からの景色を堪能できるな」

「遊びにきたわけじゃないけど、せっかくだから眺めてみたいしね」

「わたし、竜骸都市マハーカーラを眺めるのってはじめてかも」

　俺たちは今、飛空艇の甲板にやってきている。

　空を飛んでいるのだから、本来なら風がびゅうびゅうと吹いているはずだ。

　しかし周囲はいたって静かである。たぶん魔術で風を防いでいるのだろう。

　みんなで柵のついた甲板の縁に近づいていく。

「わあああっ！　すっごいいいっ！」

　ミーナの黄色い声が響く。

　リオは「うわあ」と短く感嘆を漏らし、俺は黙って甲板の下に広がる光景を眺める。

　ミーナの反応がやたらと大きかったせいで、異世界から来た俺たちが驚くタイミングを逸したのはどうかと思うが──飛空艇の甲板から眺める竜骸都市は、元々この世界に住む人間だろうと驚嘆してしまうのは無理もないと思えるほどの、絶景だった。

　以前に塔の上から都市を眺めたときは、巨大な竜の上に築かれていると言われてもピンと来なかった。しかしはるか上空から全景を一望してみると、それがまぎれもない真実なのだと実感できる。

　都市を縦断する山脈のように見えていたものは、竜の長い背骨だ。

　崖と崖の間に挟まれた盆地に華やかな街並が広がっているが、上空から眺めてみると、都市が築かれている場所は巨大な竜の翼膜なのだと判別できる。

　翼の起点に視線を移せばエアーズロックのような肩甲骨が二つ並んでいて、その間を縫うように続く背骨の山脈は、やがて空に向かって大きく反りかえっていく。

　背骨の先は飛空艇の高度よりさらに上で、霊素のモヤに包まれていてよく見えない。

　しかし目的地である〈朽ちた喉笛ゲヘナ〉は、あのぼやけた薄紫色の先にあるのだ。

「ルウちゃんにも見せてあげたいなあ……」

　眼下に広がる幻想的な光景を眺めながら、リオが寂しそうに呟つぶやく。

　プラナを探知したときにルウの幻を見てからというもの、彼女の表情は曇りがちだ。

　気丈に振るまおうと努力しているようだが、やはり今の精神状態では難しいのだろう。

　ミーナが少し気を使ったふうに、不自然なほど明るい声で問いかける。

「ルウちゃんてどんな子なの？」

「優しくてしっかりした子ですよお。お姉ちゃんのわたしよりしっかりしてるかも」

　リオはそう言って照れたように笑う。

　召喚されたときに会った印象では生意気にしか感じられなかったものの──お姉ちゃんについた悪い虫（俺）をけん制していたのなら、本当にしっかりした妹なのかもしれない。

「……ルウちゃんのことを考えると、すごく後悔しちゃうんです。もっと優しくしておけばよかったって」

「俺からしたら優しいお姉ちゃんに見えたけどな。ルウだって懐いてたみたいだし」

「違うの、カイくん。地球にいたころのわたしって部活が忙しかったから、ルウちゃんに構ってあげられなくて。いつもおうちで絵を描いてるような子だったから気にしていなかったけど……今になって思うの。本当は寂しかったんじゃないかって」

　リオが悲しげに語るのを聞きながら、俺は内心で首をかしげる。

　ルウと話したのは一度だけとはいえ、そんなふうに寂しがるような子には見えなかった。

　むしろ気が強そうなあの感じは、テニスの全国大会に出場する姉を全力で応援するタイプではないだろうか。

　彼女が抱えている過去の後悔は、たぶん今の不安から来ているものだ。

　だから俺はリオを元気づけるように、尻尾でぽんと叩たたいてやる。

「そんなら早く連れだして、いっしょに遊んでやらないとな」

　これから先の話をして笑うと、リオの表情にわずかな晴れ間がのぞく。

　すると横で聞いていたミーナが、俺をからかうように言った。

「カイが言うと変態っぽい」

「言っとくけど俺はロリコンじゃないぞ、たぶん」

「え、じゃあミーナさんはタイプじゃないの？」

「リオさん……それはどういう意味かしら」

「ていうか、そもそもミーナは何歳なんだよ」

「聞いたらダメよカイくん。六百歳とか言われたら反応にこまるもん」

「あの、わたし十六歳ですけど……」

　ミーナがジト目で答える。なんだ、わりと普通じゃないか。

　そのあとは何な故ぜか、二人に好みの女性のタイプを聞かれるハメになる。

　見ためだけならナーザ様かなと正直に答えたら、危うく甲板から突き落とされそうになった。さすがに飛空艇から落とされたら、ドラゴンだってタダじゃ済まないぞ……。







　飛空艇でちょっとした観光気分を味わったものの、目的地の〈朽ちた喉笛ゲヘナ〉にたどりつくと、とてもじゃないが旅行先に選びたいとは思えないような街並みが広がっていた。

　一言で言えば暗い。

　もっと言えば汚い。

　地区の中心部は煤すすけて灰色になったレンガ造りの建物が並び、巨人の亡霊のように道ゆく人々を見下ろしている。

　通りのいたるところに正体不明な生ゴミや鉄くずが散乱しており、路地裏では身体からだ中じゆうに触角をつけた野良猫とカラス並みの大きさの蛾がが、カビの生えたパンを奪いあっている。

　空気はひどく汚染されていて、腐った肉と強い薬物が混ざった悪臭で満ちている。

　通りを歩く人々の目は虚うつろで、荒廃した都市らしい陰気で殺伐とした雰囲気に支配されていた。

　十九世紀のロンドンを魔改造したら、たぶんこんな感じになるだろう。

　石炭燃料による大気汚染や、排水の垂れ流しで水源の汚染が進み、歴史上でも類を見ないほど公害が蔓まん延えんしていたころのイメージだ。

　しかし地区を荒廃させているのは産業革命ではなく、嘲ちよう弄ろう卿きようアドラメレクだ。

　かの魔皇アスラは環境に甚大な被害を及ぼす怪しい魔術実験を、頻繁に行っているという。

　俺たちは揃そろって外がい套とうのフードを目深にかぶり、口元にハンカチを当てて歩く。

「あんまり長居したいところじゃねえな」

「都市の中でもトップクラスに評判の悪い地区だしね。アドラメレクは住人たちを無実の罪でとらえて、刑罰と称して人体実験に使ってるって噂うわさまであるのよ」

「ひどい……。ルウちゃんを早く助けなくちゃ……」

　リオが青ざめてしまうのも無理はない。

　話を聞けば聞くほど、危機感が募ってくる。

　よりにもよって小学生の女の子が、こんな地獄のようなところに囚とらわれているのだ。

「探知の魔術で割りだした座標から推測すると、ルウちゃんがいるのは郊外にある〈魔ま導どう宮きゆう〉みたいね。例によってアドラメレクの本拠地──難攻不落の魔術要塞よ」

　ミーナの説明を聞いて、俺とリオは息を吞のむ。

　いかにもヤバそうな場所だ。

　しかしだからといって、引き返すわけにはいかない。

　ルウが囚とらわれている〈魔ま導どう宮きゆう〉に潜入するべく、俺たちは行動を開始する。







「──下から入りこめばどうってことなかったわね」

　真っ暗な倉庫の中で、ミーナがひそひそと囁ささやく。

　竜の死骸を基盤にして築かれた都市の地下には、岩のように硬い竜骨の地層が埋まっていて、場所によっては巨大な空洞ができている。

〈魔導宮〉の真下にもちょうどそんな空洞があり、アドラメレク配下の家来が実験で生まれたゴミを廃棄しているという。

　おかげで地区の中心部まで悪臭が漂ってきているというのだが……匂いが伝ってくるというのはつまり、空洞の内部で〈魔導宮〉と地区の中心部が繫つながっているということだ。

　そんなわけで俺たちは、ゴミ溜ためのような抜け道から〈魔導宮〉に入りこんだわけだ。

「しかしひでえ臭いだったな」

「ミーナさんはなんで平気そうなの……」

　そりゃ育ちが違うからだよ。

　借金地獄を生きたエルフ女子は悪臭に強い。

　ひとまず汚れよけの外がい套とうを脱ぎ捨て、ゴミ溜めに繫がっていた〈魔導宮〉の倉庫を出る。

　周囲は驚くほど静かで、人の気配はまったくなかった。

「おかしいわね。警備兵の一人はいるかと思ったけど」

「建物の外れだからかもしれないな。先に進めばウヨウヨいるはずだ。油断せずになるべく慎重に歩けよ。見つかると面倒だからな」

「ちょ、ちょっと緊張するね……。心臓がばくばくしてきた……」

　リオが挙動不審気味なので、俺は不安になってくる。

　ミーナも肝心なときにヘマをするポンコツ気質かたぎだし、大丈夫だろうか。

　ナーザの〈雲うん砂さ廟びよう〉に潜入したときは俺一人で心細かったが、あるいは単独行動のほうがスムーズに計画を実行できるのかもしれない。当たり前の理屈として人数が多ければ多いほど、敵に気づかれやすくなるのだから。

　ところが〈魔導宮〉の奥に進んでいくと、俺の不安は杞き憂ゆうだとわかった。

　入り組んだ通路を歩けど歩けど巡回する警備兵に遭遇することはなく──かわりに目にするのは、今にも動きだしそうな悪魔像と、巨大なホルマリン漬けめいた装置の中で眠る異形のモンスターたちだけだ。

「アドラメレクが実験で作った魔導兵器なんでしょうけど、今は起動してないわね。ほとんど侵入者が来ないから、コスト削減のために休眠させているのかしら」

「い、意味ねえ……。なんのために作ってんだよ……」

「この建物はかなり古いし、侵入者の排除というより大規模の戦闘を想定して作られてるのかも。要するに休戦前──魔皇アスラたちが激しく争っていた時代の遺物ってわけね」

「なるほど。だから平和ボケした今は警備がザルなのか」

「でもラッキーだったねえ。これなら早くルウちゃんを助けられるかも」

　リオは能天気にそう言ったものの、俺はそこまで楽観的になれなかった。

　いくら警備が手薄とはいえ、さすがにルウが囚とらわれている場所には強力な守護者が配置されているはずだ。激しい戦闘になるのは間違いない。

「あ、そろそろ近いかも。ルウちゃんの気配を感じる……」

　リオが意識を集中させながら、歓喜と緊張の両方をにじませた声で呟つぶやく。距離が近いと大がかりな魔術を使わなくても、相手のプラナを探知できるらしい。

　入り組んだ通路はやがてシンプルな一本道になり、その先に豪華な装飾が施された扉が見えた。

　とくに警戒せず近寄ろうとしたリオとミーナを、俺は慌てて制す。

「待て待て。考えなしに突っこむバカがいるかよ。……扉に細工がしてあるんだ。リオをさらったとき、開けようとしたらモンスターが襲ってきて大変だったんだから」

「言われてみればカイくんが助けてくれたとき、部屋の前ですごい音してたかも」

「そうなの？　じゃあ早いとこ退治しちゃって」

　ミーナが気軽に言ったので、俺はやれやれと肩をすくめる。

　まあ力仕事は俺の担当だから別にいいけどさ。

　モンスターが襲ってくる前提で警戒しつつ、扉にゆっくりと手を伸ばす。

「……あれ？　普通に開いたぞ。鍵もかかってねえや」

「もしかして空き部屋なんじゃないの？　探知の座標がズレたのかも」

「そんなことないよお。ルウちゃんの気配を感じたもん」

　リオとミーナはそう言って、俺を押しのけて部屋に入ってしまった。

　二人の警戒心のなさに呆あきれながら、慌ててその背中を追う。

「ルウちゃん……ルウちゃんいるの？」

　部屋の中は真っ暗で、妹に呼びかけるリオの声だけが響く。

　すると片隅の燭しよく台だいにぽうっと灯あかりがともり、小さな少女の影が浮かびあがる。

　いた。

　やはり探知の座標はズレていなかったのだ。

　リオが一目散に駆け寄っていく。

　俺はほっと息を漏らした直後、状況の不自然さに気づいて背筋を凍らせる。

　──ルウが囚われているなら何な故ぜ、部屋に鍵はかかっていなかった？

　ザルすぎる警備にしてもそうだ。

　ここまで簡単に侵入できるというのは、逆に怪しい。

　俺の不安に応えるように、開けっ放しにしておいた背後の扉がバタンと閉まる。

　そして、リオの悲鳴が響く。

「きゃああっ！　な、何が起こってるの？」

「……おやおや、甘美な響きだね。小鳥みたいにさえずるじゃないか」

　場違いに陽気な声が聞こえてくる。

　少女のシルエットだった影がうねうねと蠢うごめき、黒い触手に姿を変えてリオを拘束している。いち早く状況を察したミーナの、切迫した声が響く。

「カイ、早く！」

「わかってるさ！　……この野郎、リオを放せっ！」

　ところが突進しようとした直後、俺の足首に影の触手がからみつく。

　見ればミーナの細腕にも蛇のごとき影が巻きついていて、小さく悲鳴を漏らしている。

　最悪だ。

　俺たちはまんまと罠わなにハメられたのだ。

「やあやあごきげんよう。わざわざ会いに来てくれるなんて嬉うれしいなあ」

「嘲ちよう弄ろう卿きよう……アドラメレクッ！」

　触手のような影を操る主は、身動きが取れない俺を見て嘲あざ笑わらう。

　燭しよく台だいの灯あかりに照らされて、山や羊ぎのような角を生やした悪魔の姿が浮かびあがる。

「君たちのことはよく覚えているよ。召喚されたときはもちろん、ボクの使い魔を焚たき火びみたいに焼いちゃったこともね」

　アドラメレクはアハハと、楽しげな笑い声をあげる。

　その姿はどことなく、かつてミーナを口封じに殺そうとした妖魔を彷ほう彿ふつとさせる。

「やっぱりあんたが黒幕だったのね……」

「おかげさまでね、約束は守ったほうがいいと学んだよ。ボクも反省したからさ、これまでのことは水に流そうじゃないか」

「はあ？　お前は何を言ってるんだ？」

「キミたちを許すと言ってるのさ。今後は錫姫シヤクテイともども、ボクのために働くといい」

　アドラメレクはふざけた言葉を吐きながら、影のような触手で俺の足を強く締めつけてくる。リオは今や四肢を縛られて宙ちゆう吊づりになっており、ミーナは両手を後ろに回されたまま、もがき疲れたのか床に膝をつけている。

　俺だけなら逃げられるかもしれない。

　しかしそれでは二人の少女を見捨てることになる。

　現状をどう打破すべきか。

　考えあぐねる俺の心を砕くように、アドラメレクは言った。

「ボクのお姫さまを奪いにきたんでしょ？　でもねえ……ああ、同情しちゃうよ。まさか手を差しのべようとしたものに、裏切られるなんて」

「どういう……こと？」

　宙吊りになったリオが、苦く悶もんの声を漏らしながら呟つぶやく。

　アドラメレクは彼女に向き直ると、とっておきの冗談を披露するように告げる。

「数多あまたの恋物語が悲劇で終わるように。家族の情愛が血肉の争いと紙一重であるように。固く結ばれた絆きずなほど、張りつめた糸のようにたやすく断ち切れるのさ」

　沈黙が下りる。

　魔皇アスラが紡ぐ言葉はまどろっこしく、いまいち要領をえない。

　いや、違う。

　俺たちは気づいていた。

　だけど信じられないでいたのだ。

　他でもない。

　助けようとしていた少女の──裏切りに。

「ではでは。キミたちの来訪を教えてくれた、忠実なお姫さまをご紹介しよう」

　アドラメレクが告げると、部屋の片隅を覆っていたらしき影の幕が立ち消えた。

　そしてリオによく似た少女が現れる。

　漆黒のドレスを身にまとい、わずかに肌が透けた布地は、幼いわりに妖よう艶えんな色気を感じさせる。喉元に無骨な首輪を嵌はめられた姿は、どことなく背徳的な色気を漂わせている。

　冷たいまなざしを向ける妹を見て、リオは泣きそうな声を出す。

「なんでなの……わたしはルウちゃんと……いっしょに帰りたいって……」

「お姉ちゃんってほんと何もわかってないよね」

　ルウは感情を一切表情に現さず、淡々とした調子で告げる。

　幼い妹が姉に示したのは救いを求める言葉ではなく──。




「だってルウは、おうちに帰りたくないんだもん」




　明確な拒絶だった。










　冷たい鉄の牢ろう獄ごくに、俺とミーナは囚とらわれていた。

　救おうとしていたルウに裏切られたあげく、リオはアドラメレクに囚われてしまった。

　そして逃げ場を失った俺たちに用意されたのが〈魔ま導どう宮きゆう〉の最奥に位置する牢獄である。

　牢内の構造はいたってシンプルだ。

　正面に頑丈そうな扉があるだけで、ほかには何もない。

　扉と壁はマーブル模様が浮きでた不思議な質感の金属板で、血の臭いとよく似た金属臭と換気の悪さからくる息苦しさは、打ちひしがれた心をさらにきつく締めあげてくる。

　隣を見るとミーナが険しい表情を浮かべて、くるくると手を動かしていた。

「……参ったわね。魔術が封じられているみたい」

　俺は首をかしげる。

　何をやっているのかと思ったら、魔術を使おうとしていたらしい。

「聞いたことがあるわ。アドラメレクはプラナの作用を妨げる材質を手にいれたって」

「てことはこの牢獄を覆ってる金属が……」

　ミーナはうなずく。

　つまり俺たちが収監されたのは、魔術を封じる特殊な牢獄なのだ。

「どうせなら携帯性のあるもの──手錠とかに使うほうが便利そうだけど、そうしないってことは、四方に張り巡らせるくらいじゃないと効果が発揮されないのかな」

　ミーナは長い耳をぴょこぴょこ動かして、やや興奮気味に壁面を観察しはじめる。

　研究者気質かたぎだから妙なスイッチが入ったのかもしれない。

　俺も彼女にならって四方を覆う金属に目を向けると、マーブル模様の表面に漢字やアルファベットなどの地球の文字がうっすらと混じっていることに気づく。

　これはいったいどういうことだろう。不思議に思ってミーナにたずねると、

「なるほどね。カイがいた世界の金属が魔封じのタネなわけよ。プラナがうまく作用しない世界で生まれた物質なら、そういう性質を帯びていたとしても不思議じゃないわ」

「だとしたら、アドラメレクはどうやって地球の金属を手にいれたんだろ」

「都市の外周に〈奈落の海〉ていう次元の渦があってね、たまに彼方かなたの時空から漂着物が流れつくことがあるの。たぶんその中から見つけたんじゃないかな」

　ミーナはそう言ったあとで大きなため息をつく。

「……壁抜けの術を使おうとしたんだけど、そんなわけで無理っぽい」

「じゃあ騒ぎが大きくなっちまうのを覚悟で、扉をぶっ壊すしかないか」

「でもこれって竜骸の骨とかけあわせてあるから、かなりの強度があるはずよ」

「拾った金属をそのまま使ってるわけじゃないのか。つっても地球じゃ無価値の鉄くずが魔封じのアイテムに変わるんなら、ずいぶんとお得なリサイクルだけどな」

「そうでもないかな。漂着物って相当なレアだから、現物はここにあるだけだろーし」

　てことはこの牢ろう獄ごくさえ破壊してしまえば、魔封じされる心配はなくなるわけだ。

　ならば二度と囚とらわれないように、完膚なきまでに扉を叩たたき壊しておくとしよう。

　俺は内に溢あふれるドラゴンの力を解放し、両腕を巨大化させようとする。

　──ふんぬっ！

　しかし変化は起こらない。

「あれ？　おかしいな。うまく力が働かないぞ」

　たとえるならクシャミが出そうで出ないときみたいな。

　巨大化する！　と思った瞬間に、ドラゴンの力が奥に引っこんでしまうのだ。

「魔術じゃないからプラナの阻害は関係ないはずだけど。……あ、もしかしたらアレのせいかな。ほら、上を見て」

　言われて天井付近に目を向けると、通気口のような小窓に四角い装置がついていた。

　なんとなくエアコンを彷ほう彿ふつとさせるが、竜骸都市マハーカーラにそんなものがあるとは思えない。

「あの装置で霊素をろ過してるのよ。ドラゴンって未知の部分が多いから推測するしかないけど、大気中の霊素が薄いと本来の力を引き出せないんじゃないかしら」

「参ったな。普通の金属だったら今の状態でもイケそうなんだけど」

　一応ぶん殴ってみるものの、かなりの強度があるという魔封じの金属はビクともしない。

　アドラレクが念を入れて霊素も封じたのか、あるいはドラゴンになった俺の弱点を熟知していたのか──何にせよ魔術とドラゴンの力の両方を阻害されている以上、俺とミーナに牢獄を脱出する手立てはなかった。

「リオさんだったら体内に凝縮された霊素で、強引に魔術を使えるはずなんだけどね。凡人のわたしはプラナを阻害された時点で、ただのちんちくりんでしかないのよ……」

　ミーナがさじを投げたように自虐ネタを披露しはじめる。

　魔封じの金属を破壊して牢から脱出するには、どうにかして霊素を補充するしかない。

　しかし牢内の天井はかなりの高さがあり、霊素のろ過装置を破壊するどころか、たどりつくことさえ困難だ。

　壁を登れるかどうか試してみるものの、ドラゴンの力がうまく引き出せない状態だと、細胞変異でファンデルワールス力を発揮することもできなかった。

「はあ……。いよいよ無理な気がしてきた……」

「あんたにしては珍しく弱気じゃないの」

　疲れてぐったりと座りこんだ俺の膝を、ミーナがぺちんと叩いてくる。

　言われてみりゃ確かに俺らしくない。

　しかしそうなったのは、ドラゴンの力が封じられたからではないはずだ。

「あんなこと言われるとは考えもしなかったよ。帰りたくない、だなんてさ」

　自然と口から本音が漏れていた。

　ルウの言葉を聞いて、俺は思っていた以上にショックを受けていたらしい。

「俺は地球に帰りたい。学校帰りにコンビニに寄って買い食いしたり、ファミレスで友だちと騒いだり、家でマンガを読んだりゲームをしたり……とにかくまあ、そういう何気ない生活が好きだったからさ」

　ファンタジーに憧れて中二病をこじらせたりするときもあるけど、結局は普通に平和にダラダラと日常を過ごすのが一番だ。

　リオだって俺と帰るって言ってくれた。だからみんなそうなんだと思っていた。

　だけどルウは「おうちに帰りたくない」と言ったのだ。

　救いの手を差しのべた姉を──拒絶して。

「錫姫シヤクテイが生いけ贄にえになる事実をリオは知らなかったし、同じような境遇のルウも知らないと考えるのが自然だ。だからもし自分が食われると理解していたなら、ルウはあんなふうに俺たちを拒絶しなかったかもしれない。でも……」

　それは単に身を守りたいだけの話で、元の世界に帰りたいと望んでいるわけじゃない。

　あるいは魔皇アスラの手から救いだしたあとで、ルウは帰りたくないと主張するかもしれないのだ。もしそうなったら、俺はどうするべきなのだろう？

　錫姫たちが力を合わせなければ──元の世界に戻ることはできないというのに。

　黙りこくっている俺を見つめて、ミーナがぽつりと言葉を漏らす。

「おうちに帰りたくないって気持ち、少しわかるかな。……だってそうでしょ？　わたしは自分が生まれた世界で、ずっとひどい暮らしをしてきたんだから」

　借金地獄を生きてきたミーナの言葉は、恐ろしいほどの説得力がある。

　おまけに彼女が明かした生い立ちは、想像していたものよりはるかに壮絶だった。

「わたしって捨て子だったの。実はお爺じいちゃんと血は繫つながってなくて、最初から天涯孤独の身なわけね。魔術の才能をあったから拾ってもらっただけでさ、実際のところ家族として愛されてたかどうかも自信がないわ」

　俺は何も言えなかった。

　自分と環境が違いすぎて。

　朗らかな彼女が抱える闇の深さを知って。

　もし同じ立場だったら逃げたいと思うはずだ。戻りたくないと思うはずだ。

　誰もが故郷を愛しているとはかぎらない。帰りたいと願っているとはかぎらない。

　錫姫にしたってそうなのだろう。

「ルウは……自分の世界が嫌いだったのかなあ」

　打ちのめされた俺の膝を、ミーナが再びぺちんと叩たたいてくる。

「あの子は帰りたくないって言っただけじゃないの。他に理由があるのかもしれないし、そもそもこの世の全てを嫌うなんて難しいわよ？　……わたしだって今いるこの世界が大嫌いだけど、それでも好きなものはあるんだからさ」

　そう言って屈託なく笑うものだから、俺は両手を広げて降参の合図を送る。

　ミーナは本当に強い女の子だ。

　不幸のどん底に落とされても前を向いて、何度だって立ちあがる。

　おまけに笑顔一つでドラゴンを骨抜きにしてしまうのだから、手に負えない。

「ちなみに好きなものってなんだよ。やっぱりお金と肉？」

「他にもあるってば！　わたしをどんな目で見てんのよ！」

「じゃあ俺か」

「あーはいはい……」

　彼女は呆あきれたようにひらひらと手を振って、ぷいと顔を背けてしまう。

　それから聞かれたくないのか聞いてほしいのかわからないくらいの微妙な小声で、

「でも、あんたのおかげで好きなものは増えたかもね」

　……俺のテンションを上げるには十分な一言だった。

　力を封じられているくせに、今ならどんな無む茶ちやだってできる気がしてくる。

「だったらアドラメレクをぶっ倒して、お前の嫌いなものを減らしてやるさ」

「お願いね。あいつを見てると虫唾むしずが走るから」

　今度はお互い顔を合わせて、悪党みたいに笑ってみせる。

　俺たち竜りゆう賊ぞくはこれくらいのノリでちょうどいい。思い悩むなんて後回しだ。

　と、そこで牢ろう獄ごくの外からパタパタと足音が聞こえてくる。

〈魔ま導どう宮きゆう〉でこんな軽めの音を響かせるのは、ミーナのほかはルウしかいない。

　いったい何が目的なのか。

　牢獄に囚とらわれた俺たちに面会するつもりらしい。

　もしかしなくても、チャンスが巡ってきたかもしれない。

　俺は今しがた思いついたアイディアについて、ミーナの意見を求める。

「たぶんできるとおもうけど……あんたってほんとに最低よね」

　すると案の定、ものすごく軽蔑されてしまった。

　だけど他に手段がない以上、試してみる価値はあるはずだ。

　俺はドラゴンらしく牙を剝むきだして笑う。

「お姫さまを奪うためなら、王子さまの真似事だってしてみせるさ」







　ルウは扉を開けることなく、マーブル模様の壁をすり抜けて牢内に入ってきた。

　つまり彼女は壁抜けの術を習得していて、体内で凝縮された霊素を用いれば魔封じの牢獄だろうが問題なく魔術を扱えるってことだ。

「誰にそんな手品を教えてもらったんだ？」

「アドラメレクに決まってるでしょ。そのほうが魔皇アスラの恐ろしさを理解できるからって。……実際そのとおりだったもん」

　俺の問いかけに、ルウは初対面のときと同じく生意気な態度で応じる。

　見たところ彼女は魔術の扱いに慣れていそうだ。

　だからこそリオが探知の魔術を使ったとき、幻を介してこちらにメッセージを飛ばすことができたのかもしれない。

「ドラゴンになって調子に乗るからこうなるのよ。ルウは牢ろう獄ごくの中でも魔術が使えるんだから、無駄な抵抗しないでよ。じゃないと──」

　彼女は懐から小さなペンを取りだすと、模様を描くように宙をなぞる。

　すると薄紫色のモヤが生まれ、デフォルメされたクマのモンスターが具現化した。

「噓うそ……。ゴーレムを作りだすなんて……」

「もしかしてかなり難しいのか？」

「高度な術なのはもちろん、脳内のイメージを忠実に再現するセンスが必要なの」

　そういえばルウは絵画コンクールで何度も入賞している天才児だ。

　ゴーレムの創造というのは、持ち前のセンスを活いかした魔術なのだろう。

　モフモフした可愛かわいらしいクマさんのくせして、丸太のような腕をびゅんびゅん振りまわす仕草から、けっこう凶悪なパワーを秘めていそうなのが伝わってくる。

　今の俺は本調子じゃないし、無む暗やみにケンカを売るのは控えたほうがよさそうだ。

「私は絵心ないから失敗しちゃうのよね。三年くらい前にゴーレムでイケメンを作ろうとしたんだけど、危うくヘドロのオバケに吞のみこまれそうになったし」

「昔から変なことやってんだな、お前……」

　このエルフちゃんは黒歴史が豊富だから困る。

　話を聞いていたルウは俺以上に呆あきれたらしく、ため息まじりに言う。

「ほんとに緊張感のないおバカさんだし……。しかたないからルウがお世話してあげるの。研究に協力するなら命だけは助けてやるって、アドラメレクも言ってたし」

「だってさ。どうする？」

「魔皇アスラって冗談がヘタなのね。まるで笑えないわ」

　ミーナはふんと鼻をならす。俺も同意見だ。

　口封じに殺そうとしてきた相手なんて信用できるわけがなく、たとえ今の言葉が真実だとしても、どうせロクでもない研究をやらされるに決まっている。

　ドラゴンの俺なんて実験の餌食にされて、ホルマリン漬けにされるのがオチだろう。

「てなわけで俺たちの答えはお断りだ。お前のほうこそどうなんだ。……本当に帰るつもりはないのか？」

「なんで帰らなくちゃいけないの？　ルウはお姫さまになれたのに」

　幼い姫君はそう語ると、あどけない仕草で黒いドレスをひるがえす。

　しかし言動とは裏腹に表情は仮面のように硬く、壊れかけの人形を彷ほう彿ふつとさせた。

「ここにいたら、お前はアドラメレクに食われちまうんだぞ」

　ひとまず現状に危機感を持たせようと、俺は真実を告げる。

　しかしルウはむっつりとした表情を浮かべて、

「知ってるよ。だから何」

　驚くべきことに、ルウは錫姫シヤクテイに待ち受ける運命を知っているようだった。

　しかし……殺されるとわかったうえで、救いの手を拒む理由がどこにある？

　俺が困惑していると、ルウは自分に言い聞かせるかのように呟つぶやいた。

「どうせ逃げようとしたって無駄なの。だったら優雅に暮らしたほうがいいもん」

　その声は小さな女の子が発したとは思えないほど空虚で、深い諦観に満ちていた。

　彼女の言葉を聞いて、俺はようやく理解できた。

　ルウはおうちに帰りたくないと本心から願っていたわけではなく。

　アドラメレクを恐れるあまり──帰れるわけがないと諦めているのだ。

「……ふざけんなよ。リオはお前をずっと心配してた。だから危険をおかして助けにきたんじゃないか。なのにお前が先に諦めたら意味ねえだろうが！」

「じゃあどうすればよかったの！　ルウは来ちゃダメって言ったのにっ！」

　姉の名前が出たことで、ルウの口から堰せきを切ったように感情が溢あふれだした。

　冷淡な仮面が剝はがれ落ちて、涙でぐしゃぐしゃになった小学生の顔があらわになる。

「お姉ちゃんは何にもわかってないっ！　ルウを助けにきたらアドラメレクに捕まって殺されちゃうのに！　そんなの……そんなの絶対に嫌だもん……っ！」

　年相応に泣きじゃくる少女の姿を、俺は納得とともに見つめる。

　リオの言っていたとおり、ルウは本当に優しくてしっかりした子なのだろう。

　だからこそ愛する姉が犠牲になる結末を、何よりも恐れているのだ。

「嘲ちよう弄ろう卿きようと呼ばれるアドラメレクは、他者を弄び欺く行為をなによりも好むと言われているわ。ルウちゃんはそのことをよく知っていたから……」

　ルウの真意を理解したのか、隣のミーナが呟く。

　あえて助けがくることをアドラメレクに打ちあけ、家に帰りたくないと告げる。

　姉を裏切るという【見世物】を披露すれば、満足した魔皇アスラは恩赦を施すだろうから。

　自らの気持ちを偽り──救出の手を拒むことで。

　ルウは姉の命を守ろうとしたのだ。

「バカじゃねえの、お前……」

　思わず出てしまった俺の言葉に、無む茶ちやな背伸びを続ける少女は何も返さない。

　わかってんのかよ。それでも覚悟したのかよ。

　お姉ちゃんが殺されるくらいなら、自分が殺されたほうがいいだなんて。

　それが正しい答えじゃないとわかったうえで、それでも選んだのかよ。

　不愉快だった。

　ぶっちぎりで笑えなかった。

「まったく……素直に俺の力を信じてくれりゃ話は早いのにな。そしたら全部なんとかしてやるよ。アドラメレクのこともリオのこともさ」

「何も知らないから……そんな調子のいいことが言えるの」

「じゃあお前は知ってるのか？　アドラメレクよりも恐ろしいドラゴンのことを」

　俺は牙を剝むきだして問いかける。

　しかしルウは怯おびえるどころか、挑戦的なまなざしを向けてくる。

「ドラゴンさんはアドラメレクに立ち向かうどころか、牢ろう獄ごくから抜けだすことすらできないじゃん。本当になんとかできるんなら……今すぐここで証明してよっ！」

　ルウは小さな身体からだをめいっぱいに広げると、癇かん癪しやくを起こしたように叫ぶ。

　クソ生意気な態度がようやく戻ってきたらしい。

　俺は上機嫌になって言った。

「──牢獄から抜けだしてみせればいいんだな？」

　ならば教えてやろう。

　ドラゴンの答えを。

　ドラゴンの力を。

　尻尾をふりふりしながら近寄ってくる俺を見て、不穏な気配を察したのだろうか。

　ルウは勇ましい態度を改め、小動物みたいにぷるぷると震えはじめる。

「ちょっ……どうするつもりなの！　すっごく嫌な予感がするけどっ！」

「そんなに怯えるなよ。証明しろって言ったのはお前じゃないか」

　俺はにんまりと笑みを浮かべて、ルウの肩をがっちりとつかむ。

　主あるじの危機を察知したのか、視界の隅でクマさんゴーレムが動きだす。

　だが──遅い。

　女の子の唇を奪うのは、ほんの一瞬だけ隙があればいい。

「も、もご……っ！」

　ドラゴンの腕に拘束されて、ルウの華きや奢しやな身体が小刻みに震える。

　俺は舌を使って可か憐れんな唇をこじあけると、ピンク色の口内を貪欲にむさぼった。

　そうして彼女の体内に凝縮されていた霊素を奪いとっていく。

　つまりこれが牢獄から抜けだすアイディア──王子様の真ま似ね事だ。

　錫姫シヤクテイであるルウから足りない霊素を補充する。

　口内摂取できることは、ミーナから事前に聞いておいた。

　ドラゴンの力がみなぎってくるのを感じた俺は、ルウの唇を解放する。

「ななな……なにしやがるの、このロリコン！　今すぐ通報してやるからっ！」

「ハハハ！　やってみろよ！　竜骸都市マハーカーラに警察はねえけどなっ！」

　クマさんゴーレムが襲いかかってきたので、俺はさっそく両腕を巨大化させて殴り倒す。ファンシーなボディは凄すさまじい勢いで四散し、薄紫色のモヤに戻っていく。

　すかさず両腕を元に戻してルウを担ぎあげると、お次は右脚を巨大化させて魔封じの扉を粉砕する。いくら強度があろうとも、ドラゴンが本気を出せばこんなもんだ。

　怯える彼女と目が合ったので、思い出したように告げる。

「言っとくけどファーストキスだぞ。光栄に思え」












「こ、こいつマジで頭おかしいのっ！　やだやだ食われちゃううう！」

　腕の中でジタバタと暴れるルウに、俺はなおさら愉快になって大声で笑う。

　背後ではミーナが、変質者を見つけたような顔をしていた。

「ほんとひどいわね、あんた……」

　おいおい、そんなふうに言わないでくれよ。

　女の子とのキスで力を取り戻すなんて、おとぎ話みたいで素敵じゃないか。







　脱獄なんて普通はバレないようにやるものだが、ドラゴンに常識は通用しない。

　扉をぶち破ったついでにいっそ開き直って、豪快に暴れてやることにした。

　腕に抱えていたルウをミーナに預けると、俺は高らかに笑い声をあげる。

「よく見とけよ。これがドラゴンの力だッ。ファファファファッ！」

　野生の獣さながらに腕を振りまわす俺を見て、ルウは震えながらミーナにしがみつく。

　すると騒ぎを聞きつけたのか、アドラメレク配下の魔物たちが列をなして迫ってくる。

　出会い頭に尻尾の一撃をお見舞いすると、ガーゴイルのような悪魔像と緑色のオーガがまとめて四散し、両方が混ざりあった前衛的なオブジェを作りあげる。

　まさにエンジョイ＆エキサイティングな光景だ。

「やばいやばいやばいです！　あいつ絶対に危ないやつなのですう！」

「落ちついてルウちゃん。危険物だってうまく扱えば役に立つから」

　さらっとひどいことを言われた気がするものの、ミーナはさりげなく電撃の魔術を放って俺が取りこぼした敵にトドメを刺していた。なんだかんだでサポートしてくれるようだから、彼女に背中を預けてどんどん先に進むとしよう。

　扉をぶち破るときに巨大化の力を使ったし、不測の事態に備えて体力は温存しておこう。できることなら警備が手薄な今のうちに〈魔ま導どう宮きゆう〉を抜けだしたいところだ。

　しかしその前に、建物のどこかにいるリオを救出しなければならない。

「お姉ちゃんのプラナは探知できるな？」

「偉そうに指図しないで」

　俺が問いかけると、ルウは生意気な口を聞いてぷいと顔を背ける。

　無理やりキスして連れだしたせいで、好感度が底辺まで下がってしまったらしい。

　とはいえ俺たちに協力するつもりにはなったようで、ルウはリオの居場所を特定しようと意識を集中しはじめる。

「お姉ちゃんはこのまままっすぐ行ったところ……天守塔にいるみたいなの」

「天守塔って建物の中枢部よね。てことはアドラメレクもそこにいるわけ？」

　ミーナの問いかけに、ルウは無言でうなずく。

　想定していた展開の中では最悪に近い。俺たちがルウを連れて牢ろうを抜けだした時点で、アドラメレクはリオを餌にしておびきだすことに決めたのだろう。

　だとすれば間違いなく、退路は塞がれている。

「たぶん今の状況もアドラメレクが用意したゲームなの。ドラゴンさんを研究して最強の魔導兵器を作りたいって言ってたから」

「……俺の実戦テストってわけか。いよいよナメくさった野郎だな」

　吐き捨てるように言うと、ルウがじっと見つめてくる。

「本当にアドラメレクを倒せるの？」

「勝算はある。だから負けるつもりはない」

　絶対に倒せるとは約束しなかった。

　それはあまりにも無責任だからだ。

　この世に絶対なんてものはない。

　しかし逆に言えば、魔皇アスラにしたって絶対に倒せない敵というわけではない。

　だから俺は可能性を示す。

「魔皇はお前が思ってるほど万能じゃないぞ。周囲の空間を支配できる力があって、ほとんど不死に近い存在ってだけだからな」

「余計に倒せそうな気がしなくなってきたの……」

「そうでもないさ。頭のよさにかぎっちゃ俺たちと同レベルみたいだから、予想外の行動に不覚を取ることだってある。それにあいつらは〈依代アヴアター〉って弱点を抱えてるんだ」

　弱点と聞いて、ルウが驚いた顔をする。

　いい反応だ。

　満足した俺は説明を続ける。

「魔皇アスラを強大な存在たらしめる力の源泉──つまり心臓とか魂みたいなもんだな。あいつらは不自由なことに、身体からだの中じゃなくて外に魂が存在しているわけだ」

「だからこそ魔皇は不死性を宿しているのかもしれないわ。やがては朽ちる肉体を捨て、自らの魂を力の象徴に移す。ゆえに彼らは超常者と成りえたわけよ」

　ミーナが魔術的見地から、魔皇の魂の在り方について推測を述べる。しかしナーザからその辺の専門的な話は聞いていないので、俺には正しいのかどうかわからない。

「重要なのは魔皇は〈依代アヴアター〉を奪われると力を封じられちまうってことさ。そうなれば奴やつらは不死性を失うから、問題なく倒すことができる。……理屈だけなら簡単だろ？」

　ルウが納得したようにうなずいたので、俺は本題に入ることにする。

「役割分担といこうや。俺がアドラメレクを叩たたくから、お前たちは〈依代〉を探せ」

「ルウが……？」

「ああ、ミーナといっしょにな。アドラメレクからすればドラゴンの俺はともかく、お前たちにはまったく脅威を感じていないはずだからな」

　ルウはきょとんとする。

　一方のミーナはさっそく俺の意図を理解したようで、

「確かにわたしたちのほうが、侮られてるだけに隙を突けるかもね」

「そういうこっちゃな。ミーナは機転が利くし、美術が得意なルウは観察眼がありそうだ。少なくとも魔皇とガチでやりあう俺よりは〈依代〉を探す余裕があるだろ」

　ミーナに続きルウも作戦の趣旨を理解したようなので、俺は具体的な説明に移る。

「魔皇は常に〈依代〉を手元に置いている。距離を離すとプラナが弱まっちまうらしい。あとは持ち主の力を象徴するものって話だが……ぶっちゃけよくわからんよな」

　ミーナとルウが同意するようにうなずいたので、俺はポリポリと額の角をかく。

　酒場で聞いたのはさわりだけだったが、実はあのあとも何度かナーザに会って〈依代〉の詳細を教えてもらっている。

　そのときに彼女が語っていた言葉を、拝借するとしよう。

「煉れん獄ごく卿アグニを象徴する力が火だとしたら、あいつの〈依代〉は火にまつわるものだ。だからランプみたいな火を使う道具が近くにあるとすれば、それが怪しいってことになる。……まあこれは単なるナーザの憶測で、アグニの象徴が火とはかぎらないんだが」

　とはいえ、たとえ話としてはわかりやすい。

　あとは具体的にどうやって魔皇の力を封じるかだ。

「他者に〈依代〉を奪われた時点で魔皇は魂を掌しよう握あくされたことになる。だから力を封じられるって理屈なんだが、他にも象徴としての条件を奪うって方法もあるらしい」

「えっと……どういうこと？」「よくわかんないの」

　ミーナとルウが揃そろって首をかしげたので、俺は再びたとえ話で説明する。

「ランプから発光部と燃料を抜いたら、ただのガラス瓶になっちまうだろ？　そうやって本来の役割を奪えば、魔皇アスラの〈依代アヴアター〉は象徴としての力を失うって理屈だよ。……つってもそんなことやってるヒマがあるなら、物理的に奪ったほうが早そうだけどな」

「なんとなくわかったかな。仮にわたしが魔皇だとしたら、美しいものが〈依代〉になるわけよね。お花や宝石とか」

「何言ってんだ。お前ならクソマズい雑草スープだろ」

　そう言って茶ちや化かしてやると、ミーナは思いっきり尻尾を踏んできやがった。

　痛みに悶もん絶ぜつする俺を見て、ルウが控えめにクスクスと笑う。

　緊張はほぐれてきたし、やるべきことは定まった。

　だから俺は二人に告げる。

「──ドラゴンだけじゃない。みんなで魔皇を倒すんだよ」







　天守塔までの道のりは平へい坦たんではなかった。

　入り組んだ通路で何度も敵と遭遇し、そのたびに激しい戦闘が巻き起こった。

　しかし幸いなことに誰も怪け我がを負わなかったし、体力の消耗を最小限に抑えることができた。考えようによっては、本番までのウォーミングアップになったかもしれない。

〈魔ま導どう宮きゆう〉の狭い窓から見える都市の空は、今や真夜中の闇に支配されている。

　思い返してみれば、ナーザと戦ったときも夜だった。

　魔皇に昼の空は似合わないから、彼らと戦うにはうってつけの時間かもしれない。

　そして案の定、嘲ちよう弄ろう卿きようアドラメレクは天守塔で待ち受けていた。

　広々とした大広間。

　要塞の中枢というより、壮麗な劇場といった様相の空間だ。

　全体の面積はサッカー場くらいあるかもしれない。

　幾何学的な模様が刻印された柱列は黄金に縁どられ、血のような赤で塗られた床は一面にカーペットを敷きつめたかのようだ。

　観客用の椅子こそないものの広間の最奥に大きな舞台があり、天井に設置された豪ごう奢しやな鏡が周囲の燭しよく台だいから灯あかりを反射して、空間全体を怪しく照らしだしている。

　嘲弄卿アドラメレクは、壇上から俺たちを見下ろしていた。

　夜と同色のマントをはおり、長く垂れた裾口を床に落ちた影と一体化させている。

　傍らに目を向ければ、黒い触手のようなものでリオが拘束されていた。

　目立った外傷はないものの、気を失っているのか、彼女はぐったりとしている。

「──お、お姉ちゃんっ！」

　動揺したルウが大きな声をあげる。

　しかしリオからの反応はなく、代わりにアドラメレクの嘲ちよう笑しようが響く。

「ドラゴンを連れてきてくれたみたいだね、ボクのお姫様。……さあ、こっちにおいで。そしていつもみたいに怯おびえておくれよ。キミの一番ステキな顔を眺めたいんだ」

　山や羊ぎのような角を生やした魔皇アスラの視線が、ねっとりとルウに絡みつく。

　たったその一言だけで、俺は寒さむ気けとともに直感する。

　アドラメレクはナーザよりもずっとタチが悪そうだ。こんな頭のおかしそうなやつに長く囚とらわれていたら、小さな女の子が絶望してしまうのも無理はなかった。

　しかし──ルウはアドラメレクを真っ向から見すえる。

「あんたこそお姉ちゃんを放してよっ！　じゃないとルウがけちょんけちょんにしてやるのっ！」

　泣きそうな声で叫んだルウの頭を、俺は軽くぽんと叩たたいてやる。

「よく言った。お前はやっぱり優しくてしっかりした妹だよ」

「リオさんだって自慢したくなるかもね。だから──早く助けてあげなくちゃ」

　三人揃そろって息巻くが、アドラメレクはまるで動じていない。

　むしろ予想外の展開に、愉悦すら感じているようだ。

　山羊のような角を生やした魔皇は、口元をほころばせながら語りかけてくる。

「……生いけ贄にえは姉だけで十分なんだけどね。それでもボクの愛に背くつもりかい？」

　気安げな態度を保ちながらも、アドラメレクは全身から不穏な気配を漂わせている。

　ナーザが大仰な騎士なら、こいつは人々を堕落に誘う悪魔の役だろう。

「絶望とは甘美なもので、後悔とは愛めでるべきものさ。キミが望むというのなら」












　瞬間、周囲の大気が揺れる。

　嘲ちよう弄ろう卿きようアドラメレクの身体からだから、薄紫色の輝きが放たれた。

「──その命をもって償わせてあげよう」

　くそ、いきなり秘術を使うつもりなのか！

　俺はすぐさま戦闘態勢に入る。

　ミーナとルウも魔術を使う構えをとった。

　ところがアドラメレクは漆黒のマントをひるがえし、壇上をくるりと舞っただけだった。

　俺たちをおちょくっているのか、それとも何らかの狙いがあるのか。

　直前に秘術を使っていることからして、深く考えるまでもなく後者だと察しがつく。

　アドラメレクがひるがえしたマントは天井の鏡から光を浴びて、床に大きな影を落とす。

　すると舞台に描かれた黒いシルエットから、ぽこぽこと何かが湧きでてくる。

　影から現れたものの姿が明らかになると、ミーナが皮肉っぽく言った。

「あら、どこかでお会いした顔ですこと」

「お前をバーベキューにしようとしたやつらだな」

　マントの影から湧きでたのは、かつてミーナを口封じに殺そうとした妖魔だった。

　真っ黒に塗りつぶされた、オーソドックスな悪魔のシルエット。

　つまりこいつらはただの使い魔ではなく、アドラメレクの秘術で生みだされたゴーレムだったわけだ。

「影より生まれし黒き眷けん族ぞく。これがボクの秘術〈宵闇の狂宴サバト〉さ」

　ご丁寧な解説とともに、アドラメレクの妖魔が一斉に襲いかかってくる。

　ドラゴンになったばかりのころに戦ったときより数が多く、おまけに統率が取れている。

「俺が敵を引きつけるっ！　お前らは危ないから前に出るなよッ！」

　慌てて声を張りあげるが、返事の代わりにミーナの雷撃が真横をかすめる。

　いきなりぶっ放された魔術に驚く間もなく、ルウの作りだしたクマさんゴーレムが妖魔の群れめがけて勢いよく突っこんでいく。

　……おいおい、役割分担はどうしたんだ。

　呆あきれて二人を見ると、

「忘れたわけじゃないってば。だけど足手まといみたいに扱わないでほしいわね」

「そうそう。ルウだってやるときはやるもん！」

　あんまり威勢よく言われたものだから、俺は言い返す気にもなれなかった。

　まあいいや。

　ミーナやルウだって鬱憤が溜たまっているのだろう。

　ならば発散させてやろうじゃないか。

　アドラメレクとの直接対決まで体力を温存しておくにしても、普段の二割増し程度なら本気を出しても問題ないだろう。俺は身体の一部に力を込めるのではなく──全身にまんべんなく力を注ぐことで、普段の倍くらいのサイズまで巨大化する。

　言うなれば平時と本気モードの中間といったところか。五メートルほどのドラゴンと化した俺が猛たけ々だけしく咆ほう哮こうをあげると、妖魔たちがさっそく攻撃を仕掛けてきた。

　炎の魔術と黒い腕が無数に迫るのを感じて、自然と口元が緩んでくる。スイッチが入ったように、エンジンがかかったように──俺の心が激しく燃えあがっていく。

　ドラゴンのこぶしがうなりをあげ、迫りくる炎はなぎ払う。紅ぐ蓮れんのカーテンが瞬く間に千切れていき、視界が良好になったところで術を放った妖魔の胴体を踏みつける。

　今度は左右から同時に黒い腕が伸びてくる。俺は二匹まとめて器用につかみあげ、シンバルを鳴らす要領でグロテスクな頭を打ちあわせる。

　背後ではミーナがアーク放電めいた光で妖魔を爆散させ、ルウが生みだしたクマさんゴーレムは二人を守るようにして丸太のごとき腕を振り回している。

　俺たちの猛攻は凄すさまじく、数分も経たたずに妖魔の群れは半数まで減った。

「──お前の宴はずいぶんとしょぼいな、アドラメレクッ！」

「ボクだって満足していないさ、ドラゴン。キミの力はその程度なのかい？」

　アドラメレクはそう呟つぶやいた直後、再びマントをひるがえした。

　すると影からぽこぽこと、新手の妖魔が湧きでてくる。

「太古の竜を宿しておきながら、凡百の魔物とさほど変わらないというのなら──ボクがあえて相手をするまでもない」

　舞台の上にずらっと並ぶ妖魔の数は、さきほどの倍以上だ。

　イナゴのようにうごめく黒い群れを見て、ミーナとルウの顔が青ざめる。

「ちょっ……復活なんて卑ひ怯きようでしょ！」

「やだやだ！　多すぎるもんっ！」

　パワープレイでヒャッホイしていた二人が慌ててそばに寄ってくる。

　敵のほうが圧倒的に多いなら、こちらは密集して防御を固めつつ地道に数を減らしていくしかない。

　しかし妖魔の群れは整然とした隊列を組むと、交互に襲ってきやがった。

　アドラメレクは妖魔による波状攻撃で、俺たちが消耗するのを待っているのだろう。手前の列を崩したところで、マントをひるがえすたびに補充されてはキリがない。

　これではリオを助けるどころか、壇上に近づくことすらできない。

「……ちょいと厄介なことになってきたな。復活するペースが速すぎる」

「カイのブレスで一掃できないの？」

「巨大化すればいけるかもしれんけど、アドラメレクと戦うときの切り札に残しておきたいんだよ。むしろミーナの魔術に頼ろうかと思ってたくらいだ」

「攻撃系は苦手なんだってば。専門はサポートとヒールだし。……カイは大丈夫だと思うけど、ルウちゃんは怪け我がしたら言ってね。わたしが治してあげるから」

「じゃあルウはゴーレムでミーナさんを守るの」

　話の流れで役割を再確認することになるが、現状を打破するきっかけはつかめない。

　こちらの隙をついて敵が迫ってきたので、俺は炎のブレスでまとめて焼き払う。

　しかしまたしてもマントがひるがえされて、妖魔の群れは補充されてしまった。

　影から妖魔を生みだす魔皇アスラを見すえながら、ミーナが小声で囁ささやく。

「ねえ、あいつの〈依代アヴアター〉ってマントじゃない？」

「言われてみれば……あからさまに怪しいな」

　アドラメレクは見ためからして闇属性っぽいし、マントの影から妖魔を生みだす秘術まで使ってくるのだ。

　となると嘲ちよう弄ろう卿きようアドラメレクを象徴する力は【影】であり。

　その〈依代〉は影を生みだすマントというわけか。

　理屈としては筋が通るかもしれない。

「影だったら弱点は光かも？　ゲームだとよくあるの」

「なんだよルウ。お前ってわりとゲーマーなのか」

「だってお外に出るの苦手だし。去年のお年玉もガチャで消えたの……」

　しかもけっこうガチでハマってやがる。小学生から課金てのは末恐ろしいな。

　横で話を聞いていたミーナが、雷撃の魔術で妖魔を蹴散らしつつ言った。

「ガチャ？　ってのはよくわからないけど……影から生まれたのなら、光に弱いってのはありえるかな。魔皇の秘術によって作れたとはいえ、しょせんは仮かり初そめの存在だから」

　改めて妖魔の群れを観察すると、心なしか燭しよく台だいの灯あかりを避けているように見える。

　前に襲われたのは塔の中だし、ミーナを抱えて逃げたときは鬱うつ蒼そうと茂る草原を横断した。光を避ける物陰はいたるところにあったし、弱点を探るまでもなくぶちのめしていたから、今まで気づかなかったのかもしれない。

「……試してみる価値はあるか。何にせよこのままじゃジリ貧だ」

　ミーナとルウが力強くうなずく。あとは具体的な作戦を立てるだけだ。

　俺は壇上で嘲あざ笑わらうアドラメレクを見すえながら、腕を振りあげてきた妖魔を蹴り倒し、その頭をペットボトルを潰すように踏みしめる。

　さあ、反撃の狼煙のろしをあげるとしようか。







　大きく深呼吸すると、俺は息が続くかぎり炎のブレスを吐いた。

　燃えたぎる劫ごう火かは視界いっぱいに広がり、迫ってきた妖魔の群れをねめつくす。

　しかし焼きつくされたのは最前列だけで、間髪をいれずに背後から第二陣、第三陣と、妖魔たちが次々と群れをなして近づいてくる。

　俺の無力かつ無意味な攻撃に、アドラメレクが呆あきれたようにため息をついた。

「あくびが出そうだね、ドラゴン。退屈させないでおくれよ」

「だったら派手な見世物を披露してやるよっ！」

　俺は吠ほえると同時に、ルウを背負って一直線に駆けだした。

　アドラメレクはあくびを止めると、眉をひそめてこちらを注視する。

　俺が突っこんだのは妖魔の群れの真っただ中だ。

　やつからすれば、ルウを巻きこんだ無理心中に見えたかもしれない。

　だけどもちろん、俺たちは勝利に向かって進んでいる。

　妖魔にぶちかましを浴びせ、群れを後退させつつ叫ぶ。

「──今だっ！」

　合図を受けたミーナが手をかざすと、小さな身体からだが薄紫色の輝きを放つ。

　次の瞬間、彼女の周囲に十二色のカラフルな球体がふわふわと浮かびあがる。

　俺がこの世界ではじめて見た魔術──光の玉を作るだけの初歩的な術だ。

　しかし今はあのときと違って、霊素によって極限まで強化されている。

　いわば光の爆弾だ。

「荒っぽいのは苦手だけど……目立つのは好きなのよ、わたし！」

　俺は目をつぶる。背中のルウもそうしたはずだ。

　直後──極彩色の輝きがスパークする。

　まぶたを閉じていても光が通過して、目がチカチカするほどだった。

　狙いどおりと言うべきか、光の爆弾は効果てきめんだった。一拍の間を置いて目を開けると、うじゃうじゃといた妖魔たちが霞かすみのように消え失うせていた。

　影から生まれた存在が──閃せん光こうによって打ち消されたのだ。

　背負われていたルウが勢いよく飛びだし、壇上のリオを救いに走る。

　その雄姿を横目で追いながら、俺は内なる力を一気に解放する。

「ハハ……ッ！　面白くなってきたじゃないかッ！」

　瞬く間に十メートル超まで巨大化した俺を見て、アドラメレクが驚嘆とも歓喜ともつかない声をあげる。

　戦車ほどはあろうドラゴンの重みに耐えきれず、赤一色の床がプラスチックのようにひび割れていく。額に生えた角が天井をガリガリと削り、ふくれあがった巨きよ軀くの動きを妨げる。俺は膝をつき四よつん這ばいになると、見下ろすほど小さくなった魔皇アスラに吠ほえる。

「お前のほうがよっぽど退屈だぞ、アドラメレクッ！」

　起重機クレーンさながらの巨腕を振り下ろし、壇上のアドラメレクめがけて渾こん身しんの一撃を放つ。ところが魔皇は小枝のような細腕を伸ばし、俺の拳をたやすく受け止めてしまった。

　さすがは超常者。並外れた強敵だ。

　とはいえ俺とて相手の力を侮っていたわけではない。すかさずもう片方の手でマントの袖をつまみあげ、殴られた衝撃で後退するアドラメレクと逆方向に引っ張った。

　意外なほどあっさりと、魔皇の〈依代アヴアター〉を奪うことができた。

「お前の弱点はこれだろ。つまり象徴する力は影ってわけだ」

「……いったい誰に教わったんだい？　ボクらの秘密を」

　マントを奪われたことでアドラメレクの声に剣けん吞のんな殺意が混じり、道化じみた笑みの奥に隠されていた残忍な本性があらわになる。

　俺と魔皇アスラが火花を散らしあう中、一方のルウは囚とらわれの姉を救いだしていた。

　彼女は今や舞台から離れてミーナと合流し、リオに向けて必死に呼びかけている。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃん！」

「んん……。ルウちゃん……？」

「──よかった！　気がついたの！」

　ルウは顔をくしゃくしゃにしながら、安あん堵どの息を漏らす。

　一方の目覚めたばかりのリオは、今の状況をまったく理解できていないはずだ。

　しかし互いに想おもいあっていた姉妹に、多くの言葉は必要なかったらしい。

「……そっか。ルウちゃんが助けてくれたんだね」

「ごめんなさい！　ルウは……っ！」

「大丈夫だよ、わかってるから……」

　泣きじゃくるルウの頭を、リオは愛いとおしげに撫なでる。

　この様子なら二人は大丈夫だろう。俺は視線を目の前の敵に戻す。

　するとアドラメレクは、不気味なほど静かにリオとルウを眺めていた。

「感動の再会というわけだね。ボクとしてはあまり好みな演目ではないんだけど」

「余裕ぶってる状況じゃないだろ？　お前はもう無敵じゃない」

　そう言って奪ったマントを放り投げると、舞台袖のミーナが魔術のロープで手早く回収する。しかしアドラメレクは微動だにせず、飄ひよう々ひようとした態度を取り戻して言った。

「キミは大きな勘違いをしているよ。ボクを滅ぼすことなんてできやしないのさ」

「やってみなくちゃわかんねえだろ、クソ野郎」

　形勢はこちらの優位に傾いているとはいえ、アドラメレクが余裕を保っているのは一応の理由がある。

　力の源泉である〈依代アヴアター〉を奪われて不死性と本来の力が封じられたとしても、具現化した魔皇の肉体はその場に残るのだ。

　だから最後にトドメを刺さなくては、アドラメレクを完全に倒すことはできない。

　俺は再び、大気を揺るがしながら剛腕を振りあげる。

　しかし次の瞬間──レーザーのような閃せん光こうが真横をかすめた。

「力を封じられて……これかよ！」

　鱗うろこの生えた頰ほおが切り裂かれ、鈍い痛みとともに視界が鮮血に染まる。不意を突かれた事実に舌を巻くヒマすらなく、アドラメレクが再び閃光の一撃を仕掛けてくる。

　魔術で作りだした光の槍らしく、ノーモーションで放たれるがゆえに回避できない。巨大化して的が大きくなったことも災いし、無防備な四肢に次々と突き刺さる。

　ちくしょう、自衛隊に攻撃される怪獣の気分だ。

　俺は光の槍を振り払うと同時に、お返しとばかりに尻尾の一撃を浴びせてやる。

　相手の肋ろつ骨こつを砕く心地よい感触とともに、内心の焦りは再び高揚に染め抜かれていく。

　アドラメレクと視線が交錯する。

「キミに弱点を教えたのは──銀ぎん腕わん卿きようあたりかな。彼女は度し難いほど酔狂だから」

「知ったところで意味ねえだろ。お前はここで倒されるんだから」

「アハハ。おかげで肝を冷やしたよ。さて──」

　場違いなほど陽気な魔皇アスラの声に、俺は強烈な違和感を抱く。

　マントを奪われたアドラメレクは、本来の力を封じられているはずだ。

　なのにドラゴンの感覚は今も、底知れぬ威圧感に警鐘を鳴らしている。

　これではまるで──。

「もう一度だけ言おう。キミは大きな勘違いをしている……とね」

　直後、アドラメレクの輪郭がぐにゃりと歪ゆがむ。

　耳障りな哄こう笑しようが響き渡るとともに、周囲の景色までもが捻ねじ曲まがっていく。

「ボクが影を支配する力しか持たないとでも思ったのかなあ。マントが〈依代アヴアター〉だなんてさ、見当違いもいいところだよ」

　いったい何が起こったのか。

　アドラメレクの哄笑に侵食されていくかのように──壮麗な劇場のような天守塔が、またたく間に朽ち果てた神殿に様変わりしてしまった。

　天井の鏡が燭しよく台だいの灯あかりを反射し、周囲に出現した奇怪な模様の柱を妖しく照らしだす。赤一色の床は苔こけむした石畳となり、俺が立つ舞台は邪悪な神を祀まつる祭壇に変貌していく。

　あまりに不可解な現象に取り乱したのかもしれない。

　舞台袖からミーナの切迫した声が響く。

「ちょっとちょっと！　いったい何なのよ、これえ！」

「ああ……クソッ！　こいつは〈神域化サンクチユアリ〉だ！」

「じゃあアドラメレクはまだ──力を封じられてないってことなのっ？」

　彼女の言葉と同時に、理解と戦慄がまとめてやってくる。

　しかも悪夢のような現実はさらなる追い打ちをかけてきやがった。ぐにゃぐにゃと歪んでいた魔皇の輪郭が収束すると、今までとはまったく別のシルエットに変貌したのだ。

　まるで自分がもう一人現れたかのように。

　漆黒の鱗をまとった巨大なドラゴンが──こちらを見ながら嗤わらっている。

「竜骸の力を得たのが、自分だけだと思っていたのかい？」

「まさか……お前も……」

　あまりにも予想外な展開に、俺はうめいてしまう。

　そもそもミーナにドラゴン復活の研究を依頼し、俺をドラゴンにしたきっかけを作ったのは、他でもないアドラメレクだ。

　ならば、俺と同じように──。

　こちらの思考を読んだのだろうか、漆黒のドラゴンは囁ささやく。

「勘違いしないでおくれよ。キミと同じ、ではないさ。今のボクはドラゴンであると同時に──十二界の一つ〈黒こつ煌こう界かい〉を総すべる魔皇アスラなのだから」

　俺と同じ姿をしたアドラメレクが、漆黒の鱗うろこに包まれた右腕を掲げる。

　すると鋭く伸びたかぎづめの一本一本から眩まばゆい光を放つ槍が生みだされた。

　つまり今のこいつは。

　ドラゴンと魔皇の力を併せもつ──最強最悪の存在なのだ。

「さあ、絶望をはじめようか」

　アドラメレクの指先から放たれた無数の光筋が、鋭い軌道を描いて迫る。

　ほとばしる膨大なエネルギーを察知し、俺は両腕のかぎづめで必死に防ごうとする。

　それがいけなかった。

　気がついたときには手遅れだった。

　光の槍はただの囮おとりでしかなく。

　アドラメレクが狙っていたのは、俺ではなかったのだから。




「ミーナ……？」




　信じられなくて、ドラゴンの巨きよ軀くから不釣り合いにか細い声が洩もれる。

　アドラメレクの尻尾に吹き飛ばされた彼女は、悲鳴をあげることすらできなかった。

　驚いた顔で。

　口から血を吐いて。

　そのまま床に転がった。

　まるで本物じゃなくて、彼女によく似た人形みたいだった。

　オイルが漏れた機械みたいに、華きや奢しやな身体からだを中心にして赤い塗料が広がっていく。

　リオが真っ青な顔で駆け寄っていく。ルウはその場で立ちすくんでいる。

　倒れている彼女は本物だ。

　ついさっきまで生きていたはずなのに。

　今はぴくりとも動かない。

「聞かせておくれよ、キミの慟どう哭こくを」

　巨大なアドラメレクが俺と同じ目線に立ち、期待に満ちた声で囁ささやいた。

　自分を支えていたはずの心が、枯れ枝のようにぽきりぽきりと折れていく。

　だけど俺があげたのは慟哭ではなく──咆ほう哮こうだった。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア────ッ！」

　全身を震わせて叫ぶごとに。

　苔こけむした床を踏みしめるごとに。

　内なる怒りが身体からあふれだし。

　燃えろ燃えろと内なるドラゴンが囁く。

　体力の限界はとっくに超えている。このまま戦えば、俺は燃え尽きてしまうだろう。

　だけどそれがなんだと言うのか？

　心という名の薪まきを炎にくべた今、考えられることはただ一つ。

「殺してやる……殺してやるぞ……アドラメレクッ！」

　両腕を乱暴に振りあげ、石柱をなぎ倒しながらアドラメレクにつかみかかる。

　漆黒のドラゴンと化した魔皇アスラは鱗うろこの生えた面を歪ゆがませて笑うと、力比べをするかのように俺の両腕をつかみ返す。

　お互い愚かしいほど原始的で、理性の欠片かけらすら感じられない単純な攻撃だ。

　衝動のままにブレスを吐くと、憎悪に塗り固められた劫ごう火かが吹き荒れる。

　ところがアドラメレクも同時に口から黒い炎を噴出させて、俺のブレスを打ち消してしまった。そのうえ魔皇は自らの優位を示すようにかぎづめから光の槍を伸ばし、手刀のように俺の脇腹にずぶずぶと突き刺してくる。

　内臓をかきむしられ、耐えがたい苦痛にもだえながら──それでも俺は赤褐色の腕を伸ばし、額の角を振り下ろし、尻尾を叩たたきつけ、なんとしてでもアドラメレクを殺そうとあがく。

　しかし不死の力を併せ持つ魔皇は、俺から受けた傷をまったく意に返していなかった。

「忘れたわけじゃないよね。ボクを滅ぼすことなんてできやしないのだと」

　そうだ。マントは〈依代アヴアター〉ではなかったのだ。

　アドラメレクを倒すためには、象徴となる力の根源を探さなくてはならない。

　だというのに俺は、眼前に立つ不愉快な姿を攻撃することしか考えられない。頭を引き千切り、四肢を焼き払い、骨の一片まであますことなく粉砕し──殺したくて壊したくて滅ぼしたくてたまらないのだ。

「ボクの言葉が聞こえないのかな。怯きよう懦だな感情を捨てられないのならば、いっそ心を捨てたほうが幸福を得られるかもしれないけどね」

「幸福……だと……？」

　リオは必死に叫んでいる。ルウは泣きじゃくっている。

　なのにミーナの声が聞こえない。

　こんなはずじゃなかった。

　俺が望んでいたものは、温かくて穏やかな日常だった。

　大切なものが零こぼれ落ちてしまうような、陰惨で殺伐とした世界ではなかったのに。

「悲しいかな。今さら人のように生きようとしたところで、キミが得るものは何もない」

　力を制御できず暴走していく俺に、アドラメレクが憐あわれみの言葉をかける。

　それがどうしようもなく悔しくて、心の奥に残るわずかな理性が炎を灯ともした。

「ふざけるなっ！　俺は……っ！」

「はてさて……キミが錫姫シヤクテイを連れて故郷に帰ったとして、目を覆いたくなるほど醜悪なドラゴンを、誰もが温かく迎えてくれるかな？」

　アドラメレクが残酷な運命を予見する。目を背けてきた現実が、考えないようにしてきた真実が──俺の柔らかい部分を執しつ拗ようにえぐりだす。

　同時に光の槍を帯びたかぎづめが迫り、俺の巨きよ軀くに深々と突き刺さっていく。赤褐色の鱗うろこがドス黒い血で染まり、身がよじれるほどの激痛に苦く悶もんの叫びをあげる。

　とめどなく噴出する血の匂いを嗅ぎながら、俺はやみくもに腕をふるう。

　駆け引きすらない。戦いですらない。

　もはや獣と変わらない。

　漆黒のドラゴンと赤褐色のドラゴンが、純然たる力をもって激しく絡みあう。

「強大な力を持つものは忌避され、孤独の中で生きることになる。望むとも望まずとも敵を作ってしまうなら、自衛のために誰よりも貪欲に力を求めなければならない」

　アドラメレクは今やまっすぐに、俺の姿を見すえている。

　その瞳に宿るのは嘲ちよう笑しようではなく、愚かな同胞に注ぐ憐れん憫びんだ。

　力に怯おびえ、ゆえに力を求める。

　それが魔皇アスラの本質であるなら、ドラゴンとなった今の俺と何が違う？

　誰かを救うことも、誰かに救われることもなく──壊すことしかできないのだから。

　泣きたかった。

　だけど人間じゃないから、暴れることしかできない。

「自らの姿を顧みなよ、ドラゴン。キミだって凶暴で凶悪な、ボクらと同じバケモノさ」

　あえて否定するつもりはなかった。

　だけど。

　それでも声は響く。




「──違うっ！」




　俺の代わりに答えたのは、ちっぽけなエルフの少女だった。

　数倍にふくれあがった巨軀から見下ろすと、普段より華きや奢しやな存在に感じられる。

　しかしそのまなざしは力強い輝きを放ち、醜悪なドラゴンたる俺に注がれていた。

　ミーナ。

　失われたものは戻らない。奪われたものは取り返せない。

　だけど不可能を実現できる力が存在するとしたら。

　助からないはずの命を──救えるのだろうか？

「マジ死ぬかと思った……。リオさんに治癒の秘術を教えておいてよかったわ……」

「無む茶ちやしないでくださいよお！　まだ治りきってないんですからっ！」

　薄紫色の光を放つリオが、満まん身しん創そう痍いのミーナを慌てて寝かせようとする。

　しかし強情なエルフはその手を振り払い、小刻みに震える両脚で仁王立ちした。

　見れば彼女たちが立つ床の手前は無残にも焼け焦げていて、ルウが必死の形相で凝縮された霊素で強化した魔術の障壁を張っている。

　俺の口から放たれた劫ごう火かは、守るべき少女たちをも巻きこもうとしていた。今さらながらその事実に気づき、背筋が凍るような思いを味わう。

　しかし暴走したドラゴンに殺されかけたにもかかわらず──リオとルウは、そしてミーナは、キラキラとしたまなざしで俺を見あげている。

「大丈夫、カイは嫌われないよ。だってわたしたちがいるもの」

　ミーナの言葉を聞いて、アドラメレクが呆あきれたように言った。

「キミたちが誓ったところで他のものたちは認めやしない。やはりドラゴンはボクらと同じく疎まれ、恐れられる運命にあるのさ」

　ありもしない幻想を嘲あざ笑わらう哄こう笑しようが、空間全体を震わせる。

　しかし彼女はまったく揺るがない。

「バカじゃないの？　なんでカイがあんたと同じになるのよ」

「な、なんだと……？」

「わたしはあんたが大嫌いなの。だから大好きな人といっしょにしないでっ！」

　あまりの言い草に、さしものアドラメレクも意表を突かれたらしい。

　戸惑う魔皇アスラの姿を見て、ハラハラとした表情を浮かべていたリオとルウがクスリと笑う。

「カイを嫌うやつがいたら、そいつら全員ぶっとばしてやるわ。わたしだってカイの嫌いなものを減らして、好きなものを増やしてあげたいんだからさ」




　──さっさとそいつをぶっとばしちゃってよ。




　ミーナはそう言うと、再び豪快に倒れてしまった。

　アドラメレクがそうであった以上に、俺はあっけに取られていた。

　ミーナが生きていた。助かっていた。

　それが何よりも嬉うれしかった。

　しかし俺がその事実を受けいれきれていないうちに、彼女はアドラメレクの言葉を鼻で笑い、どさくさにまぎれて愛の告白なんぞしてきやがったのだ。

　可愛かわいい女の子に好きだなんて言われたら、そりゃ怒りなんて吹き飛んでしまう。

　俺は笑った。

　ドス黒い憎悪を──バカみたいなピンク色に染められて。

「かなわねえなこりゃ……。俺なんかよりよっぽど最強じゃねえか」

　大の字でぶっ倒れているミーナを見つめながら、俺は素直に感服する。

　そこで体力の限界を自覚し、巨大化していた身体からだが収縮していく。戦力としては大きく弱体化してしまったものの、それでも勇ましくアドラメレクを見すえる。

「おかげで冷静になれたぜ。仕切り直しになったところで、ちょいと教えてくれないか。お前が本当にドラゴンの力を得たのなら、どうしてこうも俺に執着する？」

「……何が言いたいのか、よくわからないな」

　普段のサイズに戻った俺とは対照的に、いまだ見上げるほど巨大なアドラメレクが言葉を濁す。

　思いのほか噓うそがつけないタチらしい。おかげでペテンに気づくことができた。

「要するに今のあんたはな、俺に似すぎているんだよ」

　眼前に佇ちよ立りつするアドラメレクは本気を出した俺にそっくりで、まるで白黒印刷したコピーのように見える。

　事実、そのとおりなのかもしれない。

　何な故ぜなら俺の推測が正しければ、

　アドラメレクの真の力は──対象の能力を模倣コピーすることなのだから。

「超常者のくせにクソだせえスキルじゃねえか、このパクリ野郎ッ！」

　勇ましく吠ほえると宙を駆け、俺は岩盤のような竜頭に飛び蹴りを放つ。

　アドラメレクはその一撃を寸前で受け流すと、漆黒の面を憎悪に歪ゆがめた。

　しかしすぐに飄ひよう々ひようとした態度を取り戻して笑う。

「確かに〈月読フエイタル〉はキミが言ったとおりの秘術さ。空間を掌しよう握あくしないと使えないから、ボクと同じように〈神域化サンクチユアリ〉を持つ他の魔皇アスラと相性が悪いのが問題でね」

　看破されたところで問題はないと示すように、アドラメレクは余裕ぶって語る。

　確かに依然として、こちらが圧倒的に不利な状況だ。アドラメレクが今もドラゴンと魔皇の力を併せ持つ、最強最悪の存在であることに変わりないのだから。

　だけど怖くはなかった。

　何故なら俺は──独りじゃないからだ。

「ルウちゃん！　わたしたちでカイくんを守らなくちゃ！」

「しかたないからやってあげるのっ！　ドラゴンさん！」

　アドラメレクめがけて果敢に疾駆すると、後方のリオが氷の弾を放ち、脇腹に迫ってきた光の槍を弾はじき飛ばす。ルウが生みだしたクマさんゴーレムは身体からだをエアバッグのように膨らませて、俺をかばうようにして巨木のごとき尻尾になぎ倒され霧散していった。

　守ろうとした存在に守られて。

　救おうとしていた存在に救われて。

　俺の心はさらに激しく燃えあがっていく。

「ミーナにさっさと倒せって言われたからな。ワンパンでぶっ飛ばしてやるっ！」

「アハハハッ！　威勢がいいのは結構だけど、今のキミに何ができる？」

　本気でトドメを刺すつもりなのか。アドラメレクは両手のかぎづめのみならず、背面からも膨大な光の槍を生みだした。

　ルウはプラナを酷使しすぎたのか肩で息をしているし、リオは魔術を連発したにもかかわらず、光の槍を弾いたのは最初だけだ。

　二人の援護が期待できない以上、無数の槍で一斉に攻撃されたら防ぐことはできない。

　アドラメレクはそう侮っているのだろう。

「さあ、フィナーレの時間だ。キミたちの終しゆう焉えんを盛大に祝おうじゃないか！」

「……いいや、終焉を迎えるのはお前さ」

　俺の言葉を聞いて、アドラメレクはようやく異変に気づいたようだ。

　周囲に広がる光景が朽ち果てた神殿ではなく──荘厳な劇場めいた天守塔だと。

　そう、〈神域化サンクチユアリ〉はすでに解除されていた。

　魔皇アスラの力の源泉が封じられたがために。

「あんたは知らないだろうけど、リオが狙った的を外すなんてありえないんだよ。つまり光の槍を弾はじくためだけに、あいつは氷の弾を撃ったわけじゃないってことさ」

　本来の空間に戻った天守塔。

　最奥の舞台は燭しよく台だいに照らされているものの、灯あかりが行き渡らず、どことなくうす暗い。

　天井に吊つるされた鏡の表面が凍いてつき、燭台の光を反射していないからだ。

「ルウちゃんが気づいてくれたの。魔皇の〈依代アヴアター〉がどこにあるのかを」

「光を照らして影を弄び、光を欺いて分身を映しだす──嘲ちよう弄ろう卿きようアドラメレクを象徴する力の根源は鏡だったのっ！」

　ルウがアドラメレクをビシッと指さす。

　リオが放った氷の弾に表面を曇らされ、アドラメレクの〈依代〉はその役割を奪われた。

　漆黒のドラゴンと化していた魔皇の身体からだが、風船のようにしぼんでいき。

　山や羊ぎの角を生やした悪魔のシルエットに戻っていく。

「手品の時間は終わりにしようぜ。自分の真ま似ねをされるってのは不愉快なもんでね」

「──調子に乗るなよ、ドラゴン！」

　ようやく対等になったと思った矢先に、恐ろしい速さの手刀が真横をかすめた。

　本来の力が封じられたとはいえ、やはり超常者は侮りがたい。

　息つくヒマなく放たれるアドラメレクの猛攻に、俺の鱗うろこはさらに赤く染められていく。

　……さすがにワンパンで倒すのは難しいか。

　とはいえここまでお膳立てされたのだから、最後くらいはバッチリ決めておきたい。

　俺は意識を集中し、再び内なる力を解放しようとする。

　心が燃えるごとに。

　魂が震えるごとに。

　胸と背中が盛りあがり、肩の付け根からコウモリのような翼が生えていく。

　角と爪と牙は鋭く長く伸び、口は真横に裂け、顎はガチガチと鈍い音を奏でる。

　赤褐色の鱗から紅ぐ蓮れんの炎が噴出し、全身がマグマのようにたぎっていく。

　恒星のように煌きらめきながら巨大化した俺を見て、アドラメレクが驚きよう愕がくの声をあげた。

「バカな……真の姿だとでも言うつもりか……っ！」

「自分でもよくわからないけど、もしかしたらそうなのかもしれないな」

　となると力を引き出すために必要なのは、怒りだけじゃないってことか。

　きっとミーナが言ってのけたみたいな、素面しらふじゃ口に出すのが気恥ずかしい感情だって。

　内なるドラゴンを──燃えあがらせてくれるのだ。

「だとしても……魔皇アスラたるボクを倒せやしないッ！」

　憤怒の形相を浮かべたアドラメレクが連撃を放つ。

　飄ひよう々ひようとした仮面を剝はぎ落とし、恐怖をにじませて吠ほえる姿は哀れにすら見えた。

　だから俺はありったけの思いをこめて、右腕を限界まで引き絞る。

「さようならだ、アドラメレク。あんたの言葉は反面教師として受け取っておくよ」

「や、やめろ……見下ろすな……この下げ賤せんな存在がああああああ……ッ！」

　空間全体を震わせて、迫りくる魔皇めがけて渾こん身しんの一撃を放つ。

　不愉快な理屈を。理不尽な世界を。

　明るく楽しく塗りつぶすために。

　まずは超常者気取りのクソ野郎を──ワンパンでぶっとばしてやろうじゃないか！







　やがて耳ざわりな断末魔は途絶え、天守塔に静寂が訪れる。

　うす暗い舞台の上で、アドラメレクとの死闘は幕を下ろした。




　あとに残されたのは、表面に霜が張りつき、本来の機能を奪われた鏡だけだった。










　穏やかな日常の中で、人は幸福を感じるのだと思う。

　それはたぶん、どこの世界だって変わらない。

　地球にいたころは学校帰りにコンビニで買い食いをしたり、休日に友だちとファミレスで騒いだりしたときだった。

　竜骸都市マハーカーラで暮らす今では〈インサイド〉の酒場で窓際の席に座り、表通りを眺めながらまったりと食事を取っているときに、俺はささやかな幸福を感じている。

　陽ひざしは暖かく、ランチは美お味いしく、ネコ耳のウエイトレスさんは可愛かわいい。

　リオに続きルウを奪うことができたという充足感が、いつもの幸福に極上のスパイスを加えてくれる。

「──ごいっしょしてもよろしいですか？」

　きれいなお姉さんにいきなり訊たずねられて、俺の気分は一気に冷める。

　彼女が見た目どおりの存在なら最高のイベントだったかもしれない。

　しかし残念ながら向かいに席で微笑を浮かべているのは、どんなものでも切り裂く恐怖の銀ぎん腕わん卿きようサマである。

「今日は何の用だ？」

「あら、つれない態度ですね。あなたにご褒美を差しあげようと考えておりましたのに」

　ナーザは唇をぺろりと舐なめ、いかがわしい視線を注いでくる。

　俺は生唾を吞のみこみながら、オウム返しで答えた。

「ご、ご褒美……？」

「ええ。私の望みをさっそく一つ叶かなえてくださったわけですから」

　そう言ってナーザはコロコロと笑う。

　無邪気な笑顔の裏に漂う超常者特有の威圧感を察知して、俺は再び冷静になる。

「別にあんたのためにアドラメレクを倒したわけじゃないさ。だからいつものように情報だけ流してくれりゃいいよ」

「私とは仕事だけの関係ってことですか。冷たくされると泣いちゃいますよ？」

「だからそういうノリは勘弁してくれ……」

　俺が反応に困っていると、ナーザはにんまりと満足そうな表情を浮かべる。

　Ｓっ気たっぷりの雰囲気からして、彼女のご褒美はきっとろくでもないものだろう。

　だからもの欲しそうな上目づかいで見つめられても、絶対に屈してはいけない。

「まあいいでしょう。ねちっこく攻めるのは得意ですから。ひとまずあなた方が去ったあとの〈朽ちた喉笛ゲヘナ〉の情勢について教えておきましょう」

　さらっと恐ろしいことを言われた気がするものの、ナーザが提供しようとしている情報はぜひとも聞いておきたいものだったので、俺は無言でうなずく。

「アドラメレクが倒されたために、かの地区は隣接する〈蒼シ穹ヤのン殻バ角ラ〉に吸収されました。配下の魔物や彼が保有していた魔導兵器もそのまま、新たな地区の支配者に接収されたようですね。あなたにとっては皮肉なことかもしれませんが」

「そりゃどういう意味だ。〈蒼穹の殻角〉の主がアグニだからか？」

　ナーザはご機嫌な様子でうなずく。

　竜骸の頭頂部に位置する〈蒼穹の殻角〉の支配者アグニは、人間だったころの俺を虫ケラのように殺した魔皇アスラだ。ナーザの話によると今回の件で誰よりも得をしたのは、何もせずに目下のライバルが排除され、その戦力を丸ごと手中に収めたアグニということになる。

　つまり俺はアドラメレクを倒したことで──もっとも憎むべき仇かたきに塩を送ったわけだ。

　もちろんただの結果論だ。

　とはいえあまり気分のいい話ではない。

　一方、向かいの席に座るお姉さんは怖いくらいに嬉うれしそうである。

「これでようやく、停滞していた都市の情勢が大きく動きだします。まさか第三者の手によって魔皇の一角が崩されるとは、誰も考えていなかったでしょうから。これから何が起こるのか……想像するだけでワクワクしてきませんか？」

「都市がどうなろうと関係ないさ。俺はやりたいようにやるだけだ」

「しかし嵐の中心は間違いなくあなたですよ、ドラゴンさん」

　ナーザがじっと見つめてくる。その瞳には、得体の知れない熱が宿っていた。

　今も都市の実権を握るべく謀略を巡らしているのか、あるいは退屈だから俺を使って遊んでいるのか、はたまた本当に恋する乙女なのか──どちらにせよ、彼女の思惑に吞のまれるのはごめんだ。

「嵐をコントロールしようなんて考えないことだな。また足元をすくわれるぜ」

「肝に銘じておきますよ。……魔皇アスラである私ですら、ドラゴンがいったいどのような存在なのか、ほとんど知りませんから。都市においては霊素の発生源という認識が強いですが、あなたを見るかぎりそんな雰囲気はなさそうですし」

　今の自分が常識の通用しない存在なのは重々承知しているものの、ひとまず竜骸のように霊素を放出することができないのは、不幸中の幸いだったと言えるだろう。

　もしそんな力を持っていたら、俺をめぐる問題はもっとややこしくなったはずだ。

「あるいはアドラメレクなら、詳しく知っていたかもしれませんね」

　だとしても、今となっては深い霧の向こう側だ。

　俺が無言で肩をすくめると、ナーザは分厚い紙束を投げてよこしてくる。

「実は〈魔ま導どう宮きゆう〉が接収される前に、ドラゴン復活にまつわる研究資料を回収するようにと部下に命じておいたのです。残念ながら既知の情報しか記されていませんでしたが、念のため確認しておいたほうがよろしいかと思いまして」

「そりゃなんとも抜けめのない話だな……。あとでミーナに読ませるよ」

　俺が紙束を受け取ると、ナーザはドラゴンの研究についての話を続ける。

「お渡しした資料によると、研究に出資した魔皇たちは人為的にドラゴンを生みだして霊素の供給装置にしようと考えていたようです。しかし実験によって復活したあなたにその能力がないと判明したので、彼らの多くは早い段階で興味を失ったのでしょう。ゆえに最後まであなたを狙っていたのは、ドラゴンそのものに強い執着を持っていたアドラメレクだけだったのだと思われます」

　なるほど。

　俺に利用価値がないと見切りをつけたから、途中で追手を差し向けるのをやめたわけか。

　そんなふうに納得しかけたところで、俺は大きな疑問に気づく。

「ちょっと待ってくれ。今のあんたの口ぶりだと、まるでドラゴンを復活させようとした魔皇がアドラメレクの他にもいるように聞こえたんだが……」

「ええ。ドラゴンの研究とそれにまつわる出資は、数人の魔皇による共同プロジェクトだったようですから」

　俺は言葉を失う。

　つまりミーナが言っていた【高貴なるお方】ってのは単なる共同名義で、実際は複数の魔皇が手を組んで行っていた極秘事業だったのだ。

　予想外の真実を受け入れきれない俺に追い打ちをかけるように、ナーザは言う。

「プロジェクトに参加した魔皇ならば、あなたがアドラメレクを倒したのだと気づくものもいるでしょうから、今後は再び追手を差し向けてくるかもしれませんね」

「要するに、まだ何も終わってないってことだな……」

　俺とミーナの戦いは、ようやくスタートラインに立ったところなのかもしれない。

　期待のまなざしを向けてくるナーザに、俺は拳を掲げてみせる。

　──だったらあんたのお望みどおり、嵐の中心になってやるさ。







　ナーザとの会談を終えたあと、俺はまっすぐ帰路についた。

　いまだ十人の錫姫シヤクテイが囚とらわれたままだし、残された時間だってそう長くはない。

　アドラメレクを倒したあとはルウの受け入れ作業でバタバタしていたが、それもようやく落ちついてきたころだ。そろそろ次の計画を立てたほうがいいだろう。

　とはいえ本格的に動きだす前に、一つだけやっておくことがある。

　俺がアジトに戻ってくると、リオとルウ、そしてミーナが出迎えてくれた。

　全員、ビキニ姿で。

　ミーナが頰ほおを真っ赤に染めながら、俺の姿を見るなり剣けん吞のんな声をあげる。

「朝起きたら服がこれしかなかったんだけど……ねえ、なんでわたしがこんな恥ずかしい恰かつ好こうをしないといけないわけ？」

　真っ赤なビキニから露出した肌を、ミーナは必死に隠そうとする。しかしちまっこいわりに豊満な果実は両腕から溢あふれていて、むしろ谷間を作って誘っているように見えた。












　あられもない彼女の姿を堪能してから、俺は言った。

「ルウの歓迎会みたいなもんだよ」

「はあ？」

　まったく意味がわからないと言いたげな声で、ミーナが聞き返す。

　横をチラリと見れば、今回の主賓であるルウが誰よりも冷めた視線を注いでいる。

「ルウたちが水着になる理由になってないし。どう考えてもおかしいの」

「いや、リオを迎えたときにコスプレさせたから、いっそ恒例行事にしようかと」

　ルウはフリフリの水玉ビキニを着ていて、色気というより可愛かわいらしさを感じさせる姿だ。

　しかし相変わらずの無愛想な態度で、不満げに頰ほおをふくらませている。

「じゃあ俺もセクシーなふんどし姿を披露するか」

「いらないキモイ通報するしっ？」

「え、カイくんは着ないの？　見てみたかったのになあ……」

「お、お姉ちゃん……」

　リオが残念そうな表情を浮かべたので、潔癖な妹は姉のアブノーマルな一面を目にしてショックを受けていた。

　ほとんどの人間は知らないと思うが、リオは地球にいたころから俺の腹筋をペタペタ触ってくるような、隠れ筋肉フェチなのである。

　彼女は大胆な白いビキニ姿に身を包み、やや気恥ずかしげにモジモジしている。

「でも変な感じだよねえ。プールで泳ぐときは気にならないのに。えへへ」

「そう言いつつお前だけはやけに楽しそうだな」

「だってカイくんが見てくれるでしょ？　そう思ったら嬉うれしくなっちゃって」

　生クリームのように甘ったるい空気を出してくるリオに、俺の口元は緩んでしまう。

　するとミーナとルウがむっとして、二人がかりで蹴りを入れてきた。

「なんだよヤキモチか？　そんなに愛されてるとは思わなかったぜ」

「ルウはミーナさんとは違うの！　純粋にお姉ちゃんを守ろうとしただけだもんっ！」

「ちょっと待って！　わたしがヤキモチ確定みたいに言わないでよっ！」

　ミーナが頰をふくらませて、ルウの言葉に異議を唱える。

　ルウは首をかしげて、手足をばたつかせているエルフの魔女に言った。

「今さら何を言ってるですか。あんなに大胆な告白しておいて……」

「だよなあ。こちとらお前の言葉を思い出すだけで恥ずかしくなるんだぞ」

「あ、え、あれはその、えっと……」

　ルウと俺の両方からツッコミを入れられて、ミーナは言葉を詰まらせる。

　そこでリオが尊敬と羨望が入り交じったような声で、

「大好きな人かあ。先に言われちゃったなあ……」

「やめてやめて復唱しないで！　あれは違うの、そう、気の迷い。ほらあのときわたしって怪け我がしてたし意識が朦もう朧ろうとしてたからさ」

「つい本音が出ちゃったです？」

「そう、そうなの！　──じゃないってば!!」

　羞恥心のあまり混乱してめまぐるしく表情を変えるミーナに、一同が笑う。

　重傷を負った身体からだで立ちあがり、あれだけ威勢よく告白しておきながら──彼女はあのときの言葉をかたくなに認めようとしない。

　だけどたった一言で俺の心を救い、そしてアドラメレクを倒すための力をくれたのは、決して忘れようのない事実である。

　思えば最初からそうだった。ミーナがいなければ、俺はドラゴンになったことに絶望し、自らの足で歩くことをやめていたかもしれない。

　彼女がいてくれたから。支えてくれたから──俺はこうして二人の少女を救い、そして残された十人の錫姫シヤクテイを奪い返すために、恐るべき魔皇アスラと戦うことができるのだ。

「お前には今後もそばにいてもらうからな」

「な、なによ、急に……」

「言っておくけど、地球に帰るときもいっしょに連れていくぞ。嫌だと言って暴れても、俺は絶対にお前を離さない」

　あくまで自分の都合でミーナに故郷を捨てさせるつもりなのだから、アドラメレクの言うとおり、本質的な部分でドラゴンと魔皇は大差ないかもしれない。

　だけど俺が手を握ると、ミーナは同意を示すようにぎゅっと握り返してくれる。

　十二の魔皇が支配する竜骸都市マハーカーラにおいて、錫姫をさらう俺は略奪者だ。

　ならば奪われたものを取り返すだけでなく。

　この世界でもっとも価値ある宝を、奪っていくことにしよう。

　見み惚ほれるような彼女の笑顔を見つめながら、ドラゴンは告げる。




「だから俺は、十三人のお姫さまと元の世界に帰るんだ」






あとがき






　本書を手にとっていただき、ありがとうございます。為ため三ぞうです。

　この作品の内容をざっと説明しますと【ドラゴンに転生した高校生が元の世界に戻るために囚とらわれの姫を奪っていく話】になります。

　いわゆる異世界転生ものと呼ばれるジャンルで、個人的にめっちゃ好きだったりします。

　ただ昨今のライトノベル市場を席捲している激戦区でもあり、書店に足を運べば『異世界』とついたタイトルがやたら多いです。……マジで！

　となると埋もれないようにしなくちゃいけないので【オリジナリティ】【キャッチーな要素】みたいな、ラノベ作家を悩ます悪い呪文が内外から囁ささやかれはじめます。

　デビュー作がイロモノなのに「為三さんは真面目だから」と言われがちで「んなこと言うなら脱ぐぞ！」と内心で荒ぶる優等生な私もめちゃくちゃ悩みました。でも……。




　他のやつと違うことすれば面白いわけじゃなくね？

　奇をてらえば楽しんでもらえるわけでもなくね？




　冷静になった私は全裸になったことを深く反省し、清廉潔白なラノベ作家を奇行に走らせる悪い呪文を衣服とともに窓の外にぶん投げました。

　そして本能のおもむくままに好きな作品のエッセンスを鍋にぶちこみます。

　ル○ン三世、王ドロボウＪ○ＮＧ、ゼ○ブレイド、ブ○スオブファイアＶ、バ○＝ラグシリーズ、エトセトラエトセトラ……同期が書いたモ○スターデイズまで節操なく！

　あとは原型がなくなるまで煮詰めるだけです。こうして完成したトムヤムクンが本書であり、好きなもん全力でぶちこんだもの＝オリジナリティというのが私なりの結論です。

　結果として『チート無双ドラゴン盗賊』とか『ロリ巨乳貧乏エルフ魔女』とか『清せい楚そ系天然テニス姫』みたいな属性テンコ盛りキャラクターが、様々な神話やファンタジー要素をごった煮したカオスな世界で暴れる物語になりました。

　ちなみに試食としてカクヨムにて全編を掲載しています。少しでも多くの人に読んでもらいたいという願いをこめて自ら編集部に打診し、快く了承していただきました。

　もちろん刊行に合わせてブラッシュアップしたので本書が完全版となりますし、47AgDragonしるどら先生がキュート＆ドスケベなイラストを描いてくれたので、基本的には買ったほうがお得です。やった！　ありがとうございます！　

　ついでにお世話になったみんなもありがと！（ページ数ないので雑な謝辞）




　長々と書きましたが、読者の皆さまに楽しんでいただけば幸いです。
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